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1国 鉄 にお け る コ ンピ ュータの活 用

国鉄本社経理局会計課長

兼 コン ピュータ部調査役

蔵 田
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1.コ ン ピ ュ ー タ 化 の 経 緯

国 鉄 とい うと ころは 非 常 に組 織 の大 ぎい と ころ で、 そ れ だけ に あ る方 向

へ 動 か す こ とは な か な か た い へ ん で ある が 、1度 動 ぎ 出 す とそ の 方 向へ

全 社 をあ げ て 前 進 で ぎ る とい うよ うな素 質 を も って い る。 明 治以 来 約 百年 、

い わ ゆる 国鉄 の歴 史 的 経 緯 を 見 て も こ の様 な 傾 向 は濃 厚 で あ る。

今 迄 、 お くれ て いた 国 鉄 の コ ン ピュー タ化 も、 最 近、 よ うや く上 層 部 の認

識 が強 ま り大 き な発 展 が期 待 され てい る。

さて、 コ ン ピュー タ化 の経緯 で あ るが、 そ も そ も 国 鉄 は 、新 ら しい もの

を早 く入 れ る とい う特 質 を も って お り、 国鉄 に コン ピュー タが 入 って きた の

は前総 裁の十河総裁の ときである。十河 さんは こうい う面に非常 な関心 をもってお ら

れ 、大 正十 個年 かに今の コンピュータの原形 の よ うな も のを ア メ リカか ら初め て

もち帰 られ た とい うエ ピ ソー'ド もある。 こ の よ うに国鉄 は機 械化 の古 い歴 史

を も って い るが、 国 鉄 に本格 的 な コン ピュー タ が導入 され た のは昭 和30年

代 の中 期 であ り、 要 す る に コン ピュー タ化 を必要 とす る 素地 の 切実 な認 識 の

ない とこ ろ に入 って きた の で、 しば ら くは 発 展 しな か った。 聖 者 が町 にあ ら

わ れ た と い う か 、 何 か え らら む ず か しい もの を持 ち込 ん できた とい うの

で、 あ ま りけ ち もつ け られ な い で、 しば ら くは そ のま ま ほお ってお か れた と

い うのが 実情 で あ る。

した が って、 昭 和40年 ごろ には 日本 で もお そ ら く最 初 に コ ン ピ ュー タを

入 れ た 企 業 の一 つ で あ りな が ら、 日本 で一 番 コン ピュー タ化 のお くれ た もの

の1つ だ とい うよ うな 姿 で あ った とい え よ う。

本格 的 機 械 化 の 第一 ス テ ップは 昭和32年 ごろ にま ずPCSを 持 ち込 み、

つ づ い て35年 に ユ ニパ ックの機 械 を導 入 し た こと に始 ま る。 この と き には、

一 部 の 人 が ア メ リ カま で行 っ て、 向 こ うで一 生 懸 命 勉 強 し て きた とい うこ と

であ る。 そ の 当 時 非 常 に苦労 し た少 数 の人 た ち が、 や は り今 日の 中核 に な っ

てい る とい っ て も過 言 で は ない と思 う。 とこ ろが、 これ と並行 し て、昭和35
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年 ごろか ら 「み どりの 窓 口」 とい うもの を研 究 し始 め、39年 には こ れ が実

用化 の段 階 に入 った。 この 「み ど りの 窓 口」 とい うの は、 い わ ゆ るオ ン ・ラ

イ ン ・リア ル タ イ ム と称 す る もの で、 こ れ を30年 代 の後 半vaと にか く実用

化 した こ とは、 国 鉄 に とっ て大 きな 自信 とな った。 と ころが 、 こ こで 注 意 し

てお きた い こ とは、 そ うい う もの が 非 常 に発 展 は し てい るが 、反 面、全体 と し

て は全 然 コン ピュー タ・ムー ドが もり上 が ってい ない とい う点 で ある。 「み ど

りの窓 口」 そ れ 自体 の意 義 は わ か るが、 コン ピュータ 全体 と し てそん な もの

が あ る のか とい うよ うな ムー ド、 つ ま り何 か 非 常 にち ぐは ぐな ムー ドとい う

の が ご く最 近 ま で続 い てい た の が現 状 で あ る。 そ れ と並 行 し て、 これ じ ゃい

か ん とい うこ とで、40年 ごろか ら給 与 計算 を中心 とし て、 全 国 の ご く一 部

の セ クシ ョンで こ れを 試行 し てみ た。 そ して何 かや っ てい る な とい う ぐらい

の こ とで や っ てい たの で あ るが、42年 ごろか らだん だ ん 本格 化 し て ぎた と

い うわ け で あ る。

「み ど りの 窓 口」 の欠 点 は、 国 鉄 の 体 質的 な 意 味 の欠 点 と関 連 す るの で あ

るが、30年 の 後半 に あれ だけ の こ とを した のに 、 そ の後 の 発 展 が ない。

「み ど りの窓 口」 は座 席 の予 約 をや る シ ス テ ムの こ とで あ るが 、 そ の後 の

「み ど りの窓 口」 の発 展 を 見 て い る と、 最 初、 た とえ ば3万 座 席 を予 約 で き

た のが、 次 は15万 座 席 だ とい うよ うに、 縦 の 発展 をた どって い るだけ で あ

る。 つ ま り、 そ れだ け の技 術 力 と経 験 力 を持 って い なが ら、 そ れ が 横 に広 が

っ てい か ない とい うと ころ に、 大 きな 問題 が ある と 感 じ られ る。 とい うのは、

た とえ ば レー ダ ーvaつ い てい う と、 日本海 軍 の 水兵 は非 常 に 目が よ く、1,000

メー トルか ら&OOOメ ー トル ぐら いの と ころ まで 見え る の にた い し て・ ア メ

リ.カの ほ うはそ れ ほ どよ くない の で、 こ れ ではい け ない とい うこ とで レー ダ

ー を実 用 化 し た とい う。 レー ダー とい うもの は、 最 初 は 日本 水兵 の 目、 た と

え ば1万 メー トル な ら1万 メー トルの もの に対 抗 す れ ば よか った が、 レー ダ

ーの 出現 に よ り 日本 は だ ん だ ん 負 け て きた。 その後 の レーダ ー の 発 展 を見 て

み る と、1万 メー トル先 の もの が映 せ る、2万 メー トルが映 せ る 、3万 メー
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トルが映 せ る とい う直 線的 な発 展 だ け で は な く、 これ をた とえ ば魚 群 の探 知

に使 うとか 、 ある い は 暗礁 の発見 に使 うとか、 こ うい うもの にず っと広 げ て

き てい る。 と こ ろが、 「み ど りの 窓 口」 とい うの は、 今 日ま で座 席 数 をふ や

す こ と しか や っ てい な い。 実 をい うと国 鉄の 営業 とい うの は、 いま 非 常 にた

い へ ん な時 期 に さ しか か ってお り、 新 幹線 で一 息 つい てはい るが 、 そ の 他 の

在来 線 の分 野 で は マ イ カー に追 い ま くられ て、 非常 な減収 とな って い る。

北 海 道 につ い てい うと、 これ は2等 客 ま で飛 行 機 に とられ てい る。 こ うい う

状 態 の 中で、 収入 の2割 を あ げ てい る新 幹 線 で よ うや く息 をつ い てい る のが

現状 で あ る。 こ うい う状 況 の 中で 旅 客営 業 部 門 が悩 ん で い る こ とは、 鉄 道 の

独 占の 時代 な ら、 鉄 道 の切 符 さえ 手 に入 りさえ す れ ば よか った のが、 今 は そ

うは いか ない○ 最 近 は、 私 た ちが 旅 行 す る場 合 で も至 極 当 り前 の こ とで は あ

る が、 まず 旅館 を探 す、 そ れ か ら旅 館 の まわ り冗見物 す る とこ ろが あ るか ど

うか を 探 す、 あ るい は レン タ カーが 予 約 で き るか ど うか を探 す、 そ れ か ら鉄

道 の切 符 を 買 うとい うは こび とな る。 と ころが、 コン ピュー タ とい うの は あ

る 条 件 を与 え てや りさ え すれ ば、 そ うい うこ とは理 論 的 に はで き る こ とにな

っ てい る。 しか しな が ら、 「み ど りの窓 口」 をや った技 術 力 と発 想 力 が あれ

ば、 そ うい う国鉄 営 業 全般 にそ の発 想 を広 げ てい っ て、 色 々な施 策 が 可 能 と

な るは ずで あ る。 とこ ろが、 ど うした わ け かそ うい う発 展 が全然 な か った。

私 自身、 コン ピュー タ部 にい た と き、 同 僚 の尾 関氏 と一 緒 に、 旅 客 を幾 らや

っ て も ど うも問題 が あ りそ うだ、 ひ とつ 貨物 をや ろ うじ ゃない か とい うこ と

で、 貨物 に手 を 染 めた 次 第 で あ る。 貨物 は通 運 か ら倉庫 全 部 を将 来 か ぶせ る

とい う前 提 で構 想 をね っ てい る。 貨 物 をや る 際 に、 実 は近 畿 ツー リス トへ 勉

強 にい った わけ で あ るが、 そ の とき驚 い た こ とは、 当時近 鉄 が 中心 に な って、

東海 道 の新幹 線 が 開 通 す る昭 和39年 の秋 ごろ か らとにか く大 阪 ・名 古 屋 に

旅 行 予 約 シス テ ムの計 画 が あ った こ とで あ る。 これ に ど う対 抗 し てや る か と

い うこ とで、 い ろい ろ関 係会 社 を集 め て協 議 さ れ て いた。 そ の と き に関 係会

社 の1つ で あ る近 畿 ツー リス トが、 コ ン ピ ュー タ で切 符や 旅 館 の予 約 だけ で
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な く、 レン タ カー か ら何 か ら何 ま で 予約 す る とい うシ ス テム をつ くり、 や が

ては コー ス プ ラン とい うもの もつ くろ うじ ゃない か とい う話 が 出 て今 日の計

画 が生 れ た とい うこ とで、 これ はえ らい こ とに な った と思 った こ とが あ る。

こ うい うシス テ ムは2年 な い し3年 は最 初 の試 行 で か か る ので あ るが、 これ

を近鉄 と一 致協 力 し・てほ ぼ完成 してい る とい う話 を聞 い て、 ま さに び っ くり

ぎ ょ うてん した と こ ろで ある。 そ の 時につ くづ く思 った こ とは 、 や は りそ の

国鉄 の体質 の中 π、 こ うい う非 常 に良い ものを 沈 でん さ せ る には、 全社 的 な

ムー ドを つ くっ て しま わ な い と、 ど うし て もだ め だ とい うこ とで あ った。

端 的 にい うと、 「み どりの 窓 口」 とい うのは、 発 想 は 営 業 部 門 で して も実

情 は技 術 局 だ け が や った とい う形 に な って しま い、 営 業 の ほ うは何 か よ くわ

か らない か ら とい うこ とで、 ま か せ っ'きりに し てい た。 そ の ため に、 い まの

よ うな結 果に なった とい うわけ である撮 初 近 畿 ツー リス トの情 報 を も って帰 っ

て来 た とき に も、 営 業 の ほ うの関 係者 に はは っ き り言 っ て関心 が うす か った。

この とき の内容 を 参考 に し て、 現 在 は い ろい ろ 始 め てい るが、 良い こ とをや

っ て も、 そ れ を国鉄 の 全体 質 の 中 に沈で ん させ る とい うこ とを しない と、発

展 は なか なか む ず か しい と思 う。 この よ うに私 ど もで は 「み ど りの 窓 口」 の

位置 づ け を し てい る。

余談 は さて お き、地 域 間 急行にまで手 をひろげ・現在 で は リア ル系 で は貨物 、

旅 客 両方 と もや る体 制 を と っ てお り、 ほ か のバ ッチ のほ うもい ろい ろ や って

い るので、 これ らを ひ っ くるめ て小 さい なが らMISと い うか、 そ うい うも

の の原 形 をつ くっ てい こ'う とい う形 勢 とな ってい る。 原 形 をつ くる形 と して

は、 国 鉄 の 場 合、 や は り経理 部 門が一 番 情 報 が 集 ま りや す い の で、 経理 部 門

のほ うで 内部 の 実 行 予算 を中 心 とし て、 い ろい ろ運 営 のた め に デー タ を と り、

判 断 資料 を と ってい る。 そ れ らを 中心 に して、 これ か ら2.3年 が か りで 原形

をつ くっ て い こ うとい うこ とに な ってい る。 た だ、 これ がMISと 言 え るか

ど うか は議 論 の余地 が あ る と思 うが、 そ の 辺は と もか くと し て、 い ずれ にし

て も、 旅 客、 貨物 、 そ れ か ら職 員 関係、 そ の弛 い ろい ろや り始 め てい る とこ
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ろで あ る。 大 体 お もな デー タは、 す で に コン ピュー タ化 され て い るので、 統

合化 の 方 向 へ 進 ん でい ぎたい と思 って い る。

国 鉄 の コ ン ピュ二一タ ・セ クシ ョンは、 まだ 長 期 計 画 をつ くるほ ど の経 験 も

少 な い し、 時 間的 余 裕 もなか った とい う状 態 で あ るの で、 最 近MIS化 の方

向 とい う こ とで、 長 期 計 画 をつ く り始 め た と こ ろで あ る。 そ の よ うなわ けで 、

大 体42年 ごろ まで が啓 蒙期 で、43年 ご ろか ら推 進 期 に入..、た とい うの が 、

国 鉄 の現 在 の状 態で あ る。

図1・1 事 務 用 コン ピュ ー タ保有 台 数

r

43-8-1現 在

大型(※1) 中 型 小 型 計

本 社 (※2)

11(&1)
11

管 理 局(27) 1(※3) 、9(※4) 16(※5) 26

工 場(27) 2
、

2

工 事 局 等(16) 2 2

計 12 11 18 41

(注)

※1.大 型UNIVAC-490,IBM360-40,HITAC-一 ・3030,

8400,NEAC2200-400,

中 型NEAC2200-200,FACOM230・ 一・20,

HITAC-8300,

ノ1・型NEAC2200--100,FACOM230-一 一10,

※2.み ど り の 窓 口 用8地 域 間 急 行 用1

※&東 鉄 局

※4.大 阪 局2台

※5.2管 理 局 未 導 入
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「

図1・1vaあ る よ うva、 「事 務 用 コン ピ ュー タの 保有 台 数」 は 、41台 と

な って い る。 こ のほか に、 た とえ ば郡 山 ヤ ー ドをい ま コン ピュー タ で一 部 や

っ て い る が 、 そ うい うもの と か、 諸 工 場 の 中 の生産 制 御 の い ろ い ろ な問 題

に コ ン ピュー タを使 ってい るが 、こ うい う よう な もの は 図1・1の 中 には入 れ

て ない 。 また、 技 術 研 究所 が も って い る試 験 用 の コ ン ピュー タ も入 れ て な い。

そ うい う ものを入 れ ると、 大体100台 ぐ らい にな る。 図1・1の 注 に もあ

る よ うに、 実 に い ろ い ろ な会 社 の い ろい ち な機 械 が入 っ.てい る とい うの が 国

鉄 ら しい ところ で あ り、 現 状 で あ る。 こ れ は従 来 の経 緯 か らなか な か1社 と

い うわ け に はいか ない ので、 こ うい うこ とに な って い るが、 まさ に、 オ ン パ

レー ドの よ うな か っこ うにな って い る。 ユ ー ザー の立 場 か ら、 メー カー に一

番要 請 した い こ とは、一 日 も早 く機 種 間 の交 換 が 同 メー カー の い わ ゆ る フ ァ

ミリー シ リー ズは もち ろん の こ と、 せ め て国 産 の機種 間 で簡 単 に コ ンバ ー ジ

ョン で き るよ う にな る ことに他 な らない 。

なお、 現 在27あ る管理 局 全部 に小 型 で は あ るが コン ピ ュー タ が 設置 され

て い る。 参考 まで に本 社 にお け る電 子計 算 機 の便 用 実 績 を あげ ると、 図1・

2の よ う にな って い る。

〆♪

∨
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図1・2電 子計算機使用実績(本 社)

U-490

業 務 名 使 用 時 間 備 考

時 分
年次職員統計

職 員 管 理 92403 職 員 コ ー ド

給与計算

総括決算
経 理 事 務 32721

原価 計算(関 東 支社分)

資材局購買事務
資 材 事 務 40&06

関東資材部購 買及 び出納保 管事務

人 キ ロ統 計

旅 客 統 計 2,091.52 局間相互発 着計算

プ ロ ツ ク間 流動

発送 トン数統計

貨 物 統 計 88α33 品 目別統計

荷主別統計

貨 車 キ ロ統 計
運 転 統 計 81.13

車輪修繕統計

運輸状況報告

旅 客 日 報 61a37 主要列車利用状況報告'

新幹線乗降人員速報

地 域 間 急 行 14&44 地 域 間急 行 リア ル タ イム準備 テ ス ト

デ パ ツ ク

機 械 室 管 理 52448 ア ッ セ ン ブ ル 、 コ ン パ イ ル

電算機使用予定実績計算

研究解析

そ の 他 3&36
⌒

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

臨時作業

合 計 ⑤03a53
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42-4-1～43-3-31

OUIζ 一1050

業 務 名 便 用 時 間 備 考

職 員 管 理
時 分

47&38

定 員現在員調査

年次職員統計

共済長期

給.与計算

年 金 支 払 18a35 年金計算及び趣

経 理 事 務 101.28
総 括 決 算(デ ー タ コ ン バ ー ト)

原 価 計 算(デ ー タ コ ン バ ー ト)

資 材 事 務 38442 関東資材部購 買及び 出納保管事務

旅 客 統 計 30720 人 キ ロ 統 計(デ ー タ コ ン バ ー ト等)

貨 物 統 計 10&34 貨物 統 計(デ ー タ コンバ ー ト等)

l
!運 転 、 工 作 統 計

i
19723

連絡車輌清算

貨車修繕統計

貨車保 全、 現車 工程 管理

`

機 械 室 管 理 929

デ バ ツ ク

ア ツ セ ン ブ ル

機 器 テ ス ト

1

合 計

　

1.76&09 42年4月1日 ～42年11月30日 間

(注)OUI(-1050は11月30日 ま で 使 用 し 、

-10一

12月2日 返 却

,♪
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2.国 鉄 の 特 色

国鉄 の特 色 として あげ られ るこ とは、 第1に 、 技 術 力 には 心 配 は な いが、

組 織 が 非 常 に膨 大 で、 機 構 が非 常 に入 り くん で い る とい うこ とで あ る。 第2

番 目{(い え る こ とは、 膨 大 な現場 機 関数 と地域 的 に非 常 に散在 して い るとい

う こ と、 第3番 目は長 い 間 の 手 作業 体 系 を持 ってい て 、 処理 シス テ ムが固定

化 してい るこ と で あ る。 これ らの3点 は コン ピュ ー タ を実際 に生 か し てい く

の に非 常 にむ ず か しい とい うこ と に な る。

実 は貨物 の地 域 間急 行 を や った と き も、 貨物 系 の局 長、 課 長 クラ スは よ く

わか るの だ が、 実 際 の担 当 者 に な る と、 コン ピュ ー タで走 らせ て い なが ら、

や っぱ り自分 でや って み ない と気 が す まない とい うよ うな こ とも あ って、 手

作 業 に対 す る信 頼 が 強 か った 例 も あ る。 また、 非 常 に地域 的 な広 が りが 多 く、

か つ 現 場 機 関 が 散在 してい るの で、 各 現 場機 関単 位 に デー タを発 生 させ てい

る こ と もあ る。

図1・3国 鉄 現 場 機 関 数

現 業 機 関 数 現 業 機 関 数

駅 5,175 建 築 区 ;4

操 車 場 13 機 械 区 35

信 号 場 132

1

電 力 区 43

車 掌 区 108

1

変 電 区 28

船 員 区 2 信 号 通 信 区 18

さ ん 橋 11 信 号 区 18

機 関 区 148 通 信 区 14

電 車 区 30 電 務 区 41

客 貨 車 区 74 無 線 区 11

客 車 区 10 自動 車 営 業 所 86

貨 車 区 22

■

保 線 区 203

1

計 6,276
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図1・3に 現場 機 関数 とい うのが の ってい るが、 これ に よ る と駅 が5,175

あ って、 合 計 で6,276の 現場 機 関が あ る。 と ころが、 これ らの他va支 区 とい

う もの が あ るわ け で、 た とえ ば、 電 車 区 には、 い ろい ろな支 区が あ る。 これ

は各機 関区 に も、 機 械 区 に も、 保 線 区 に も、 ここ に書 い て あ る もの に は みん

な支 区 が あ って、 各 ブ ロ ッ ク、 ブ ロ ッ クに手 足 を 出 して い る。 これ を 合 計 す

る と、 とにか く万 に近 い 数 字 に な る。 そ の各 々でそ れ ぞ れの デー タ を発 生 さ

せ てお り、 か つ、 それ らは・い ろい ろ特色 を も って い る。 地 域 的 に も広 が って

い るの で、 鹿 児 島 の ニ ュ ア ン ス と北 海道 の旭 川 の ほ うの 土 ユ ア ン ス とは、 若

干 違 うとい う よ うな こ と もあ って、 こ の辺 の統一 が実 は一 番 む ずか しい と思

って い る。

手 作業 体 系 の状 態 を示 す もの と して 図1・4が あ る。

図1●4は 雛 行われてい研 作難 系の一部で・吐 下噸 員の勤醐

所 として&000と 書 い て あ るが、 こ こでい ろい ろ な デ]タ が発 生 して い る。

国鉄 には 経理 事 務 とか、 運転 事 務 とか、 貨物 事 務 とか が あ るが、 そ の 中 の職

員 関係 と厚 生関 係 だけ を ぬ き 出 した もの が こ の表 で あ る。 一 番左 側 の上 に上

部 機 関 とい うの が あ るが、 こ れが 国鉄 で い う本社 で あ る。 本 社 で は現 場 か ら

い ろ い ろ な デー タ を と って 判 断 資 料 に 使 ってい る。 そ の デー タ を こ こ に書 い

て あ るよ うな報 告 書 とす る ため に、 左 側 に処 理 部 門 とい うの が あ るが、 こ れ

が、 た とえ ば本 社 で あ る と、 職 員 ・厚 生 関係 の事 務 は、 職 員 局 どか厚 生 局 と

い う名 前 の と ころ でや って い るわ け で あ る。 この うち、一 部 の 事 務 は経 理 局

でや っ てい る。 そ れ か ら、 こ こへ 来 る までの 具 体的 な デー タは、 職 員 の 勤務

個所 か ら発 生 して い る。 と こ ろが、 職 員 の勤 務 個所 で、 現 在 の 原始 デー タ を

区分 して み る と、 幾 つ あ るか とい う と、表 の一 番 下 に、 氏 名、 基 本 … … … と

横 に書 い て あ るよ うに131種 あ る。 これ は最 小 の区分 で あ って、 各区 分 は

更 に幾 種類 に も分 か れ る の で 、 全 部合 わ せ る と6,700の 区 分 に な るわけ で あ

る。
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職 員 ・厚 生 管 遡 事 務 の 現 状(一 部)図1・4
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これ をい ろい ろ な形 で と ってお き、 現 場 では 辞 令 簿 以 下 を各 台帳 に も って い

るの で、 追 加記 入 さえ すれ ば よい わ け で あ る。 転 記、 記入 、 計 算 とい う こ と

もしば しば や る。 中段 左端 に報 告書 と い うのが あ るが・ これは 現場 か ら上部

機 関 に対 す る報 告 書 の こ とで、109の 種類 が あ る。 そ してそ れ を転送 ・授

受 し(手 作業 で行 う)、 そ れ か ら事務 処理 を して い る。'それ を今度 は上 部 機

関 に も って きて事 務 処理 を し、 お の お の グル ー プ ご とに まと めてい る。 さ ら

に そ れ を分 類 し、 集 計 し、 転記 して、 入 事 関係 は入 事 関係 の ワ クの 中か ら、

経 理 関 係 は 経理 関 係 の ワ クの 中か ら最 終報 告 書 をつ くるよ うに してい る。

図1。4に は の っ てな い が 共済 には 共済 組 合 事 務、 お よび厚 生事 務 が含 まれ、

そ の各 々を 上 部機 関 に持 って来 て い る。 この よ うな形 を全 国数 千 個 所 で毎 日

あ るい は 少 くと も 月に1度 は 必 ず こ うい うこ と をや ってい る。 結局 、 本 社 の

幹 部 が 目を 通 す 報告 書 は一 番 上 の欄 に あ るが、 これ も要 す る に一 番 下 の 欄 の

現 場 か ら発 生 した デー タ をい ろい ろ加 工 して い るに す ぎない。

こ うして み る と、 事 務 処 理 の現 状 は 非 常 に膨 大 で あ り、 そ れ が 地域 的 に大

きな 広 が り を もち、 か つ 手 作業 でや るとい う前 提 です べて が組 ん で あ るの で、

これ を コン ピ ュー タ に乗 せ る のは、 な か なか む ずか しい とい うの が現 状 で あ

る。 前述 し た 「み ど りの窓 口」 等 も、 結 局 は よ い ものが で きて も、 た だ そ れ

が で き た とい うだけ の こ とで、 ほ ん と うに国鉄 の 中 に浸透 させ るに は、 これ

を も う少 し ほ か の戦 略 に使 え な いか 、 とい う発 想 を 出 させ なけ れ ば な ら ない 。

そ うし ない と、 国鉄 の よ うな 大 ぎな と こ ろで は な か なか 発展 して い,かない。

そ れ が 「み ど りの窓 口」 には欠 け てい た と思 ってい る。 そ れ とい うの は、 こ

こ に述 べ た よ うな非 常 に膨 大 な地 域 的 広 が りと、 数 が非 常 に多 い 現状 で は な

か な か 徹底 し ない 。 書 類 上 の徹底 は簡 単 に で き て も、 意 味 の徹 底 とな る とな

か なか 浸透 し ない と ころ に、 実 は む ずか しい問 題 が あ るわ け で あ る。

も う1つ の点 は、 鉄 道 に働 らい て い る職 員 は 現在47万 人 い るが、 大 部分

の 人達 はい わ ゆ るホ ワ イ トカラー族 では ない。 実 直 な 現場 入 で構 成 され て い

る とい うと こ ろ に、 も う1つ の特 色 が あ るの で あ る。 した が って、 何 か 雲 の
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上 に あ るよ うな コン ピュー タ を導 入 す る こ とのむ ずか し さは、 む し ろ そ うい

う と ころ に あ るの で は ないか とい うこ とを痛 感 し てい る。

さて、 そ れ では 国鉄 で コン ピュー タ を これ か ら導 入 してい く際 に、 ど こ に

ス ポ ッ トを あて てい くか とい う と、 これ が案外 は っき りして い ない。 要 す る

に、 良い も のを つ くって、 コン ピュー タ を コン ピュー タ ら しい 使 い 方 をす る

とい う意 見 もあ るが、 そ れ はね らい に よ っ ては、 使 い方 にい ろい ろ差 が あ っ

て もい い の では な いか と思 ってい る。 た と え ば、 ベ トナ ムにB52を もっ て

い って も、 最 精 鋭 の爆 撃機 を も って い っ て も、 使 い もの に なら な い。 べ'トナ

ムの場 合 は、 消耗 率 は高 くて も低 速 の安 全性 の高い もの が よい の では ない か

と い う、 戦 略 ない し戦術 的 な 判断 が 出て くるわ け で あ って、 国鉄 の場 合 に も

具 体 的 な仕 事 につ い て そ の辺 の ニ ュア ンス を よ く考 え てみ な けれ ば な らない

と考 え てい る。 そ う す る と、2つ の 点 に し ぼ られ る と思 う。1つ は、 国 鉄 が

い ま一 番 悩 ん で い るの は赤 字 で あ る。 しか もその 赤字 が 近 い将 来 に は、 なか

なか 解 消 で きない。 こ の原 因 は、 収 入 の 伸 びが年 間 の ペー スで い まの と ころ

約8%ぐ らい で あ るの に、 そ れ に対 す る人 件 費 の伸 び が11%ぐ らい に な っ

て い る。 多い とき は12%に もな る こ とが あ る。 収 入 の伸 び が人 件 費 の 伸び

に追 いつ か ない た め に、 どん どん 悪 循環 を繰 り返 して い る。 そ れ な らば、 人

件 費 とい うのは ど れ くらい の ウエー トを 占め て い るか とい うと、 大体5割 を

占 め 償 却 費 と か 利 子 とか い う ものを 除 い た、 純 粋 の直接 的 な 営 業 費 の中

では、7割 を 占め て い る。 しか もこ の大 き な ウェー トを 占め てい る人 件 費 も、

伸 び が 収入 をは るか に上 回 って い る とい うの が、 実 は 大 きな悩 み と な ってい

る。 か とい って、47万 人 の 職 員 の職 を奪 うわ け には いか な い。

'

●

」
ケ

図1・5年 余 構 成 比

年令構成 50才 以 上9.9%、45才 以 上1&8%

40才 以 上25.5%、 計49.2%
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とこ ろが、 図1'・5acあ るよ うに、 国鉄 の年 令 構 成 とい うのが40才 以 上

で、 約50%を 占め てい る とい う こ とで、45才 以 上 を とって み て も、 大 体

36%を 占め てい る。 そ うす ると、 い わ ゆ る定 年 が55才 であ るの で、 あ と

10年 もたつ と大 体45才 の人 まで は 自然 退職 の形 に な る。 と ころが 、 そ の

あ と若 い人 で 埋 め てい くと きに、 で き るだ け 少な い人 で埋 め られ る よ うな態

勢 を築 い て お け ば、 これ は10年 後 に は 立 ち 直れ る とい うひ とつ の経 費 面 か

らの考 え 方 が あ る。 そ うい う とき に、 そ うい う長 期 の展望 を して、 そ の 中で

コ ン ピ ュー タの 意 義 を考 え てい くと、 ま さにい ま の よ うπ少数 の人 数 で、 し

か も若 い 人 を ご く少数 だ け 入れ て や って いけ る態 勢 の 手段 の一 つ に な るの で

は ない か と思 っ て い る。 した が って、 そ うい う意 味 か らす る と、 決 して高 級

な コン ピュー タは 必要 な い。 だ れ で もが使 え るバ ッチ処理 の 現在 の コン ピュ

ー タ で十 分 で あ るとい うこ とに な る。 た だ し、 で き るだけ 安 く、 で き るだけ

機 種間 の プ ロ グ ラム、 デー ター等 の交 換 が き くよ うな、 さbに 下 ど りが で き

るよ うな も の が望 ま しい といえ る。

そ れか ら も う1つ の点 は、 営業 面 の情 報 を早 くキ ャ ッチ して、 迅 速 に手 を

打 て る体 制 を確 立 す る こ とで あ る。 た とえ ば旅 客 で い うと、 顧 客か らの要 望

に応 じて、 理 想 的 な コー ス プ ラン を出 す とい うよ うな もの、 あ るい はそ の コ

ー ス プ ラン に乗 る と、 箱 根 の レン タ カー も ボー トも す べて た ち ど ころ に予 約

で き る とい う もの、 こ うい った ものは コ ン ピュー タ では そ うむ ず か しい こ と

では ない と思 う。 それ か ら貨物 の場 合 に は、 た とえ ば 申 し込 みが あ る と、 そ

れ は ど この倉 庫 に入 れて 、 倉 庫料 が 幾 らで、 何 日ま で保 管 して、 あ と ど うす

る とい った こ と を コン ピュ ー タにや らせ る。 こ うい う ものが、 今 後 の収 入 を

上 げ る上 の キー ポ イン トと し て、1つ 出て きて い るわ け であ る。 こ うい う も

の には、 非常 に 優 秀 な機械 を使 い たい と思 うし、 少 数 で よい か ら非 常 に優 秀

な、 プ ログ ラマ ー、 シ ス テ ム プラン ナ ー が ほ しい と思 って い る。
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3 シ ス テ ム の 現 状

図1・6 シ ス テ ム の 現 状

(2)

(3)

(4)

職 員、 厚 生関係 … …給 与 計算 、 年 金、 貯金 、 貸 付、 物 資部 、

健康 管理、 職 員 関係 諸 資 料 作成 事 務

資 材 関 係

23万 人/47万 人(43/7)

・・…決 算 、 原価計 算 事務

車 輌 工 場 関 係……材料 出納

(注) 実施

月約40万 枚 原価計算 は一 部

工場内原価計算事務 生産管理

一部実施

(1)旅 客 シス テ ム

切 旅 客 事務 … … …諸 統 計類 の 作成 旅 客 流動 表

乗車 券 月約600万 枚

θ)み ど りの窓 口… 現 在線 新幹 線 団体 関 係

(ウ)コ ー ス フ フンへ

(2)貨 物 シス テム

㈲ 貨 物 事 務 … … … 諸 統 計類 の作成 貨 車 流動 表

貨物 通 知 書 月約100万 枚

(イ)地 域間 急 行 シス テ ム(43/1080本/168本)

(ウ)全 貨物 輸送 及 び 周辺 のEDP化 へ

経理 シ ス テ ム

(ア)予 算、 決算 、 分 析、 原価 計 算 の一 系列 化

④ 毎 月末 の分 析(部 門別 、 場 所 別、 形 態別、 目的 別 等)

(ウ)全 シス テ ムの トー タ ル化へ の 出発点
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図1・7 総 合 シ ス テ ム

こ

⊥
/
工
事

》

国鉄 で は、 図1・7に,あ るよ うに、 大体 旅 客、 貨物、 運 転 と い うの は ひ と

つ の営 業 的 な 系列 に な っ て お り、 あ と経 理 を中心 と して、 い ろ い ろ な事 務的

な体 系 が で き てい る。・そ れ に付 属 して工 事 関係 の積 算 問題 とか 設 計 問題・ あ
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るい は 工場 関 係 の 原 価 計算 事務 等、 あ るいは 自主 的 な生 産 管 理 の 問 題、 そ れ

か ら病 院 事務 が あ る。 これ らの 中 で、 現在 の とこ ろ一 部 しか コ ン ピュー タに

の せて は い な いが、 近 々、 中 央病 院に 多 少小 さな もの で も入 れ て、 実 験的 に

始 め よ うとい う ことを考 えて い る。 旅 客 で は、 「み ど りの窓 口」 中心 に これ

か らは横 へ 発 展 させ、 貨物 は地 域 間 急行 と称す る もの を ペー スに して、 縦 横

に 発 展 させ る計画 で あ る。 運 転 の ほ うは、 グ イヤ を組 ん だ り、 あ るいは い ろ

い ろな運 転 の毎 日の 作業 とい うもの を やれ る よ うに、 現在 試験 研 究 を や って

お り、 こ と しか ら始 め る計 画 で あ る。 図1・7縦 欄 に あ る職 員、 経 理 、 資材、

設備、 車 両 シス テ ムの うち、 設 備 を 除 く、 あ との大部 分 の 事 務 は、 現在 ほ と

ん ど コン ピュー タに の っ てい る。 これ らの こ とを考 え あわ せ る と、 そ ろそ ろ

これ らを含 めた総 合 シ ス テ ムを考 え るべ き では な い か と思 って い る。 具体 的

に は・ 総 合 シ ス テ ム とか、MISと か い う名 前 を打 ち 出 しては いな い が、 経

理 の と ころへ い ろい ろな情 報が 全 部 集 ま って くる ので、 経 理 の 必要 上 そ うい

う もの を統 合 し、 シス テ ム化 し たい と準備 を始 め た と ころ で あ る。

つ ぎに、 現在 経 理 事 務 の 中の決 算 業務 に つ い て簡 単 に ふ れ る ことにす る。

国鉄 の 収入 とい うのは 、 駅 か ら直接 受 取 る もの、 駅 で乗 客か ら受取 る もの、

そ れ か ら支払 い請 求 書 を出 して か ら受取 るもの な どが あ る。 この 支払 い 請 求

書 とい うの は、 た とえ ば、 交 通公 社 に現 在切 符 を販 売 して もら って い るが、

そ うい うもの の売 り上 げ代 金 を後 納 の よ うな形 で請 求 す る もの とか、 そ の 他

い ろいろ な形 が あ る。 支 払 い のほ うも似 た よ うな形 に な って い る。 いず れに

し て も、 原 始 伝票 を つ くるのは 手 でや っ てお り、 あ とは お おむ ね機 械 に 乗 せ

て、 最 後 の貸 借対 照 表、 損 益計 算 書 までつ くって い るの が 現状 で あ る三

この よ うに、 各 シス テ ム と も完 全 な 形 では な い が、 大体 手 作業 でや って い た

ものは コ ン ピュー タ ・ペ ー スに 乗 せ てい る。 た とえば 資 材 を 例に と って み る

と、 在庫 管理 は適 当 な あ る リ ミッ トを きめ て おい て、 在 庫 数 が そ れ よ りも少

な くな った場 合 には 自動 的 に 発注 態 勢 に な り、 発 注 の マー クが 出て くる とい

うよ うな もの と か、 あ るい は資 金 関 係 では 、 あ る資金 レベ ルよ り も下 が った
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と きには マ ー クが 出 て くる とか、 資金 の 需 要 い か ん に よ って、 あ るい は供 給

力 い かん に よ って は、 現状 と対 比 しなが らい ろい ろ処 置 を と ると い うよ うな、

いわ ゆ う簡 単 な 判 断業 務 は、 まだ コン ピュー タに 乗 っ てい な い。 た だ、 国鉄

として は、 そ れ を実 施す る前 に、 とに か くこの 広 い し っか りして い る現 場 の

手 作業 体 系 の 中 に 沈 でん させ てい くこ とが、 まず 先 で は ない か と思 って い る。

,4 今 後 の 問 題 点

s

・へ

、

(1)国 鉄 内部 の 問 題

国鉄 は シ ス テ ムが膨 大 で あ るが技 術 力 は非 常 に 先 行 して 進 ん でい る の で、

そ れ だけ が 浮 ぎ上 が って し まい、 何 と な く良 い もの が 白い 目で見 られ る傾

向が あ る。 これ は 幾 ら号 令 をか け てみ て も、 な るほ どわか った、 良い もん

だ と賛成 は す るが、 い ざ実 行 す る段 階 に な る と尻 ごみす る こ とに な りやす

い とい う面 を も って い る。 この コン ピ ュー タ とい うの は、 必 ず し も技 術 と

イ コー ル で は な いが 、 と か く一 般 職 員か らは 畏 怖 の念 を もっ て見 られ や す

い もの か も知 れ な い。 そ こ で、 作戦 を よ く考 え る必 要が あ る と思 う。作 戦 と

して は、 ま ず そ の啓 蒙 をや らな けれ ば な らな い とい う、 啓蒙 の点 が1つ 。

そ の次 に推 進 の問 題 が あ る。 推 進 をす る場 合 、 よ く様子 を 見 なが ら第1期 、

第2期 、 第3期 とい うふ うに 段階 をふ ん で い か な けれ ばな らない と考 え る。

そ の場 合 に、単 な るパ ッチだ け を広 げ て い くの で は、 目 的 の1つ だ け し

か達 成 で きな い。 バ ッチ を広 げ る と同時 に、 い まの リア ル系 を広 げ て い か

な け れば な ら ない。 そ うす るに は、 目標 を し ぼ った ほ うが 良い こ とに な る。

た と えば パ ッチ の ほ うだ と、 何 か ら何 ま でや る とい うので はな くて、 職 員

厚 生 な ら職 員 ・厚生 の シ ス テ ムだ け を や る。 そ れか ら リア ルの ほ うだ と、

何 もか もや る とい うこ とで な し に、 貨物 地 域 間急 行 な ら地 域 間 急行 だ け を

こ としは や る とい うふ うに、・最 初 の 段階 は しぼ って い くのが 良い の で は な

い か と思 っ てい る。
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昨 年度 は要 す るに 問 題 を そ の2つ に しぼ って、 とに か く着 実 に そ のバ ッ

チ と リアル の1つ1つ をつ ぶ して い った。 幾 ら 「み ど りの 窓 口」 に対 して

問題 を しぼ る必 要 が あ る とい って も、 それ は そ うだが とい うこ とで終 わ っ

て しま う。 そ うす る と、 貨 物 の ほ うでい まの よ うな横 に広 が る シス テ ム を

頭 に置 きな が ら進 めて い くと、 な るほ どそ うい うもの か、 そ れ な ら旅 客の

ほ うも そ うす る 必要 が あ るな と、 納得 す る こ とに な る。 国 鉄 の よ うな大 ぎ

い と ころで は、 ど うして も、 こ の よ うな もって行 き方 が 今 の 国鉄 で は有効

の よ うで あ る と感 じて い る。 そ ん な こ とで、 問題 を2つ に しぼ って、 とに

か く小 さい なが ら も完 成 させ て い こ うとい うこ とが、 推進 第1期 とい うふ

うに 思 って い る。 そ うす る と、 コン ピ ュー タ とい うもの に 対 して 浮 揚 力が
　た ぐも

つ く。 浮 揚 力 とい うか、 国鉄 の 中 での コン ピュー タ の 流達 ＼・ミうものが ぐ

っ と浮 き上 が る。 浮 き上 が る と、 あ とは そ うむ ず か しい こ とで は な くな る。

あ とは な るほ ど コン ピュー タは 良い もの だ とい うこ とに な って、 特 に上 層

部 の 認 識が 高 ま って く ると、 実 力の あ る職 員が大 勢 い るの で、 ず っ と横に

広 が るよ うに な ると思 う。 国 鉄 の よ うな特 殊 な と こ ろで は、42年 度一 ぱ

い は とに か く問 題 を しぼ り、 浮 揚力 を つ け て、 実物 を見 せ る とい うこ とで

や うて きたわ け であ る。 時 刻 改 正 をす る ときに は、 ど うして も列 車 が ふ え、

そ れ と同 時に 乗 務 員 もふ え、 駅 もふ え る。 そ うす る と、 そ うい う現=場の第

一 線 を ふや す 必要 が あ る。 とこ ろが、 い まの要 員は不 減不 増 を鉄 則 と して

い るの で、 ど こか らか 人 間 を浮 かせ な けれ ば な らな い。'た と えば、1万 人

程 度 の 地 方 の管理 局 で50入 の 人 間 を浮 か せ る には、 相 当 な投 資が 要 る こ

とに な る。 国 鉄 の 場 合 は、1人 当 た り800万 円か ら1.000万 円 ぐらい

費用 が かか って い る。 た と えば、 機 械 信 号 を電 気信 号 に 改 め て、 い ままで

人 が や って いた もの を ボタ ン で や るよ うにす る。 そ うす る と、 そ こで2人

い た のが1人 浮 く。 と こ ろが、 電気 信号1つ 設置 す るに は、1.000万 円、

2,000万 円 と い う単 位 の 費 用 が か か る。 そ れ を浮 いた 人 間 で割 って み る

と、1人 当 た り相 当 額 が か か る ことに な る。 国 鉄 は 固定 資産 の非 常 に 多 い
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業 種 で、 か つ 人 間 を非 常に 多 く使 う体 制 に な って い る。 と ころ が、 コン ピ

ュー タ を入 れ る場 合、1人 当た り250万 円 とい う数字 が 出 た とす る と、

この よ うな例 は今 ま でよ りも遙 か に 少 額 とい うこ とに な る。 電 話 を、 い ま

まで の電 話 交 換 手 が や って い た の を、 自動 交換 に す る場 合、 これ が1入

400万 ～500万 円 ぐらいか か り、 非 常 に わ りの い い投 資だ といわ れて

いた。 そ れ に 比 べて、 コン ピュ ー タ と い うの は、 実 際 コン ピュー タを入 れ

て、 計 算 す る と数十 人 が 浮 いて くる とい うこ とで、 だ ん だん 幹部 も理 解 す

る よ うに な って きた。 幹 部 が理 解 す ると 同時 に、 現場 の責任 者 も、 これ は

な るほ ど 良 い ものだ と い うの が わか って きは じめ た。 さ らに、 時 期的 に非

常 に幸 い した ことは、 ち ょ うどそ の ときMIS使 節 団 の訪 米 で、 非 常 に ム

ー ドが も り上 が った こ とであ る。 お かげ で時 期 も熟 し、 非 常 に浮 揚 力 がつ

い た と思 っ て い る。

(2)コ ン ピュ ー タに対 す るさ ま ざまな 認 識

そ の よ うな わけ で推進 の第1期 は終 わ った と思 ってい るが、 次 の第2期

に 入 り一 番 困 る ことは、 今 度 は コン ピュー タの持 つ 力に つ いて 正 し い理 解

が され に くい とい うこ と で ある。 コン ピュー タ を最 初 に入 れ る とき に は、

ど うも疑 心 暗 鬼 の 目で 見 られ、 ほ ん と うに で き るか とい う不 信 感 が強 か っ

た。 そ こ で、 第1期 で は とに か く立 派 に で き ろん だ とい うことを実 際に 見

せ る必要 が あ る。 そ うす る と コン ピュー タは 何 で もでき るよ うな 印 象.を与

え るこ とに な り、 実 は この点 が コ ン ピュー タ ・セ クシ ョン の悩 み の た ね で

もあ るわ け で あ る。 コン ピュー タ を過信 す る よ うに な る と、 今度 は 或 る業

務 を コン ピュ.一タに の せ て くれ と頼 み に くる。 コン ピュー タに のせ る業 務

内 容 を聞 い て み ると、 そ れ は非 常 に長 い 間 の事 務 の歴 史 もあ って、 機 構 も

非 常 に 入 り組 ん で い るの で、 一 朝 一 夕に は 出来 る もの で は ない。 そ こで一

緒 に チー ム をつ くって、 実 務 の専 門 家 と コン ピュー タの専 門家 で、 問 題 点

の検討 を しな が らすす め て い こ うと提案 し て も、 実務 部 門 は忙 が し くて 人

を 出せ な い とい うこ とに な る。 実 は 貨物 地 域間 急行 シス テ ムを最 初 に ス タ
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一 トさせ る とき、 この問題 で 悩 ん だ こ とが あ る。 つ ま り、 この仕 事 をや っ

て くれ、 大 体 聞 か な くて もわ か るだ ろ う、 コン ピュー タ部 の方 で み ん な に

で き るだ ろ うと、 最 初 は こん な こと もあつ て、 非 常 に弱 った こ とが あ る。

し か し、 多か れ 少 な かれ こ うい うこと は あ るもの と思 わ れ る。 ま た、 コ ン

ピュ ー タに よ って どの よ うな 資料 が ほ し いか 聞 い て も、 ほ しい ものが は っ

き りわ か らな い。 とに か くや って くれ と言 うだ け で、 何 をや って くれ とか、

何 の ど こ の と ころ を ど うして くれ とい う要 求 が な い。

貨物 の 地 域間 急行 が、 ち ゃん と動 くよ うに して くれ とい う。 地 域 間急行 と

い って も、 予約 も あ る し、 到着 予報、 汽 車 が いつ 着 くか とい う連 絡 の 問題

もあ る。 そ れ か ら途 中 で継 い だ り離 した りす る解 結予 報 な どい ろ い ろ あ る。

しか し、 これ らの 中 で どれ が一 番 プ ライ オ リテ ィー が高 い のか 明確 でな い。

需 要 者 側 の プ ライ オ リテ ィと、 コン ピュ ー タ部 門 側 の テ クニ ッ ク とが、 か

み あ わな い こ とが あ り、 この点 非常 に む ずか しい場 合 が あ る。 こ の辺 は 両

セ クシ ョンの 話 し あい が特 に必 要 と思 う。 相 手 側 の考 え て い る こ とを コン

ピュー タ を上 手 に動 か す とい う前 提 で、 うまい 質問 で ぴた りと引 出す 必 要

が あ る。

そ れか ら、 「何 が で き易 く」 「何 が で き に くいか」'が問題 に な るが、 こ

の 辺 の こ とが主 管 部 門 の 人 に は な か なか わ か って もら え ない。 主 管部 門 の

人に あ らか じめ コン ピュー タの 性 能 を理 解 し てお い て もら えば、 無 理 な要

求 が 出 な くな るよ うに な ると思 う。 ま た、 コン ピュー タ部 門 の 側 に して み

れば、 プ ライオ リテ ィの順 序 は 同 じな ら、 む ずか しい もの よ りも、 コ ン ピ

ュー タに のせ や す い もの か ら手 をつ け、 む ずか し い ものは一 番 あ と まわ し

にす る こ とに な る。 これ も主 管 部 門 と コ ン ピュー タ部 門 との共 通 の話 しあ

い の場 が あ って の こ とでは あ るが。 こ うい うこ とが共 通 の こと でぱ っ とわ

か る よ うに な ると、 仕 事 は非 常 に早 くす す み、 うま くい くよ うに な るので

あ るが、 この辺 の こ とが なか なか 理 解 して もら えな い。 そ こで 各主 管 部 門

の 職 員 を2～3年 でよ いか ら一 度 コン ピ ュー タ部 門 へ入 れ、 そ の の ち主 管
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部 門 ぺ もどす よ うに す る と、 この辺 の感 覚 を うま く理 解 して も らえ るよ う

に な る。 また、 話 し あい の場 合、 コ ン ピュー タ側 の ほ うでは で き るだ け わ

か りや す い こ とば を使 うよ うに して い る。 英 語 は一 切使 わ ず、 い ろ い ろな

くふ うを して わ か りや す く、 平 た い こ とば で話 す よ うに して い る。

仕事 をす す め る上 で、 コ ン ピュー タに対 す る中 途 は んぱ な 知 識 と理 解 が

一 番 困 ると思 う。 こ れは過 信 と までは い か な くて も、 大 体 お れ はわ か った

と思 い込 ん で し ま う入 が 多 い。 こ うい う人 は 勉強 す ると非 常 に熱 心 で、 み

ん な わ か った つ も りで い る。 と ころが、 内容 は 非 常 に 中途 は ん ぱ なわ けで

あ る。 要 す う に、 コン ピュー タ に よ るバ ッチ処 理 の あ る一 部 の セ ク シ ョン

の と こ ろだけ は わか って い る。 いや、 わ か って い る とい うよ りも、 覚 えて

い る とい った 方 が あ ては ま る場 合が 多 い わ け で あ る。 以 前 は、 コ ン ピュー

タ とい うの は、 奥 深 い未来 の発 展 の大 き い もの だ と思 って い た もの が、 と

に か ぐも うみ ん なわ か った と い うこと で、 今 度 は 逆 に これ をや って くれ と、

む ず か しい仕 事 を持 込 ん で くる。 この対 策 とし て は、 あ ま りよけ い な知 識

は入 れ な い よ うに し、 で き るだ け正 確 に、 実 用に 役 立 つ よ うな、 教 養 とし

て の コン ピュー タ の知 識 を 身に つ け る よ うにす る ことが大 切 と思 う。 要 す

るに、 実際 に 役 立 つ よ うな と ころ を勉 強 して もら うこ とで あ る。 自動車 の

運 転 に は、 機 械 工 学 の知 識 は 不要 で あ り、 む しろ交 通 法規 だ とか 自動 車 の

性能 に 関す る 知 識 の万 が 大 切 で ある。 これ と同 じ ことが コ ン ピュー タの場

合 に も い える と思 う。 コ ン ピュー タの場 合、;進 法 だ とか 何 とか い うのが

す ぐ出 て くる が、.それ も大 切 で は あ る と思 うが ・ む しろ勉強 の フェーズ が

違 うの では な い か と思 う。 こ こに も大 きな 問題 が あ る と思 う。

③ くたば れ コ ン ピュー タ

つ ぎに、 や や 語 弊 が あ る か も し れな いが、 「くた ば れ コ ン ピュー タ」 と

い う ことに つ い て、 一 寸 ふ れ てみ た い と思 う。

同 じ メー カー の フ ァ ミ リー ・シ リー ズ とい っ て も、 そ の プ ログ ラ ムの コ

ン バ ー ジ ョンが な か なか うま くいか ない点 が、 まず あ げ られ る。 そ れか ら
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コ ン ピュ ー タの値 段 が安 くな る と よ くい うが、 それ は コス ト ・パー フ ォー

マ ン ス、 いわ ゆ る1能 力 あた りの単 価 が安 くな る とい うこ とで あ る。 そ れ

か ら備 消 品 の値 段 が もの す ご くかか る こと も問 題 で あ る。 これ ら の点 につ

い て、 わ れわ れ の 勉 強 が 足 りな いこ と もあ ろ うが、 い ざ導 入 してみ る と、

当初 の 計画 と可 成 りの くいち が いが で き、 担 当者 に は非 常 な失 望感 を与 え

る こ とに な る。 ここ で困 る ことは、 中途 は ん ぱ な知 識 を もった もの が仕事

を頼 みに来 る場 合、 非 常 に簡 単 に考 えて来 る こ とがあ る。 そ の場 合 、機 械

の コンバ ー ジ ョン に時 間が か か る こ とを説 明 して も、 な か な か 納得 し て も

らえ ず、 機械 は安 くな るはず だ か ら、 も う1台 入 れれ ば よ い とい うよ うな

こと まで い いだ す始 末 で あ る。 そ こ で、 や は りこの辺 の実 状 を 正確 に知 っ

て もらわ な け れば な ら な い と思 っ てい る。

(4)今 日と未 来 の混 同

コン ピュー タ に関 係 す る よ うに な る と、 「今 日と未 来 の混 同」 とい うこ

とが ど うし て もお こ りが ちで ある。 な る ほど い ろい ろな こ と を機 械 は でぎ

る で あろ うが、10年 後 に で きる こと と、2年 後 に で き る こ と と、 この辺

の混 同 が ど う して も出 て くる。 い ま国 鉄 内 で は よ うや くコ ン ピュー タ 勉強

の気 風 が 出 て きて お り、 い ろ いろ な要 求 を され る よ うに な って きた。 今 後

は実 務 に 役立 つ よ うな コン ピュー タ の正 確 な 知識 を学 べ る よ うな機 会 を設

ける ことが、 コ ン ピュー タ 部 門 の 課題 とな って い る。

(5)コ ン ピュ ー タ普 及 の 方 法

そ れか ら次 に 問 題 に な る のは、 将 来 コン ピュー タ を、 国 鉄 の 中 で伸 ば し

て い く場 合 の ポイ ン トは何 か、 と い うこ とで あ るが、 これ は機 械 自体 の問

題 で は な く、 や は り、 入 の問 題 につ き る と思 う。 と こ ろが、 この こ とが な

か なか 上 層 部 に わ か っ て も らえ な い。 最 初は、 と くに わ か って も らえ な く

て困 ったわ け であ る。 そ こ で、 た とえ話 を出 して、 ア メ リカ の最優 秀 の ジ

ェ ッ ト機 を ア ラブ連合 に や った ら、 全部 落 とさ れた が、 あれ は … … … とい

うこ とで話 を展 開 して い った。 これ で大 体 わか って もら った が、 要 す る に、
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パ イ ロ ッ トの 重要 性 を強 調 した か った わ け で ある。 現在 国 鉄は、15q名

ぐらい プロ グ ラマ ーな い し、 そ れ以 上 の こと をや れ る人 を も って い る。

一 番 中 核 に な って い る のは5～6名 で は あ るが、 前 に述 べ た35年 ごろ か

ら非 常 に苦 労 して ア メ リ カへ い って、 勉 強 して きた連 中 で あ る。

(6)要 員の教 育 問題

国 鉄 で は こ うい う経 過 をた ど って、 非 常 に 上層 部 の認識 が 深 ま って きて

い る。 現 在 、 中央学 園 と い うの があ って、 高 校か ら入 ってそ れ を卒業 す る

と、 大 学 卒 業 とい うふ うに扱 う課 程 を設 け て い る。 学 園に は 非 常 に 優 秀 な

若 い人 が大体1年 間 に30～40名 ぐ らい、 非 常 に激 しい競 争 試験 を パ ス

して入 って くるが、 そ の 中 の10人 な い し15人 ぐらい を、 卒業 と同 時 に

コ ン ピュー タ ・セ クシ ョンへ 回 して いる。 この 方 法 で150名 を 養成 し、

現在 リア ル の プ ログラ ム を書け る職 員 が100名 ぐらい い る。'こ れ を46

年 までに2,500ぐ ら い に しな くて は な らない わ け であ る。 ざ っ と長 期 計

画 をつ くっ て み て も、2,500ぐ ら い は ど う して も必要 で あ る。 地 方局 で

は 現場 の 若 い人 で非 常 に優 秀 な人 が いる の で、 この 人 たち を どん どん この

セ クシ ョンに 入 れ て、 養成 す る よ うに して い る。 この人 た ちが実 は人 材 の

宝 庫 だ と、 私 個 人 で は 思 って い る。 コ ン .ピュ一 夕の でき る若 い人 とい うの

は、 これ か ら のわ が社 の二 番 中 枢的 な 力 に な り得 る人材 だ と思 って い る。

現在 地 方 局 に入 って い る コン ピュー タは、 ほ とん ど経理 局 経理 部 の 所 属 に

な って い る。 そ この部 門 の人 々を見 る と、 地 方 は地 方な りに 非 常 に優 秀 な

人 を集 め て い る。 分析 力は あ る し、 想像 力 もあ る。 この 人 た ち を、 とに か

く地 方 で は経 理 部 か ら外へ 出 さな い で、 プ ログラ マー を2年 や ら して、 そ

れか ら経 理 部 で使 うこ とをす す め て い る。 主 計 で も会計 で も実 務 をや ら し

て、 また プ ログ ラ マー の と ころに も う1回 入 れ る。 そ うい うや り方 を ひ と

つ し て い こ うと い う こ とに な って い る。 そ れ とは別 に、 コ ン ピュー タ を一

般 の人 た ち に普 及 させ な け れば なら な い問 題 が あ る。 現 在 の人 も、 で ぎる

だ け プ ロ グラ ム能 力 を 身 につ けな け れ ば な らな い とい うこと で、 学 園 に教
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育 用 の コン ピュー タ を2台 入 れ て(10月 に入 る予 定)本 格 的 に 始 め る予

定 で い る。 なぜ2台 い れ るか と い うと、 い ろ い ろな機 械 が 現 在入 って い る

の で、 なか なか 現 状 で は1機 種 で は 間 に合 わ な い た め であ る。 そ して、 こ

こで 先生 の また そ の先 生 をつ くると い う方 式 を と って い る。 この 万 法 で先

生 の先 生 を まずつ くって、 これ を9つ あ る地 方 の学 園 にば ら ま く。 そ して

地 方 の学 園に そ の ときに機 械 を1'台 ず つ入 れ て い って、 そ こで コン ピュー

タ要 員 を大 巾に ふ やす とい うや り万 を と りた い と思 ってい る。 そ れ か ら、

そ の ほか に、 外部 の教 育機 関 の利 用 とし て は 日本事 務 能 率協 会 の通 信 教 育

を希 望者 に うけ させ て い る。 これ は 国 鉄 で教 育 費 を 出 し てい る。 た だ し、

条 件 とし ては、 全部 パ スす れ ば教 育 費 は値 入 で出 さ な くて よ い こ とに な っ

て い る。 た だ し、 国鉄 は 立 て か え払 い で あ るの で、 パ ス し ない と きに は 自

分 で 払 え と い う条 件に な っ てい る。 リアル タイ ムを か け る よ うな 中核 的 な

プロ グラ マーは 専 門職 で あ る ので別 に し て、 そ れ 以外 の 職 員には、2つ の

系 が あ る。 リアル系 の もの とバ ッチ系 の もの とが あ って、 パ ッチ系 の ほ う

はむ しろ そ こヘ プ ログ ラマー と して長 く置 い て は おか な い。 早 く管理 部 へ

あげ て 中 枢部 に つ か す か、 そ こへ つ っ込 む とい うや り方 を し た い と思 って

い る。 そ こ で、 そ うい う人 た ち に は、 よけ いな こ とは や らな くて もよ い と

い う ことに して あ る。 国鉄 で は、 パ ッチの ほ うは コボル を使 って い る。 し

か し、 コボ ル と一 口に い って も、 メー カー に よ っ て い ろい ろ な相 違が あ る

の で、 コボ ル の国 鉄版 と い うや つ をつ くって、 そ れ でや って い る。 要 す る ・

に、 プ ログ ラム を一 発 で 通 す と ころ までに 早 くな って くれ、 そ うなれ ば あ

と の よけ い な 勉 強 は しな くて も よい、 とい うや り方 で や って いる。

今 後 プ ロ グ ラ マー とか、 プラ ンナ ー の需要 は ま すま す高 まる と思 うの で、

ほ か の企 業 や ほ か の部 門へ ひ き抜 か れ る心 配 も出て き て い る。 その た めに

プ ロ グ ラマー と い うこ とよ りも、 む し ろそ うい う分 析 力、 解 析 力、 想 像 力

に 目をつ け て、 これ を1つ の登 竜 門 に した らよ い の では な いか と思 って い

る。 た だ し、 リア ル系 の 専 門職 の方 は、 優遇 策 を これ か ら考 え てい こ うと
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思 ってい る。

この間 貨物 の地 域 間 急行 と い うの を始 め た が、9ヵ 月で こ の シ ス テ ムを

組 み あげ る こ とが で きた。 担 当 者 は ほ ん と うに生 き死に の思 い だ った と思

うが、 これ を 通 じて得 た 自信 は、 何物 に もか えがた い貴 重 な もので あ ろ う。

いず れに して も、 専 門 職 の 優 遇策 は、 考 えて いか な け れば な ら な い と思 っ

て い る。

⑦ エラー 処理 に つい て

次 に エ ラー処 理 の問 題 に入 りた い と思 う。 この エ ラー処 理 とい うこ とが

な か なか わ か って もら え な い。 エ ラー処 理 に は ど うい う型 が あ っ て、 そ れ

を ど うい うふ うに す る の が 常 識 で あ る のか とい うよ うな こ とが まだ 固 ま っ

て いな い。・ア メ リカな ど で 出 さ れ てい る 文献 等 を 参考 に して い る が、 な か

な か 各企 業 で の要求 期 限 とか、 経 済 性 に制 約 が あ って、 現 実 に と りい れ る

こ とは む ずか しい。 この辺 の 勉 強は一 層大 切に な る と思 って い る。 要 す る

に、 こ うい うこ と も含 め て、 これ か らは コン ピュー タに対 す る 正 しい理 解

認 識が一 番 大 切 だ と思 って い る。

(8)MISと 北 極 星

つ ぎに 「MISと 北 極 星」 と い う問題 に ふれ てみ た い と思 う。 国 鉄 では

MISを あ ま り意 識し な い よ うに して い る。 あ ま りMISと い う こ とを 言

うと、 反 発 を か うおそ れ が あ る。 これ も過 信 論者 に は効 果 が あ る が、 だん

だ ん わか って きた人 たち に は、 それ は そ ん な簡単 にで きる の か とす ぐ反 撃

を く う。 そ こ で、MISと い うの は北 極星 の よ うな もの で、 南十 字星 じゃ

な い、 北 に走 れ ば よい と い う方向 づ け をあ ら わ して い るに す ぎな い と思 っ

てい る。 要 す る に、 着 実 に長 期 間 じ っと地 味 にや って い って、 振 り返 って

み れ ば、 これがMISだ った か とい うよ うな もの で は な いか と思 って い る。

(9)要 員 の 資格 制 度 に つ い て

つ ぎに、 国鉄 の 内部 の問題 で はな く、 外 部 の問題 に ふれ てみ た い と思 う。

い ま通産 省 等 で、 「級 」 制 度 をつ くる とい う話が ち らほ ら出 て い る。 これ
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は ど うい う趣 旨か わか らな い が、 お そ ら く非常 に一 般 的 な意 味 で格 づ け を

し、 ち ょ うど い ま の公 認 会 計 士の 制度 とい うもの が、 い ろい ろ あ あい う国

家的 な 資格 制 度 に ょ って非 常 に 伸び て きた し、 一 般 に も会 計知 識 が 広 が っ

た と い うこと等 か ら考 えつ い た こ とだ と思 う。 これ は、 お そ ら くユー ザー

の 方か らす る と、 一 体 何 を 目的 で、 何 を基 準 に して 「級 」 をつ け るのか と

い う気 持が 強 い と思 う。 各 会社 には、 そ れぞ れ 独 自の システ ム が あ り、 独

自の ニ ュア ン ス が あ る。 これ ら の共 通 事 項 を抜 き 出 し て、 勉 強 させ る こ と

は よ い と思 うが、 そ れ を ど うや って テ ス トす る のか。 また、 テ ス トを や っ

て どれだ け の意 味 がほ ん と うにあ るの か とい うよ うな ことを、 私 個 人 とし

ては 非 常 に危 惧 してい る わけ であ る。 とい うの は、 そ うい う制度 が で き る

と、 官 庁 系 に は み んな そ うい う ものが い な けれ ば いけ な い とい って、 こぞ

っ て そ うい う もの を勉強 せ ざる を得 な い。 そ うす る と、 コ ン ピュー タ の発

展 が お くれ る お そ れ があ る。 そん な こ とよ り も、 とに か く一 般 企業 で は早

く前進 させ た い とい うこ とで精 一 ぱい で あ る の で、 か りに そ うい う制 度 を

つ くる こ とは悪 い こと で は ない とし て も、 一 体 そ れ を ど うい う審議 会 でつ

くる のか は っ き りし な い。 これ には 絶 対 に ユー ザ ー を入 れ て もらわ な い と

困 る。 メー カー と先 生 だけ でつ く った審 議会 とい うの は困 る とい うことで

あ る。 要 す る に、 企業 の 実 務 に くわ し くな い レベ ル の方 が 中 心に な って、

こ うい うきわ め て わ れわ れに とって 生 き死 に の 問題 を審議 す る こ とに 疑問

を感 じてい る わ け で あ る。 とに か く、 早 くこれ を普 及 させ な け れ ばな らな

い とい うときに、 責 任 あ る発 言 を して もらい た い もの だ と思 っ てい る。

「級」 制 度 は決 して悪 くない と思 って いる が、 ユー ザ ー の話 を充 分 聞 い て

も らわな い と、 非 常 に 困 る こ とに なる と思 う。

⑩ デー タ通 信 と機 密問 題

そ れか ら 「デ ー タ通 信 と機 密 問題」 に入 りた い と思 う。

例 の デー タ通 信 とい うのが、 最 近 非 常 に話 題 に の ぼ って い るが、 一 体機

密 関係 が ど うな る のか、 この辺 の問 題 が あ る。 私 個 人 と して は、 電 電 公 社
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とで き るだけ 手 を握 って、 早 く前 に ふ れ た よ うな レン タ カー な んか の予 約'

の ケー ス まで と りい れ た い と思 っ てい る。 技 術 力 の点 では、'いつ で もや れ

る とい う 自信 は も って い る。 そ うい うよ うな機 密 問題 とか、 そ れか ら特 に

機 密 問題 に か らん で、 これ を一 体 これ か らど う長 期 計 画 の関 連 で考 えた ら

よい のか、 この 辺 に も問 題 が あ る。

(11)将 来 の 方 向

最 後 に、 国 鉄 自体 の問題 と して、 これか ら コン ピュー タが一 体何 台要 る

か と い うこと であ るが、 おそ ら くい まの ペー スで い くと、 地 方 管 理 局 で も

1台 で ぱ 間 に合 わ な くな る だ ろ5。2台 だ、3台 だ とい うと ころ もだん だ

ん 出て ぎて い る。 そ れ で、1月 い ま500時 間 ぐらい使 っ てい る のが・ こ

れ を600時 間 まで 上げ よ うと い5話 も 出て い る。 一 般 に オ フ ィス とい う

の は非 常 に 土地 の高 い と ころ に あ り、 そ こへ2台 も、3台 も コン ピュー タ

を置 い て お くとい うのは 非 常 に 不経 済 だ と思 って い る。 そ れ で、 や は り外

注 す る とい うか、 委 託 す る とい うか、 そ うい うこ とを本格 的 に 考 えな け れ

ば な らな い時 期 に来 て い ゑ と思 っ て いる。

おか げ で 国鉄 は よ うや く眠 りか ら さめ て、 だ んだ ん本 格的 に動 こ うとす

る と ころ で ある。 私 は、 コ ン ピュー タを社 内 で普 及 さ せて い く立 場 か らい

ろ い ろ感 じた こと、 あ ろ いは今 後 の 問題 点 を と りあげ た次 第 で あ る。

,

■
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1.ま え が き

国 鉄 は経 営 上 の長 期 安 定経 営 を得 るた めに、 ど うして もコン ピュー タの 力

をか りなけ れ ば な らな い 状 況 に ある。 そ の ため には、 国鉄 の 中に コ ン ピュー

タ を普 及 させ 、 正 しい 認 識 の基 盤 の 上 に立 っ て、 よ り多 くの コン ピュー タ要

員 を養 成 し、 国 鉄全 体 の コ ン ピュ ー タ ・シ ステ ムをつ く っ て い く こ どが大

切 で あ る。 これは 容 易 な らざ る大 事 業 で あ り、 今 後、 い ろい ろ な シス テ ムが

で き る と とと思 うが そ の 中 で、 販 売 、 営 業 とい う面で、 旅 客 と貨 物 とい うも

の が ひ とつの 大 きな柱 に な る で あろ うとい う意 味 で、 この貨 物 情報 シス テ ム

を始 めたわ け で ある。大 体 国 鉄の 商 売 とい うの は、 旅 客 と貨 物 を運 ぶ とい う

のが 商 売 で あ るの で、 旅 客 営 業 とい うか、 旅 客 の 輸送 とい う もの を販 売 す る

シ ス テ ム、 貨物 の 輸 送 とい うもの を販 売 す る シス テ ム、 そ れか らそ れ を 引 き

受け約束 を果 たす ために輸送 力 とい うものを生産するシステム 運 転 とい

っ て い るが 一 の3つ が、 国 鉄 の3本 の 柱 だ と思 う。 そ れか ら、 そ うい うこ

とを実 現 す るた め には 、 当 然 線路 と車 が 必要 で あ り、 線路 と車 を いつ で も使

え る よ うに して お くため の 設 備 管理 の シ ス テ ム、 車 両管 理 の シ ス テ ム、 そ れ

か らそ のほ か に い わ ゆる人 、 物 、 金 の 管理 とい うの が縦 横 に組 み 合 わ され て ・

ある シス テ ム'か らあ るシ ス テ ムへ 非 常 に 複雑 な 関連 を もって デ ー タが や り と

りさ れ て、 運 営 さ れ る とい うの が 将 来 の 姿 で は な いか と思 う。 この 中 で、 貨

物 とい うもの は 非 常 に 大 きな 面 を もって い る。 そ れか ら貨 物 の 輸送 には 足 が

ない の で、 旅客 の よ うに 乗 りか え をす る こ とが で きない。 ま た 乗 客 は大 体 行

け ば 同 じとこ ろへ 帰 っ て くる けれ ど も、 貨 物 は い きっぱ な しで あ る とい うよ

うな特 色 が あっ て、 生 産、 販 売 面 を い か に総 合 化 して い くか とい うこ とが一

番 大 きな むず か し い問 題 とな っ て い る。 しか し・ これに は非 常 にい ろい ろ な

ア プ ロー チの しか た が あ る と思 うが、 国 鉄 で は1つ の ア プロー チの 方法 とし

て、 現 在 や っ てい る地 域 間 急 行 シス テ ム とい うもの か らア プ ロー チ を し た。

これ には そ れ な りの 理 由が あ るが 、・そ の 点 は 後 で触 れ た い と思 っ て い る。

一35-一



2.地 域 間 急 行 シ ス テ ムの概 要

地 域 間 急 行 とい うのは ど うい うい きさつ で生 ま れ、 一 体 ど うい うもの な の

か をつ ぎに 説 明 した い と思 う。 国 鉄 の貨 物 シス テ ムー 貨 物 の 輸 送 とい うも

の は 非 常 に 長 い 歴 史 を もっ てお り、 そ の 長い 歴 史 の なか で だん だ ん大 き くな

って きた。 あるA駅 か らB駅 へ貨 車 が動 くと、 そ うい うもの が だん だん 集 ま

って きて 、 ち ょ う ど山 の 中 の谷 川 か らち ょろ ち ょろ 水 が流 れて きて、 だん だ

ん 大 きな 川に な って 流 れて い くの と同 じよ うに、 だん だ ん集 ま って くる貨 車

を ど こか へた め て、 そ れ をひ とつ の 輸 送 力 の単 位 一 大体 機 関車 が 引 っぱ ら

れ る のは 平 均1,200ト ンー に ま とめて 動 かす とい うの が一 番能 率 が よい わ

け で あ る。 国鉄 が従 来 か らとっ て い る貨 物 輸 送 の 考 え 方は 、 電気 通 信 でい う

い わ ゆ る待 時 式の 通 信 とい う よ うな考 え 方 で、 ある 方 向へ い く貨車 が一定 量

た ま る まで操 車 場 、(ヤ ー ドと もい う)へ た め て お い て、 引 っ ぱ って い く と

い う、 い うな らば非 常 に能 率 本位 の輸 送 を考 えて い た 。 これは 現在 で も国 鉄

の貨 物 輸 送 の主 流 をな して い る が、 最 近 に な っ て、 詳 し くは36年 か ら、 国

鉄の 貨 物 の伸 びが 頭 打 ちの傾 向 を示 して きて い る。 日本全 体の 輸 送 は 伸 びて

い る の で、 いわ ゆ る 日本全 体 の貨 物 輸送 に対 す る国 鉄 の シェ アが 、36年 を

ピー クに して 総 体 的 に低下 を し て い るわ け で あ る。 この原 因は 何 か とい うと、

貨車 が 必要 な ときに す ぐ手 に 入 らない とか 、 貨車 は 手 に 入 て も 自分 の 思 うよ

うな形 の 貨 車 が 手 に入 らな い とか、 ある いは たま るま で ヤ ー ドに ま とめて お

くの で 、 い つ着 くかわ か らない 。大 体 この 日に 着 きそ うだ とい うの は予 測 で

きるが 、 何 時 に 着 くか とい うこ とは よ くわ か らない 。 ま た・ ヤー ドへ一 た ん

入 れ る と、 平 均8時 間滞 留 す る の で、発 駅 か ら着 駅 までの 平 均 時速 は10キ

ロ とな っ て い る。 とい う よ うに、 あま りに もお そ い とい うこ と、 あるい は駅

か ら駅 の 間 は うま く輸送 が で きた として も、 そ れ か ら先 の 荷 主 の 戸 口までへ

は 、 一 貫 輸 送 の体 系 に な って い な い 。 い ろい ろ な原 因 に よっ て トラ ック、 船

に貨 物 が 流れ てい くとい うのが 、36年 以来 わ れ わ れが 悩 み に悩 ん で きた 問
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題 で あ る。

そ こで、 最近 の 国 鉄 の考 え 方 として、 従 来 の集 結 輸送 とい う能率 本 位 の 考

え 方 を あ らため て、 荷 主 の 身 に なっ て 考 え な くて は い け な い とい う時 期 に さ

しか か っ た わ け で あ る。 そ れ に は ど うした らよい か 。 まず 考 え られ る こ とは 、

ヤー ドへ 入 れ て お く1つ の 列車 単 位 を50両 な ら50両 に な る まで待 って い

な くて も、 全 体 の 貨 物 の 流 れ をな が めて い て、1駅 か ら出て1駅 へ い くの に

40両 とか50両 とか1日 単 位 で た ま る貨 物 は な い かに 目を つ け る。 い わ ゆ

る1駅 発1駅 着 の貨 物 で あ る。 た とえ ば秋 に な る と、 宮 城 県 の 女 川 港か らサ

ン マ列 車 が 東京 市 場 へ、 毎 日2本 か3本 人 って くる。 この冷 蔵 庫 を50両 つ

ない で、 朝 積 ん で 途 中 ど こへ も とま らず に東 京 市 場へ 次の 日の朝着 くとい う

よ うな輸送 は、 昔 か らあっ た わけ で あ る。 こ うい う よ うな形 の輸 送 は、 全 体

の 輸 送 の、 ほ ぼ2割 ぐ らい とな って い る。 と とろ が、 この2割 を も う少 しふ

や せ な い か と い う こ とで 、 考 えkの が、 い わ ゆ る1駅 発1駅 着 以 外 に・1駅

発 散駅 着 とい う考 え 方 で あ る。 ある いは 数駅 発 数 駅 着 又 は1駅 着 とい う考 え

で、 こ うい うよ うな 貨物 の 流 れ とい うもの は探 せ ば相 当 あるわ け で あ る。 た

とえ ば沼津 か らス ター トして、 門司 へ 行 く貨車 の 場合 、 ま ず 吉 原 へ とまって

清 水 、 東静 岡、 刈 谷へ とま っ て、 そ こか ら先 は 広 島ま で通 過 して、 最 後 は 下

関 な り門 司 な りで終 点 に な る よ うなス タ イルの 貨 物 列 車 を 走 らせ た らど うだ

ろ うか とい うこ と で あ る。 実 は、 この 発 想 が、 この 地 域 間急 行 貨物 列車 とい

うこ とで あ る。 そ うす る と、 こ うい う1駅 発1駅 着以 外 に も、 相当 そ うい う

貨 物 の動 きが あ る こ とがわ か って お り、 現在 こ うい う列 車 が1日 に 数 十本 動

い て い る。 そ し て、 こ としの10月 の ダ イ ヤ改 正 で、 これ が180本 に な る予

定 で ある。

さて、 こ うい う列 車 をつ くった ときに何 が 問 題 に な るか とい うと、 まず 、

列 車 に は 関 が原 の 山 の とこ ろは最 大800ト ン とい うよ うに牽 引 の 制 限 が あ る

こ と と、停 車 時 間 内 で何 両 を連結 で き、 何 両 を解 放 で きるか とい う解 結 の 能

力 に も制 限 が あ る と い うこ とで ある。 そ の ほ か に・ 各 駅 に は 多数 の 引込 み 歩
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が分 か れ て お り、 この線 路 の 長 さ(有 効 長 とい う)以 上 に 長 い列 車 をつ な ぐ

こ とは で きない 。 た とえ1,000ト ン以 下 で あって も、線 路 の有 効 長 の 面 か ら

の制 限 を うけ る の で ある。 この よ うない ろ い ろ な制 限 の 中 で、 荷 主 か ら申 し

込 み を 受 け る と、 そ れ が この制 限に ひっ か か る か ひっ か か らない か とい うこ

とを確 か めて、 そ の 連結 は よろ し い、 ある いは 制 限 に ひ っ かか る の で、 これ

は この 列 車 にはつなげ ない とい うよ うな判 断 を だれ か が し なけ れ ば この数 駅 発

とい う列 車 は 実 際 に は輸 送 不 可 能 に な る わけ で あ る。そ こで、 この 列車 が5、

6本 な ら、 台 帳 さ え正 確 に保 持 して おけ ば、 電 話 と人 手 で もって 管 理 す る こ

とが で きるわ け で、 実は こ とし の4月 ま では 、 この 方法 で やっ て い た 。 と こ

ろが、 こ としの10月 か らの よ うに、100本 以 上 に もな る とい うこ とに な

る と、 もは や人 手 でや る とい うこ とは 不可 能 で あ る。 ど うして も人 手 でや ら

せ よ うと思 え ば各 駅 に 何 日は 何 両 だ と割 りあて て お いて 、 そ の範 囲 内 で各 駅

で 受 けつ け る とい うこ とをや る しか 方法 は ない わ け で あ る。 この 場 合、 コン

ス タン トに うま く 申込 み が あれ ば問題 は ない が 、 ち ょっ とし た ミスで 二重 発

売 が起 きて 混 乱 し た り、 申込 み が少 な くて 、 が らあ きの ま ま 出発 す る とい う

事 態 も起 こ りか ね ない 。 そ こで 、 こ うい う受付業 務 とい うもの をま ず コ ン ピ

ュー タに入 れ て、 一 元 的 に 判 断 を させ る こ とが で きな い だ ろ うか とい うのが 、

実 は この 地域 間急 行 シ ス テ ム の発 想 の きっ か け で ある。

'
オ

'

3.地 域 間 急 行 シス テ ムの機 能
'

地域 間急 行 シス テ ム とい うの は、 現在 ど うい うか っ こ うで シス テ ム が構 成

され て い るか とい うと、 図2.1の よ うに な っ てい る。各 駅 の 貨物 の営 業 を担

当 して い る貨 物 掛 の と ころ に、 この シ ス テ ムの 端末機 が お い て ある。 そ して、

個 月何 日の何 列車 に 、 ど うい う荷 物 を何 車 つ な ぎたい とい う こ とを コン ピュ

ー タに 向か って 申 し込 む と、 コン ピュー タは い ろ い ろな 受 付 条 件 をチ ェ ック

して、 受 付可 能 で あ るか で うか を判 断 し、 可 能 な ら「OK」 とい う返 事 を 出
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す。 だ め な らば、 ど うい う理 由 でだ め で ある か とい う返 事 を 出す 。 つ ぎに 、

コン ピュー タは 連 結 可 否 の判 断 を し、 そ の結 果 の返 事 をす る。 そ して、 受 付

フ ァイ ル とい う もの を設 け 受付 け た とい う事 実 を、 そ れ に 登録 して お く。 そ

うす る と、 受 付 け た もの はず っ と台帳 に 残 って い るの で、 必要 な ときにそ の

台帳 を ひっ ぱ り出せ ば、 次 の列 車 は ど うい うか っ こ うで、 どこ行 きの貨 車 が

何 両 ぐ らい つ なが っ て い る か、 ま だ どの く らい余 裕 が あ るか とい うこ と も、

この シ ス テ ムか らわ か る わ け で あ る。 た とえ ば、 どこの駅 で は何 両 つ なが っ

て、 何 両解 放 す るか とい うよ うな 解結 状 況 表 も、 コ ン ピュー タに問 い合 わ せ

れ ば で きるわ け で あ る。 そ うす る と、 列 車 が入 っ て くる前 に、 た とえ ば広 島

の駅 で は 、 この 次 の 列車 は うちの駅 では 何 両解 放 す れ ば よい か とい うこ とが

わ か り、 入 換 の計 画 を前 もって 立 ててお くことが できる。 そ の 結果 ・ 側 線 を あ

け て待 って い る とい うことに な り、 輸 送計 画 の樹 立 に も非 常 に役 立 つ こ とに

な る。 た だ、 こ こで 断わ っ て お か なけ れ ば な らな い こ とは、 この受 付 フ ァイ

ル とい うの は荷 主か らの 申 し込 み を受 付 け た とい うこ との記 録 で あって、 実

際 貨車 が連 結 さ れ て い るか ど うか とい う保 証 に は な らな いの で あ る。受 付け

た もの が 必 ず し も連 結 作 業 が行 な われ る とい う保 証 の な い と ころ に、 現行 の

シ ス テ ムの1つ の大 きな 問題 点 が ある。

膓

4.申 込 み の 方 法

受付 の し かた を も う少 し詳 し く説 明す る と、 申 し込 み 受 付 に3つ の プ ラィ

オ リテ ィー を もたせ る よ うに して お り、 一 般 の 申 し込み と、 定 期 の 申 し込 み

と、 そ れ か ら特 定 の 申 し込 み とい うよ うにわ け て い る。 これは、 ど うして こ

うい うこ と を した か とい う と、 特 定の 申 し込 み とい うの は、 必 ず その 列 車 に

コ ンス タン トに つ いて い る もの 、 た とえ ば一 番 うし ろにあ る車 掌 車 とい う も

のが ある。 これ は 緊 急 の と きに 途 中で とま っ た りす る と き列 車の 防護 をす る

とい うこ とで 車 掌 をの せ るた めに つ ない でい る の で あるが そ の他 に、 定型 運
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輸 とい って、 ある駅 か らある駅 へ 必ず 荷物 が1日1車 あ る とい う場 合 も、 フ

ァイル の 中で 先 ど りして い る 。1週 間前 か ら受 付 を 開始 す る前 に、 先 に とっ

て しま うことは、 中央 の コ ン ピュー タ室 で これ を行 な って い る。 そ して この

残 りに 対 して、 これ を定 期 申込 み と一 般 申込 み との2つ に 分 け て い る。 定 期

申込 み に は 定期 ワ ク とい う もの を設 け て い る。 定期 的 に 、2両 な り3両 な リ

カSA駅 か らB駅 へ 行 く もの に対 して は、 定 期 の ワクの 中 に 確保 して お くこ

とが で きる よ うに な っ てい る。 各 駅 に はそ れ ぞ れ お得 意 会社(た とえ ばA社 、

B社 、C社)が あ り、 どれ か の会 社 か ら貨 物 が 出 る可 能 性 が ある 。 た とえ ば

ある駅 で、 毎 日10両 必 ず 出る場 合Aの 会社 が3両 でvBの 会 社 が5両 で、

あ とが2両 とい うふ うに きま っ て い るわ け で は な くて、 合 計 す る と10両 に

な る とい うこ とで あ る。ABCの 組み 合 わ せば 毎 日か わ る こ と もあ りうるの

で、 この よ うな場 合、 ひ とまず 定 期 の10両 分 を確 保 し て お け る よ うな ワク

を設 け て お き、 こ れ を定 期 ワク と称 して い る。そ して定 期 申 し込 み は、 この

ワクの 中か ら順 次 とって い く。そ れ か ら、 そ の ほか の 顧 客 に 対 して は、 一 般

申し込 み と して やは りこの ワクの 中か らとって い く。 そ こで、 す ぐ気 づ くと

思 うが 、 定期 ワ ク とい うの は絶 対 とい う保 証 は な いわけ で 、 必 ず 余 りが 出 る

わ けで ある。 そ の 余 りを有 効 に使 わ ない手 は ない の で、0時 ち ょっ と過 ぎた

とこ ろ で 出 る列車 に つ い て は 前 々 日の 夕方、 そ の他 の 列 車 に つ いて は 前 日め

夕方、 この ワク を消 して し ま っ てい る。 そ して そ の 余 りを全 部 一 括 して だれ

に で も売 れ る状 態 に して お く操 作 を、 申 し込み の 受 付 につ いて は 考 え てい る。

そ れ か ら、 申し込 み の 受 付 けが で きるか らには 、 当 然、 取 り消 し もで きなけ

れ ば な らな い し、 さ らに 、 申 し込 ん だけ れ どもち ょっ と中 身 の 荷物 が か わ っ

た とか 、 画 数 を も う1両 ふ や した い とい うよ うな場合 に も、 内 容変 更 が ある

範 囲 内で で きな けれ ばな らない。地 域 間急 行 シ ステ ム では 申 し込 み に 関 して、

以 上 の よ うな 機 能が 果 た ぜ る よ うに設 計 され て い る。

つ ぎ に、 申 し込 み は どの よ うに して やる のか とい うと、 図2.2に そ の 方法

が 出て い る。 貨物 掛 入 力 とい うのは 、 普通 の テ レ プ リン ター で あ るの で、 全
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(あ なた の入 力は この通 りです。)
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部 数 字 だけ を使 っ て い る。 コー ドを覚 え る のは た い へ ん だが、 操作 は 簡単 に

で きる よ うに な っ てい る。 一 番上 に操 作 コー ド41と あ るのは 一般 申 し込 み

の 意 味 で あ る。 そ の つ ぎに、01、02、03、04、05… … とず っ と あ

るが、01は 発 駅、02は 着駅 、03は 荷 主、 とい う よ うな ぐあい に な っ て

い る。 コン ピュー タか ら必 要入 力 を全 部 打 ち終 わ る と、 い ま 申し込 んだ 内容

は、 一 般 申 し込 み で、 清 水 港 か ら戸 畑 へ い くとい うよ うな 翻訳 を して、 い ま

申し込 ん だの は確 か に こ うい う内 容 で 間違 い ない か とい う照 会 電文 が コン ピ

ュー タか らア ウ ト ・プ ッ トされ る。最 後 に 円 マー ク(¥)と クエ ス チ ョン マ

ー ク(?)が 印字 され る が、 これ は イエ スか ノー か とい うこ とで ある。 これ

を貨 物掛 が 目で確 認 して 、 よか っ た らイエ ス と入 れ てや る と、 コ ン ピュー タ

が あい てい れ ば、 「いま の 受 付 け はOK、3001番 で受 け 付 け た。12月

28日09時01分 」 とい う返 事 が返 って くる。処 理 番 号 とい うの は、 機 械

が ダ ウ ン した と きの対 策 の た め につ い て い る もの で、 この 端 末 に つい て の 一

連 番号 です この(001)と い うのは 申し込 み が行 なわ れ た 端末 につ い て の

一連 番 号 とい う ことで あ る。 この よ うな メ ッ セー ジ が でて、 荷 主 にす ぐ返 事

が で きる とい う ことに な って い る。 これ は 、一 般 の テ レ プ リン ター を使 っ た

た めに 端 末 の 費 用は 非 常 に 安 くすん だわ け で ある が、 これ に は パ リテ ィ ・チ

ェ ック機構 が つ い て い な いの で、 折 り返 し チ ェ ッ クを や らして い るわ け で あ

る。 お もな機能 は以 上 の 通 りで あ るが、 そ の ほか に、 前述 した よ うに 受付 け

た 内容 を全 部 受 付 フ ァイ ルに しま っ て お く必要 か ら、 受 付 状 況 表 とい う もの

が取 り出せ る よ うに な っ て い る。 この 受付 状況 表 とい うの は 、 何の ため に取

り出すか とい う と、 貨 車 の管 理 をす る た めに 必要 で ある か らで ある。 い ま ま

では 管理 局 の配 車 指 令 が この荷 主 に は この貨 車 を使 い、 ほ か で あい た もの を

どこへ 回 せ とい うよ うな 指 示 を して い た。 ところ で そ の配 車 指令 が、 地 域 間

急 行 の 場合 は 、 定 期 申込の 貨 車 を優 先 的 に割 り当 て な けれ ば な らな いの で ど

ん な貨 車 をほ し が って い る の か とい う受付 状 況 を早 く知 る必 要 が あ る。配 車

指 令 をだ す た めに、 何 列 車 の受 付 状 況 を ほ しい とい う リクエ ス トを出す と、
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中央 か らきまっ た フォー マ ッ トで、 ワムが 何 両 で、 ワキが何 両 だ とい うよ う

に車 種 別 に受 付 状況 表 がで て くる よ うに 在 っ て い る。 この 受 付状 況 表 が必要

の 都 度 プ リン トア ウ トされ る とい うこ とは、 配 車計 画 を立 て る の に大 い に役

立 つ わ け で あ る。 そ れ か らも う1つ 、受 付状 況 表 の ほか に解 結 予報 とい うか、

解 結 通 知 とい うもの を先 の 駅 に 出す。駅 で は この次入 っ て くる列 車 は、 自分

の と こ ろでは 何 両 連結 さ せ て 、何 両解放 さ せ る か、 あ るい は 定員 定数 に対 し

て どれ だ け余 っ て い るか とい うよ うな こと を知 るた め に、 駅 か ら リクエス ト

を 出す と、 中央 か ら一 定 の 約 束 と順 序 に 従 っ て編 集 さ れ て 出て くる。 そ うす

る と、 最 後の 計 画 を前 もっ て 立 て られ る と同 時に 、 連 結 余 力 が ど こまで の間

で どれ だ け あ るか と い うこ とが入 って い るので 、 そ れ を見 て、 た ま たま 地域

間急 行以 外 の 貨 車 で、 そ こま で 行 く貨 車 がそ の 駅 に あ れ ば、 そ の 余 力でつ な

げ る とい うことに な るわ け で あ る。 貨 物 の 横 の とこ ろに 車標 とい うの が つ い

て い て、 行 き先 が 書 い て あるが、 車 標 に 斜 め に グ リー ンの 線 が入 っ てい るの

が この地急 貨 車 で あ る。 地 急 貨 車 に何%か の余 力 が 残 って い る ときにはそ れ

以 外 の 貨車 をつ ない で先 ま で送 る とい うこ とが で きる よ うに 考 え て い る。 将

来 は これ も、 端 末 機 が もっ と どん どんふ えて い け ば、 現 地 の 構 内で 申し込ん

で処 理 す る とい うふ うに もって い きたい と思 っ て い る。

「

も

5.地 域間急行 システム設計の基 本理念

外 国 の 貨物 シ ス テ ム とい うの は、 われ われ が ア プ ロー チ したの とは全 然違

うア プ ロー チの 方法 を とっ てい る。 国 鉄 で も、 い ま ま で 長 年 貨物 シ ス テム の

研 究 を して きた が、 い まま で の研 究の歩 み 方 とい うの は 、 地域 間 急行 シ ステ

ムの ア プ ロー チ とは 別 の ア プロー チ を考 え て い た。 とい うのは、 ど うい うこ

とか とい うと、 貨 物 の 輸 送 とい うの は、 貨 車 を つ か ま え る とい うの が非 常 に

むず か しいわ け で あ る。 貨 車 は全 国 を流 れ て 動 い て い る の で、 一 体 何番 の 貨

車 は い ま どこにい て、 ど うい う状 態 なのか 、 顧 客 の 荷 物 を積 ん で西 へ 走 って

二44一

'



じ

、

いるのか、空車 で 北 へ 走 って い る のか とい うこ とが、 一元 的 に つ か む こ とが で

きな い。 現在 ど うや っ てい るか とい う と、 ある 時間 の 断面 を とっ て、 た とえ

ば朝 の6時 な ら6時 とい う断 面 を とっ て、6時 に 各 駅 の側 線 に入 っ て い る貨

車全部の報告一 これを現在車報 告 とい う一 を とる ように してお り、局か

ら本 社へ 集 まっ た もの を集 計 して貨 車 の 現況 を把握 して い る。 この 方法 だ と

列 車 に つ なが って 走 って い る貨 車 につ い て は 、 あま りよ くわ か らな いわ け で

ある。 また、 各駅 の デー タに基 づ い て そ れ が集 ま っ て くるま で には 、10何

時 間 もか か り、10何 時間 前 の デー タに基 づ い て、10何 時 間 か 先 の こ とを

推 測 して 、 空 車 の 輸 送計 画 を立 て た り、 そ の他 いろ い ろ な指令 を だ して い る

わ け で あ る。 この シス テ ムは 、 い わ ゆる人 間 の シ ステ ム として は す ば らしい

シス テ ム とい う ことが で き る.各 局 や本 社に は 、 い わ ゆる、配 車 当 直 がい て 、

現 在 車 の 状 況 把 握 を電話 と手 作業 だけ で、80年 間 や って きた わ け で ある。

1人 前 に な る には 何年 間 もか か るわ け で あ るが、 天 気 の状 況、 経 済 界 の景 気

の状 況 な どを いろ い ろ な経 験 を通 じて 加 味 し、 こ うい うと きに は ど この貨 物

は ど うな っ て い る とい うこ とを、 わ りあい正 確 に把 握 して い る。 へ たな コ ン

ピュ ー タ よ り正 確 な く らい で あ る。 と ころ が、 だん だん そ うい う入 も得 られ

な くな る し、 荷 主 の都 合 が よい よ うに い ろ い ろ な形 の貨車 が で きて くる と、

きめ の こ まか いサ ー ビスが必 要 に な り、 人 手 でや る こ との 限 界 が だん だん と

わ か っ て きた 。 そ うい う貨車 の状 態 を把 握 す る とい うとこ ろか ら、 コン ピュ

ー タ シ ス テ ム を先 に つ くる べ きだ とい うの が、 外 国 の い き方 で あ る 。外 国 で

は、 貨 車 が いま どこに いて どの 方向 に 走 っ て い るか とい う こ とを全 社的 に 中

央 に 集 め て、 コン ピュー タに全 部 フ ァイル して お き、 そ こへ 聞げ ぱ い つ で も

必要 な貨 車 の 情 報 が わ か る とい う こ とを、 ま ず 、 や らなけ れ ば な らない とい

う考 え 方 で、 長年 や っ て きた わ け で あ る。 と ころが・ これ は ち ょっ と考 え た

だけ で も、 全 国 の全 車 両が機 械 に の らな け れ ば実 用 に は な らず、 部 分 的 に は

の っ て も、 ほ ん と うの意 味 で の 効果 は 出 て こな い。 そ うい うこ とが1つ と、

そ れ か ら全 部 の せ るま でに は、 非 常 に ば く大 な手 数 と経 費 と時 間 が か か る。
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そ の た めに、 自動 番号 読 み取 りとか、 そ のほ かい ろ い ろや っ てい るの で あ る

が、 い ず れ に して も最 初 に 費用 が 非 常 に 多 くか か る とい うこ とで、10年 間

なか なか ス ター トで きな か っ た。 外 国 が なぜ そ れ に スター トした か とい うと、

外 国 で は 荷主 に対 して 昔 か らど うい うと ころ に降 ろす か とい うサ ー ビス を や

る こ とに な って いた わ け で あ る。 そ うい う長 年 の 慣 行 が あ るの で、 ど うして

もそ のほ うが入 りや す い とい う こ とで、 やっ て い るわけ で ある。

そ うい う こ とで、 国鉄 で もあ る時 代 は や ろ うと考 えた こ とが あるが ど うし

て もか か る 費用 と当面 出て ぐる効 果 とが見 合 わ な い とい うこ とがは っ き りし

て きた。 この シス テ ムの 山 を攻 め るに は 、 別 の ア プ ローチ を しな け れ ばな ら

な い とい うこ とと、 た ま た ま貨 物 の この地 域 間 急行 とい う問 題 が 出て きて、

この 方 面 か らア プ ロー チ をす る とい う ことに な ったわ け で ある。 そ こで、 出

来 て か ら、 け が の功 名 だ と思 って い る の だが、 要 す るに商 売 で あ るか らには 、

つ くっ とい て か ら売 る とい うの で は な くて顧 客 の注 文 が も とに な っ て 生産 が

行 な わ れ る とい う、 オー ダー が 中 心 に な って全 体の 生 産 が動 い て い くとい う

シ ステ ムに、 国鉄 の 貨車 管 理 シ ス テ ムは な っ て い る ので あ る。わ れ わ れ は、

これ をオ ー ダ ー ・オ リエ ン トだ とい っ て い るの で あ るが、 そ うい うシス テ ム

は 世 界 中に あま り例 が な いの で、 い ま は非 常 に 小 さい もの では あ るが、 これ

が 育 て ば 非 常 に ユ ニー クな シ ステ ムに な るの で は ない か と、 ひ そ か に思 って

いる 次第 で あ る。 図2.3に ある よ うに、 国鉄 では32、3年 ご ろか らそ うい

う研究 を して い たの で あるが、 ご く最 近 ま で、 実際 に着 手 す る こ とは で きな

か っ た 。 し か し、 そ うい うニー ズ に うま く合わ せて、 この シ ステ ム をス ター

トさせ て浮 揚 力 をつ け る ことが で きた とい うの は、 やは り、 一 番 必要 な と こ

ろ か らや つ た か らで は な いか と思っ て い る。 、〕

ち

'

6・ 各 種 フ ァイ ル とそ の 管理 方 式

次に も う少 し詳 し く現 在 の シ ステ ム のか らく りの 中身 を、 説 明 してみ た い
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と 思 う。前か ら説 明 して い る よ うに、 この シス テ ムは 、連 結 申 し込 み を主 体

に して 、 そ の 制 限 条 件 を判 断 す る わけ で ある の で、 ど うして も、 いろ い ろ な

台帳、 フ ァイル を もっ て、 そ の フ ァイ ル を リア ル ・タ イムで 更新 して い くと

い う仕 事 が 主 体 に な って い る。 そ こで、 まず どん な フ ァイル をつ くっ た か と

い う、 フ ァイ ルの構 成 が 一 番最 初 に 問 題 に な る と思 うの で、 まず そ れ か ら説

明 した い と思 う。

最 初 に列 車 テー ブル(TrainTable)と い う もの が必 要 で ある。 列 車 テ

ー プはTTと 略 称 して い る が、 これ は フ ァイル で は ない の で、 書 き込 み は せ

ず、 読 み 出し専 門 に行 な う。 ダ イ ヤ改正 が あっ て 列車 がか わ れ ば、 この テー

ブル も大改 正 しな け れ ばな らない 。要 す るに 時 間 表+α とい うもの が この 中

に入 っ て い る。 なぜ こ うい う,もの が要 るか とい うと、 列 車 単位 に何 列 車 に 乗

りた い、 何列 車に つ な ぎた い とい う申 し込 み が あ るの で、 あ る列 車 番 号 に対

して、 た とえ ば9081と い う列 車 は 始 発駅 は どこで終 着 駅 は どとで、 そ の

間 に ど こ と ど こを とま っ てい くか とい う よ うな こ と、 そ れ か ら、 あ る列車 が

運休 に な っ た と きは 、 ど うす るか とい っ た よ うな こ とな どが全 部 入 っ て い る

それ か らダ イ ヤ改正 の とき一 番 の 問 題 は 、 た と えば、10月1日 に ダ イ ヤ改

正 を行 な うとす る と、 一度 にぱ っ とかわ るの で は な くてs9月30日 に は9

081と い う列 車 が走 り、 時 間 が違 っ て くる わ け で ある。 そ こで 旧 の9αB1

の テ ー ブル と、10月1日 か ら使 う新 の9081列 車 のテ ー ブル と、 そ の 間

に1日 だけ 車 両の や り く りの た めに、9081は 臨 時 の ダ イヤ で走 らす とい

うや っ か い な こ とが起 きるわ け で あ る。 この た め に 、移 り変 わ りの ダ イ ヤ と

い うの が あっ て、 切 りか えの 時 の処 理 は 全 部 この 中 で行 なわ れ る よ うに な っ

て い る 。 た とえ ば9月30日 の受 付 申し込 み の 場合 、 これ は 新 だ とか 旧 だ と

か い う よ うな判 断 を させ る こ とが で きる よ うに な って い る。 そ れ か らま た、

駅 がふ え る とか、 停 車 駅 が 変 更 さ れ る とか い うこ とに な る と、 この処 理 を ど

うす るか が 問 題 に な って くる。 日付 変 更 回数 とい うのは、 ある 日出た列 車 が

終着 駅 に 着 くまで に 日付 が 変 わ る もの で、 この 中 に は1回 変 わ る ものsO回
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、

の ものsそ れ か ら2回 変 わ る もの、3回 変 わ る もの ま でが あ る。 そ の よ うな

日付 変 更 が 途 中 で あ る と、 駅 は 始 発駅 の 日に ちで 申し込 む の では な くて 、 自

分 の駅 の 日に ちで 申 し込 むの で、 日付変 更回数 の 情 報 が必 要 に な る。そ れ か

ら、 列 車 に よっ て は 土 曜、 日曜 な どに 運 休す る列 車 も あるの で、 週 間運 休 表

で ある とか、 あ るい は 停 車駅 の数 、 そ れ か ら継 送 列 車 の 番号 とか継 送駅 とい

うものが 必要 に な る。継 送駅 とい うの は、 た とえ ば、 広 島 か ら米 原 で乗 りか

えて 富 山へ 持 っ てい く貨 物 が ある と きに、 米 原 で乗 り継 ぎ をさせ な くては な

らな い が、米 原 の こ とを継 送駅 といっ て い る。 新 幹 線で 新大 阪 で乗 りか え て

九 州 へ行 く と きに 、1つ の ア クシgン で 両 方 の 予 約 が で きる よ うに、 貨 物 の

場 合 も、 そ の 前後 を お さ えて 申 し込 む 方法 を、1中 継 だけ につ いて 試 行 的 に.

や らせ て み よ うとい うこ とで や って い る。 そ して、 継送 後 の相 手 列 車番 号 な

どの デ ー タ を入 れ て お くこ とが、 列 車情 報 として必 要 で ある。 ま た、 あ とで

説 明 す る制 限 フ ァ イ ルに は、 ドラムの 何 番地 に 書 いて ある とい うよ うな こ と

が 当 然入 って いな け れ ば な らな い。 これ は チ ェニ ニ ン グ が とれ る よ うに な っ

て い る。

つ ぎに、 停車 駅 に 必要 な情 報 と して は、 た とえば駅 の番 号 に コー ド番 号 を

　

使 っ て い る の で、 そ の コー ド番 号 をか な文 字 に 翻 訳 す るテー プ とか、 ある

い はそ の駅 の 発 着 時刻 、 そ れ か ら整正 駅 とか始 発駅 とか 終着 駅 とか の停 車 駅

とい う駅 の種 別 な どカ『ある。整 正 駅 とい うの は、 貨 車 の 連 結、 切離 しを繰返

して い る うちに、 途 中 で そ の順 序 が入 れ違 い に なっ て くるの で、 大 きな構 内

を持 った 駅 で 少 し長 い 時 間 とめて、 そ の 順序 をい れ か え る ζ とをや らせ る駅

の こ とで あ る。 そ うし ない と、 つ ぎの 停 車駅 で停 車 時 間 内に解 結 がで きな い

とい う、 や っ か い な問 題 が 出て くるの で、 そ うい うこ とを や らせ るた めに整

正 駅 とい うの を 設 け て い る。 そ こで、 この列 車 の整 正 駅 は どこ と どこだ とい

うよ うな こ とが、 列 車 テ ー ブルに は 入 って い る。 そ して、 この テー ブルへ ど

うや っ て ア ク セスす るか とい う と、 そ れ は列 車 番号 を キー に し て見 つ け るわ

け で、 最 初 申 し込 み が入 って くる と、 列 車 テ ー ブル に よって全 部 このテ ー フ
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ル を参 照 して 、 いろ いろ なチェック を す る。 た とえ ば、 着駅 が幡 生 な ら幡生 と

打 って あ るのに、 実 際 そ の列車 が幡 生 に とま らなか っ た らこれ は 間違 い な の

で、 エ ラー と して は じき だ され なけ れ ばな らな い。 あ るいは 、 土 曜 日に 休 み

の列 車 に対 して、 土 曜 日の 申し込 み が あっ た ら、 そ れ も間 違 い だ とチ ェ ック

す る とい う、 主 と して そ うい うよ うな論理 的 な エ ラー、 有 意性 チ ェ ック の た

め に この列 車 テー ブル は 使 わ れ てい るの で あ る。

つ ぎに制 限 フ ァ イル の 説 明に移 りたい と思 う。 制 限 フ ァイ ル とい うの は、

地 域 間急 行 列 車 の 申込 み 受 付 け の制 限条件 を ファ イル して お く もので あ る。

地域 間 急行 は ひっ ぱ る能 力、 駅 の解 結 能 力等 か ら、無 制 限 に受 付 るわ けに は

いか ない ので 、 こ うい う台 帳 を設 け て制 限 をつ く り、 そ の制 限の ワクの 中か

ら1件 ず つ 引 き算 して、 これ が0よ り大 きけれ ば ま だ残 っ て るか らOK、0

以 下 に な っ て マ イナ スに な れ ばだ め だ と、 こ うい うこ と をや っ て る。 そ して、

受 付 け て し ま った ら、 そ の引 い た残 りを書 いて お く とい うこ とが あ るわ け で

あ る。 制 限す る能 力 に は 、、駅 と駅 の 間 の駅 間輸 送 力か ら くる制 限、 これ は機

関車 の大 きさ と勾 配 との 関 係 か ら この駅 とこの駅 の間 は1,000ト ンだ が、

こ こは1,200ト ン、 関 が 原 の 山は800ト ンだ とい う よ うに なっ てお り、

これ か らくる 制限 が ま ず 第1に あげ られゐ。 そ れ か ら、 停 車駅 の 制 限、 停 車

駅 の解 結 能 力 か らくる制 限 が あ る。 物理 的 な問 題 は この2つ で あるが・ この

ほ か に、 た とえ ば 沼津 か ら九 州へ 行 く列車 の 場 合、 九 州 へ行 く貨 車 ばか りで

編 成 した いわ け で あ る。 沼 津か ら名古 屋 で切 離 す列 車 の 場 合 は 、 ほ か の 列車

に 代 わ って も らっ た ほ うが よい の で、 そ うい う運 用上 の 制 限 とい うもの をつ ・

くって い る。 うま くコ ン トロー ルす るた めに 、 運 用 ワ ク とい うの が別 に入 っ

てい る。 これ は 実 を 言 う と現在 は、 大 体 月 に1回 しか 修正 して い ない の で あ

るが、 これ は 実 績 を見 て 、 運 用 ワ クに ひ っか か る ものは 、 そ れ を修 正 す る こ

とに な って い る。 しか し、 これ は うま く使 え ば、 一 定 の 輸 送 力 を一 番 高 く売

る、 換 言す れ ば、 現 在 も っ てい る能 力 を 一番有 効 に使 うこ とが で きるわけ で

あ る。 高 く売 る とい うと適 切 で は ない が、 一 定 の能 力 を一 番有 効 に 買 って く
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、

れ る顧 客 に優 先 的 に 売 って い く とい う こ とを、 毎 日あ るいは 毎 時 管 理 を す れ

ば、 非 常 に うま くい くわ け で あ る。 こ れは ま だ、1月 に1回 ぐ らい しか 修正

す る能 力 がな い の で、 こ うい うこ とに は 現 在 あま り使 わ れて は い な いが、 将

来 は そ うい うこ とも考 えて い る。 これ は ど うい うこ とか とい う と、 東京 か ら

九 州へ 行 く列 車 も、 あ るい は 東 京 か ら名古 屋 ま でい く列車 も、 同 じよ うな列

車 が た くさん あ るわ け で あ る。 九 州 へ 行 く列 車 とい うのは 、 で きる だけ 九 州

の 貨 物 をた くさん つ な ぐ よ うに して い る。そ の た めに、 九 州へ 行 く ワクは 大

き くして おい て、 名古 屋 で 切 離 す 貨 車 の ワクは 非 常 に小 さ くして お くとい う

こ とで ある。 と ころが、 そ れ を ダ イナ ミックに 管 理 す るには ど うす るか とい

うと、 発 車 ま ぎわ に な って も、 九 州 の分 が ま だ あい て い る とい う よ うな と き

は、 近 くの人 で も よいか らどん どん 乗 せ て しま うとか、 あ るい は、 発 車 し て

か ら静 岡 ぐ らい ま で走 っ た と き、 名 古 屋 か ら乗 りた い とい う入 が あ れば、 そ

うい う人 も どん どん、 受 付 け て い く よ うな管理 方法 が 必要 で あ る。 将来 そ う

い う可 能性 ももた せ て お きた い とい うこ との 実験 として、 い ま1月 に1同 ず

つ 運 用 ワク を修正 す る よ うに してい る。 この よ うな 内容 が、 この 制 限 フ ァイ

ルの 中に は入 っ てい る。

つ ぎ に受付 フ ァイル の 説 明に入 りた い と思 う。 この受 付 フ7イ ル とい うの

は、 申 し込 み を受 託 し た内 容 に 関 す る もの、 た とえば、 解 結 状 況 とか 受付 状

況 とい う もの を ひ っぱ り出す た めに、 そ れ を 記録 して お くフ 〔イル で あ る。

そ し て、 これ は列 車別、 あ るい は 日に ち別 に い ろい ろ な要 求 が あ る ので、 こ

れ を 資 料編 集 の便 利 な た めに 一 たん 申 し込 ん だ 内容 の取 り消 し・ 内容 変 更 の

場合 は 前 の入 力 を全 部最 初 か ら再入 力 し な くて もよいように前 に申 し込 ん だ 内

容 は こ うい う内容 だ った とい うと とを、 とっ て お きた い わ け で あ る。 そ うい

う目的 と、 そ れか らも う1つ の 目的 は、 端 末 か ら輸送 上 の情 報 を ひ っぱ り出

した い た め、 これ は 受付 番 号 とい うもの を キー に して ひっ ぱ り出す とい うこ

とで、 この受 付 プア ィル とい うの を列 車 別 日に ち別 に全部 整理 を し て お いて

申し込 み な り変 更 が あ った ら、 そ の 内容 変 更 を全 部 アク セ ス して、 ア ッ プデ
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一 トし て か ら「OK」 を 出す とい うよ うな こ とをや っ て い る。

つ ぎ に トラン ザ ク シ ョン ・フ7イ ルの 説 明に 移 るわ け で あるが、 これ は 磁

気 テ ー プ を使 用 して い る。 今 まで説 明 し たの は全 部FH880の ドラムに入

って い た が、 この トランズァクシ ョン ・プ ア イ ルは磁 気 テー プに入 って い る。

これ は 、 ドラ ムが ダ ウン した と きのバ ック ア ップの た め と、 そ れ か ら、 あ と

でい ろい ろ な 諸統 計 を と りた い ときの デ 統一タvaな る とい う2つ の役 目 を もっ

てい る。 と ころ で、 ダ ウン した場 合 の バ ッ ク ア ップに は、 ど うして これが 役

立 つ か とい うと、 た とえば、 毎 日受 付 の 締 め切 りの 夕方 に 現在 の ドラムの 状

況 をテ ー プに写 し て とっ て お き、 次 の 日の朝 受 付 を 開始 した ら、 トラン ズ ア

クシ ョン全 部 の や りと りの 内容 を記 録 してk・ く。10時 ごろ 両方 と もダ ウ ン

した とい う場 合 に、 前 の 日の と ころ ま で さ か のぼ って、 最悪 の 場 合 ドラムの

内容 が全 部 こわ さ れ た場合 に も、20～30分 か か るが、 そ れ を復元 す る こ

とが で き るわ け で あ る。 そ れか らも う1つ は、 どの列 車 に は どこ行 きの貨 物

と、 内容 は どん な もので、 ど うい う荷 主 が 多 か っ た か、 あ るい は 拒杏 とい う

か、 謝 絶 し た 内容 も全 部 通 信 の 記録 が入 って い るの で、 この列 車 に対 して は

どこ ど この 間 につ い て 非 常 に 多い 。そ れ な ら、 どこ どこ間 に も う1本 列車 を

設 定 して も よい の では な い か とい うよ うな経 営 判 断 資 料 を、 このテ ー プか ら

編 集す る こ とが で き るの で あ る。 この2つ の意 味 で、 トランズ ア ク シ ョン ・

フ マ ィル を使 っ て い るわ け で ある。

以上4つ の フ7イ ルにつ い て説 明 して きた の で ある が、 ダ イヤ改正 の とき

は ど うや って 取 り扱 うか につ い て 設 明 す る こ とにす る。 そ れ に は、 ダイ ヤ改

正 前後1週 間 ぐらい は、 現 行 列車 の場 合 は列 車 番 号の 前 に 「 ケ 」 とい う字 を

つ け、 ケー9081列 車 とし、 新 ダ イヤ の場 合は 改 正 の正 だ か ら「セ 」とい

うの をつ け て取 り扱 うよ うに してい る。 そ れ を忘 れ た場 合 は、 ミス にす るか

しな い か とい うよ うな約 束 を して、 列 車 テー ブル を全 部 二 重 に も ち、 制限 フ

7イ ル も二 重 に もっ て、 連 続 的 に移 り変 わ れ る よ うに 考 え よ うとい うわ け で

ある。
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そ れ か ら、 フ7イ ル の書 き込 み と、 消 込み を ど うや っ てや るか とい うと、

列 車 テ ー ブ ルは ダイ ヤ改 正 等 が な い限 り毎 日その 内 容 を書替 え る必 要 は ない

が、 制 限 フ7イ ル、 受付 プ アィ ルは24時 に な れ ば、 当 日分 は 不要 とな る と

同 時 に、 次の 日の受 付 デー タが 必 要 とな る。従 って、 ～二の二 つ を 同 時 に行 な

え る よ うに考 え れ ば、 サ イ ク リックに フ7イ ル の消去 と書込 み が行 な え るわ

け で ある。

7リ ア ル タ イ ム 。プ ロ グ ラ ムの 構 成

、

次 に この よ うな プ ロ グ ラム を どの よ うな体 系 と して 考 え てい るか とい うの

が図2.4に 示す 通 りとな っ て い る。

図2.4リ ア ル タ イ ム ・プ ロ グ ラ ム の 構 成

総括 制 御 プ ログ ラ ム
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i

↑

リア ル タイ ム

制 御 プ ログ ラム

(RTCP)

1

業 務 プ ロ グ ラ ム

(RTWP)

・申込受付

・内容変更

・取 消

・連結不能

・解結状況表

・集結可能車数表等

こ の 中 で 総 括 制 御 プ ロ グ ラ ム(REX)と い うの は 、 こ れ は リ ア ル タ イ ム ・

エ グ ゼ ク テ ィ ブ(RealtimeExecutive)と い う メ ー カ ー で つ く っ た い

わ ゆ る オ ペ レ イ テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム(OS)の 大 も と の モ ニ タ ー に 相 当 す る

も の で あ る 。 そ の 下 に リ ア ル タ イ ム 制 御 プ ロ グ ラ ム(RTCP)と い う の が あ
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るが、 これは この シ ス テ ムの た めに特 に つ く られ た コン トロー ル ・プ ログ ラ

ム となっ て い る。 全 体 で これ が1万 ス テ ッ プ ぐ らい あ る。 そ れか らそ の下 に

あ る業 務 プ ログ ラ ム(RTWP)は 、 い わ ゆ る ワーー口唱カー ・プ ログ ラムで、 受 付

申し込 み の プ ロ グ ラ ム とか、 あ るいは 内容 変 更 の プ ログ ラム とい うものが並

ん で い る。 そ れ で、 リアル タイ ム ・プ ロ グ ラ ムは 主 と して 何 をや るか とい う

と、 端 末機 の 入 出 力 の制 御 をや っ て い る。 そ れ か ら業 務 プ ログ ラ ムの制御 、

割 り込 みの 制 御 とい っ た よ うな ことをや っ て い る。 つ ぎに、 わ れ わ れのつ く

った ユー ザ ー ズ ・プ ログ ラムは どうい うか っ こ うに なっ てい るか とい うと、

図2.5の よ うに な っ てい る。

図2.5業 務 プ ・ロ グ ラ ム 関 連 図
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、

あ る端 末 か ら呼 び 出しが あ る と、 最 初 に、 前 に 説 明 した 「これ で い い か 」 と

い うエ コー処 理 の プ ログ ラムが入 って お り、 入 って きた もの は何 で も とに か

く翻 訳 して 全 部 返 して、 これ で正 し いか 正 し くない か とい う返 事 を も らっ て

もし正 し くなか っ た ら訂正 を繰 返 し、 エ ラー の 修正 を全 部 す ませ る と、 も う

1回 エ コーが 出 る よ うに な っ て い る。 そ して全 部 正 し くな っ た らエ コー処 理

プ ログ ラムの2に 入 り、 つ ぎの処 理 プ ログ ラムの分 岐 プ ログ ラ ムで、 この 申

し込 み は一 般 ・定 期 申 し込 み で あるの か、 変 更 の プ ログ ラム で あ るのか ある

いは 受 付停 止 ・解除 で あ るの か とい うこ とを判 断 し てい る。 そ して、 右 側 に

これ らを全 部 ル ー チ ン化 して お い て、 列 車 テー ブル を引 く場 合 の ル ー チ ン、

制 限 フ7イ ル を引 く場 合 の ル ー チ ン、 受 付 フ7イ ル の 申 し込 み ル ー チ ン とい

った よ うに、 モ ジ ュー ル化 した もの を置 いて お き、 こ こへ とん で い く よ うに

して い る。 そ し て こ うい う処 理 が全 部 終 わ る と、 トランズ ア ク シ ョン書 き込

み プ ログ ラ ム を磁 気 テー プに全 部 書 き込 ん で、 出力 メ ッセー ジ を編 集 して 返

事 を 出す よ うに し てい る。 大 体 こ うい うか らく りで プ ログ ラ ムが 出来 て い る。

この=L-一 ザ ー ・プ ロ グ ラムは 全 部 で2万 ス テ ップ位 あ る。 この 業 務 プロ グ ラ

ムを 作 る ときい ろ い ろ な こ とを考 えて つ くった が そ の1つ は モ ジ=一 ル化 し

た ことで あ る。 そ の場 合、 徹 底 的 に モ ジ ュー ル化 して、 定 型 的 な も のは 同 じ

もの を何 回 も使 え る よ うに した。 変 更 す る場 合 も簡単 に で きる よ うに して あ

る。 第2に リエ ン トラン ト方 式 を とっ て い るが これ は いわ ゆ る多 重処 理 をや

らせ る ため に、 た とえ ば ドラム の1/0等 に待 ち合 わせ が起 こっ た場 合、 あ

との 呼 び 出 しを全 部 押 え て し ま っ ては 処 理 能 力 が下 が るの で、 あ との呼 び 出

しに 対 して 速 刻 処 理 で き る よ うに プ ログ ラム を組ん でい る。 待 ち合 わせ にな

った 場合 、 一 時 待 避 をさ せ て お い て、 その 待 ち合わ せ が終 わ っ た ら処 理 す る

とい うプ ログ ラム を つ くっ て い る。

第3に プ ロ グ ラムの サ ム ・チ ェ ック を行 なっ て い る が、 これ は エ ラー ・チ

ェ ック をす るた め に、 プ ログ ラ ムを全 部足 し算 して、 そ の合 計 を別 の ところ

に記 録 して おい て、 読 ん だ り、 プ ログ ラムを待 避 させ た りす る と きに、 は た
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して 異常 が な い か ど うか とい うよ うな こ とを チ ェ ック して い る。

第4に 、進 行 管理(ス テ イタス)を 行 なっ て い るが、 これは、 ス テ イ タス

ワー ドとい うの を プ ログ ラ ムの 中の と ころ どころ に は さん でお い て、 障 害 が

起 きた とき コ ア をダ ン プす る と、 一 体 い ま ど こま で進 ん で 障害 に な っ た か

とい う こと を判 断 さ せ るた め に、 こ うい うテ クニ ッ クを使 って い る。

&端 末 機 と 中央 装 置

図2.6に 中央 装置 の 機器 構 成 が 示 して あるが、 ユ ニ パ ック490(U-・:

490)の2号 機 が リアル タ イ ム専 用 で、 予 備 機 の1号 機 と同一 規格 の もの

図2.6中 央 装置 機器 構 成(43年4月)
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を用い て い る。 この 他 に880の ドラ ム、AとCの テ ー プか ら構成 さ れて お

りvそ の性 能 は 図2.7の よ うに な って い る。

図2.7主 な 装 置 の 性 能 表

装 置 主 な 性 能

本 中 理 記 憶 容 量 約32K語(1語=30ビ ッ ト)
央 装

体 処 置 サ イ ク ル タ イ ム4.8μs
'

周

磁

気(F

ドH
ラ8

記 憶 容 量 約786K語/ド ラム

平均 アクセス ・タイム17ms

デー タ移送 時間66μs/語

ム8

装0
置)

ドラム回転 速 度1,770回/分

ヘ ッ ド 数880

辺 磁置 記 録 密 度800字/イ ン チ 、556字/イ ン チ 、250
'

気( 字/イ ンチ(現 在800字/イ ン チで使

テV田
` 用)
lC

)
プ

よ み か き 速 度120イ ンチ/秒

装 装 デ ー タ移 送 速度96K字/秒(800字/イ ン チの場 合)

高装( 印 刷 速 度600行/分

速置
印

1行 当 りの字数132字

置 書 印 書 文 字 カ ナ、 アル フ7ベ ッ ト、 数 字 等.

通御 宮
制御 可能回線数32回 線(全 二重)

信装G
制置S

)

伝 送 速 度0～4,800ビ ッ ト/秒(現 在50ビ ッ ト

/秒 で使 用)

・9.貨 物 情 報 シス テ ムへ の 発 展

以 上 が現 在 の 概 要 で あ るが、 今 後 の い わ ゆる貨 物 総合 シ ス テ ムへ の発 展 を

どの よ うに考 え て い るか とい うと、 まず第1に 量 の拡 大 とい うこ とが あげ ら
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る。 これ は列 車 の 本 数 を どん どん ふ や してい く とい うこ とで あ る。 現 在16

本 の 列車 を取 扱 っ て い る が、10月 に は86本 を入 れた い と思 っ てい る。 数

量 の拡 大 に伴 い、 フ7イ ル は どん どん大 き くな るの で、 磁 気 ドラムの増 設 が

必要 とな る。 そ のほ かに、 もっ とや っか い な こ とは 、 端 末機 の増 設 が必要 だ

とい うこ とで ある。 ドラムは最 初 か ら7本 や8本 にな っ て もわ りあい簡 単 に

増 設 で き るの だが、 同 じチ ャ ンネ ル にぶ ら下げ た ので は、 今 度 は プ ロセ ッサ

ーめ ほ うに ネ ックが で きるの で、 最 終 的 に は3チ ャン ネル にぶ ら下 げ る よ う

計 画 してい る 。端 末 機 の増 設 とい うのは 一 番む ず か しい 問題 で、 現在 は端 末

機 が20台 ぐ らい しか つい て い ない が、10月 には約100台 に な る予定 で

あ る。100台 か ら120台 ぐ らい まで は ライ ンバ ッフ7の 関係 か ら、 現在 の

よ うな直結 で も可 能 で あ るが、 そ れ 以上 に な る と直結 とい うこ とが 不可能 に

な る。 い ま180本 の 地域 間急 行 列 車 が 走 っ て い るの に、80本 しか入 れ ら

れな い のは、 ここに原 因 が あるわ け で あ る。 そ こで180本 全 部 を入 れ る に

は ど うした らよい か とい うと、 約350台 ぐ らいの 端末 機 が必要 に な る。 そ

の場合350台 の端 末 を全 部U-490に 直接 つ な ぐわ け に は い か ない ので 、

U-490の 前 に コン ビ=一 夕か 何か を置 い て250台 つ なが な け れば な ら

ない。 こ うい うもの を至 急 に つ く らなけ れ ば な らな い事 態 に 立 ち至 って い る

わ け で、45年4月 ま で につ く りた い と考 えて い る。 これ が量 の拡 大 に伴 う

問題 で ある。 と ころ が、 現 在180本 の地 域 間 急行 列車 は 、45年 には 、

230本 ぐ らい に な るだ ろ うと予 想 さ れ て い る。 そ うす る と、 さ らに端 末 を

ふ や さ な けれ ば な らな い。 そ こ で、46年4月 頃 ま で に も う1つMSWを つ

くる計 画 で あ る。 ま た、 同 じと ころ に 貢 とめ て置 くよ り も、 他 の 地 区 に 分散

して 置 くよ うに した い と思 っている。以 上 が 量 の拡 大 につ いて 将 来 計 画 として

考 えて い る こ とで あ る。将 来500個 ぐ らい の 端末 が ぶ ら下 が る よ うに な る

と、 今度 は 今 の プ ロ セ ッサ ーが ネ ックに なっ て くる。 そ こで47年 ぐ らい に

は ど うして も現在 の プ ロ セ ッサ ー を も う一 段 大 きな もの に 置 きか え なけ れ ば

な らない こ とに な りそ うで あ る。
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'、、

以上、量の拡大についての 将来 計画 としてこ うい うアプ ロー チ及 び、 展開

が考え られてい る。 しか し、 量の拡大 だけ ではつ ま らないの で処理 の質の深

度化 とい うことをあわせて行 なわな くては な らず、 現在は受付処理 をとりあ

げてい る。いまやってい る内容は、受付 とその受け付け たこ とを中ヘ ファィ

ル してお き、 その ファイル を ときどき読み出す とい う3つ の機 能か ら成 って

い る。受付には一般受付 と定期受付が あるが、受付で一番大事 なこ とは継送

の処理 である。前述 した よ うに貨物には足がないので、乗 りかえを ちゃん と

してや らなければな らない。今後 この継送の取 り扱い をさ らに拡大 したい と

思ってい る。特 に地域間急行列車 の場合、 ローカルの継送 を コン ピュー タの

中へ入れておかない と、発着駅 間の輸送 を全部 カバー した ことにな らないわ

けで、 継送の能力を もっ とふや したい と考えている。次に問 題にな るのは連

結 で きなかった ときには連 結不能報 告 とい うのを とって、そ して受付 ファイ

ルの中を消す こ とになってい るが、そ れは実は忘 れた り、 夜中 コン ピュー タ

が動いていないのに汽 車が走って るときは ど うするかというような問題 もあっ

て、朝 まとめて報告す る ようにしてい る。 こうす ると間違 いが起 きた りいろ

いろな ことが起 こるので、 連結で きなかった ときは連結不 能報 告とは別に・

必ずつないだ とい う報告、 何番の貨車 を どの駅 で何時につ ないだ とい う現車

とのチ ェック、 そ うい う組成状況の把握 とい うこ.とを別に やる必要 がある。

組成状況 とい うは ど うい うものか とい うと、 この列車は一番 前に ワ・ムの何番

がつ ないで あって、 その次は ワムの 何で、その行 き先は どこで、 品 目は 何だ

とい うようなごどを全部 コン ピュー タの中へ入れてかいて別 にその組成状況

が変 わるた びに インプッ トをして、それを絶えず更新 してい る。数量の拡大

は実は地域 間急行 ス タイルの列車 一 地域間急行 とい う名前以外に も一発一

着型の昔か らあるコンテナ列車 とか、 同 じよ うな形の列車 があ るわけで ある

が を、46年 までに全 国鉄 の貨物列車 の50%を このス タイルにし よう

とい うわけ で、 地域間急行列車以外の拡大 も考えている。そ うす ると・ こ う

い う組成状況 を把握 し、継 送 を行ない、 それか らさ らに地域 間急行列車以 外
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の コ ンテ ナ等 を含 め る と、 約50%の もの が コン ピュー タ の 中へ 入 る よ うに

な る。 この結 果 到 着 の 日時は事 故 が な い限 りは っ き りす るの で、 空 車 発生 の

予 測 が非 常に 確 実 に で きるわけ で ある。 ま た、 荷 受 人 に 対 しては 、 あなた の

ところへ 東 京 の だ れ さん か ら、 こ うい う貨 物 が 何 時 の 列 車 で着 きます よ とい

うこ とが 、 列 車 が 発 車 した時 点 、連結 した 時 点 で 、 電報 です ぐ届 け る ことが

で き る。 また着 駅 か ら電 話で 通知 す る ことが で き る よ うに な るわ け で あ る。

着駅 へ 教 え るの は 、 コ ン ピュー タが連 結 した ときに 、 あ る時 間 ま どめて 電報

で送 って お け ば 、 そ れ を読 ん で そ この貨 物 掛 が着 の荷 主 に対 してそ うい う予

報が で き る。 そ うす る と、 いろ い ろ な段 取 りをす る こ と も可 能 に な るわ け で

あ る。 到着 予報 が で き る とい うこ とは 、 そ れ か ら何 時 間後 かに はそ こで その

型の 空 車 が 必ず 発 生 す るわ け で ある。 そ うす る と、 ま たそ こで空 車 フ ァイ ル

とい うもの を別 に つ くって お い て もし これ が全 貨 車 の50%に な れ ば、 全 両

の50%の 空 車 は常 につ か ん で お くこ とが 自動 的 に 可 能 に な る。 そ れに従 来

か らの 手 作業 の体 系 とい うもの も あるの で 、 そ れ と くっ つ けて や れ ば、配 車

の仕 事 は 相 当楽 に な る と思 わ れ る。

〆

10.将 来 の 構 想

地域 間急 行 型 の ヤ ー ドを通 っ て いか な い もの 、 あ るいは ヤー ドを パス して

い く系 列 の列 車 が コン ピュー タ化 され た とす る と、 次 は 何 をや るか とい え ば 、

これ は ヤー ドを通 る残 りの 列 車 を と りあげ る こ とに な る。 これ には 、足は お

そ いが 集結 輸送 方 式 を と り継 送 とい う問題 を 同 じ考 え 方 で拡 大 してい け ば 、

全 部 列 車 指定 にす る こ とが可 能 に な る。 ヤ ー ドに か か る列 車 の系 列 とヤー ド

系 の列車 とい うもの も全 部 注 文 を受 付 け て 、 どこの ヤ ー ドで 何列 車 で 出て、

そ して 着駅 に行 くとい うス タイル の 予約 を し、 逆 に そ うい う生産 命 令 を コ ン

ピュー タか らヤ ー ドの コ ン ピュー タに対 して 出す よ うに す る。 そ うす る と、

も う地 急 シス テ ム では な い と思 うが 、貨 物 シ ス テ ムの全 国 シ ス テ ムには全 国
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の 主要 ヤ ー ドが あって 、 ヤー ドの 内 の作 業 を管 理 す る コン ピュー タの 実 験 を、

い ま郡 山 で や って い る。 何用 何 日の 何列 車 で入 っ て きた うちの、 どれ と どれ

は 何用 何 日の 何列 車 へ つ なげ とい う命 令 を コン ピュー タに 出す と、 そ の た め

には 何番 線 を どの 方 面 に使 って 、 ど うい う入 れ か え を して 、 ど うい うふ うに

やれ ばい いか とい うこ とが 、 コ ンゼ ユ 一 夕か ら指示 され る よ うに な る
。

こ うい うか っ こ うで 、全 体 の貨 物 シ ス テ ムへ 広げ て い き、 ヤー ド系 列 車 以

外 へ の 発 展 を、 これ を キー に して い け ば、 当 然受 付 ファイ ルが さ らに 拡大 し

て 残 る ことに な る。 そ れか ら トラ ンズ ア クシ ョンテー プを毎 日編 集 して お き、

そ こに 統 計 的 な手 法 な りORな りの予 測 の技 術 をか み合 わせ て い け ば・ そ れ で

ま た別 の デ ー タ とな り、 いわ ゆ る経 営 判 断 資 料 とい うもの もで き る し、 長 期

的に 見 れ ば、 次回 の ヤー ド改 良や ダ イ ヤ改正 の 資 料 に もな り得 る とい う よ う

な発 展 を 一応 考 えて い る。

こ れは 非 常 に膨 大 な シス テ ム で あるの で 、 一 朝 一 夕にそ ん な こ とがで き よ

うとは 思 って い ない が 、 図2.8に50年 前 後 ま での 拡大 の ス ケ ジュー ルの大

ざっ ぱ な もの が載 せ て あ る。 図2,8か ら電算 処理 列車 は7本 か ら7月 に16

本 に な り、10月 に は80本 に な り44年 の10月 には90本 にな る、 そ れ

か ら170本 に な って23本 に な るこ とが わ か る。 ま た 電算 対 象列 車 とい うの

は地 域 間 急 行 列 車 の 全 部 の本 数 で あ る。 そ の うちで コ ン ピュー タで 取 り扱 う

のが 処理 列 車 とい うことで ある。 そ れ か ら端 末機 の数 がそ れ に比 例 して だ ん

だん ふ えて い く。 そ の た め に いわ ゆ る前 段 の メ ッ セー ジ ・ス イ ッチ ン グを 行

な う コン ピュー タを設 け な くては な らな い。 ヤー ド ・パ ス系列 車 全 部(地 域

間急 行 全 部 も含 む)は49年 ま で の 間に 別 の 新 らしい シス テ ムを建 設 、 そ れ

に コ ンバ ー ジ ョン を して 、 そ して、 ヤー ドパ ス系 を全 部入 れ て しま う とい う

こ とで、 約500本 な い し600本 の 列 車 に な る予 定 で あ る。50年 以 降 に

は全 貨物 列車 を 対 象に して 、 ま た別 の 新 し い シ ス テ ム をこの 考 え方 とヤー ド

の問 題 と を結 びつ けて 、 や っ てい く考 え で あ る。

トー タル ・シス テム とか 、MISと か い われ て い るい るが 、現 実は そ うい

一61一



一図2.8貨 物 情 報 シ ス テ ム 建 設 計 画
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う架空 の 概 念 だ け が あって 、実 際は や は りこ うい う よ うな テ ン ポで地 道 に1

つ ずつ 積 み 上 げ て い か な くて は 、 なか なか こうい うか っ こ うに は到 達 で きな

いの では な いか と、 い ま ま で の経 験 か ら、特 に強 く感 じてい る次 第 で あ る。

、
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目 旅 客 座 席 予 約 シ ス テ ム

`

国鉄本社 コンピュータ部次長

落 合 進
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1.国 鉄 の 座 席 予 約 業.務

「み ど りの 窓 口」 で も う皆 さん お な じみ の 国鉄 の座 席予 約 装 置 がで き た の

が 昭和34年 だか ら(こ れ はMARS-1と い うが)、 も う じき満9年 に な ろ

う と してい る。

オ ン ラ イン ・ リアル タイ ム ・シス テム はその 当時 わ が 国に は存 在 しな か っ

た。 そ の 当時 か ら今 日まで シ ス テ ムが順 次 拡 大、 発 展 して、 い まや15万 座

席を扱 うMARS-101と102と い う中央 装 置 が秋 葉 原 に置 か れ て い る。

さ らに来 た る10月 に な る と、MARS-103と い うの が稼 働 す る。 これ は

20万 座 席の 取 り扱 い容 量 を持 ち、 トー タル して33万 座席 を扱 う よ うな大

シス テ ムに な る わ け で あ る。 そ して44年 の3月 、 あ と半年 後 に、MARS-

201と 称 して、 団 体 系 の 予 約、 す な わ ち5ヵ 月 前か'ら団体 や グル ープ の予

約 を 行 な うシ ス テ ムを完 成 し よ うと して い る。

本 日は比 較 的 早 くか らオ ン ライ ン ・シ ステ ムを 手 が けて きた 国鉄 の経 験 を

もとに して、 この ほ ぼ10年 間 のMARSシ ス テ ムの発 展 の経 験 を まぜ て、

MARSシ ス テ ムの概 要 を 説 明 した い と 思 う。

まず 、 国 鉄 の 座 席 予約 業 務 に つい て 若干 説明 す る。 国鉄 は戦 後 の荒 廃 か ら

立 ち上 が って 、 輸 送 力 の増 強 をや ってい るわ け だ が、 どん どん 輸 送 力 を増 強

して も、 お客 さん の 需要 に は 相 当 変動 の 幅 が あ り、 しか もお 客 さん は いつ で

も座 りた い と い う要 望 が あ る6こ うい うこ とか ら平 均 的 に乗 車 効率 を高 め る

とい う こと で、 座 席予 約 サー ビスを 始 め たわ けで、 座 席 予 約 サ ー ビス を始 め

た の は 昭和25年 で あ る。 当 時は2,000座 席 くら いの もの を扱 っ ていた が、

その 後 どん どん ど ん どん ふ え る一 方 で、 昭和35年 に は3万 座 席 ぐらい に な

って い る。 そ の状 況 は 図3-1に 示 して い る よ うに、 年 ごと に どん どん増 加

して い る。 下 の ハ ッチ が入 った のが 自動 化 され てい った ものの 座 席 数 で 、 こ

れで もわ か る よ うに、 な か な か 追 いつ か な い。 今 後 も増加 の傾 向 は続 くと考

え ら れ る。
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図3-1座 席 予 約 数

41 42

こ のMARSに 入 る前 は入 手 で や って いた。 回 転台 と い う もの を 用 いて、

本 立 て みた い な もの を まる い台 に載 せ て、 まわ りに入 が 座 って そ の 台 を ぐる

ぐる回 し、 必要 な フ ァイル を取 り出 して、 人 手で そ こに記 入 し て返 す。 もち

ろ ん電 話線 が 全 国 か ら通 じてい る。 そ うい う作業 をや って いた わ けだ が、 こ

の方 法 に よ ると、 処 理 時 間 の 関係 で ど う して も処 理 量 が制 限 され て し ま う。

そ れで セ ン ターの 数 を増 し て対 処 して き た が、 数 を増 す と セ ン ター相 互 間 の

需給 調 整 が む ずか し くな る。 結 局、 コン ピュー ター に た よ ら ざる を得 ない と

い うこ とに な ったわ け で、33年 ごろか ら電 子 計 算 機 を使 って何 とか しな け

れ ば な らぬ とい うこ とで 、MARS-1の 試 作 を 始め た わ け で あ る。

昭和34年 にMARS-1と い う もの が で きあ が り、 これ を東京 駅 に設 置 し、

昭 和35年 の1月 か ら実 用 に移 した。 そ の当 時 は東 海 道 新 幹 線 もな い 時代 で、

まだ 東京 ・大 阪 間の ビ ジネ ス特 急 が走 った 、 日帰 り旅 行 が 可 能 に な った とい

う時代 で、 東 海 道 線 の下 りの4本 の 特急 列 車 、 「こだ ま」 と 「つ ば め」 、 た

った4本 を収 容 し、 実用 に 供 し た。 これ は固 定 プ ロ グ ラ ムの電 子 計 算機 で あ

り、 端 局 装置 も12組 と い うさ さや か な もの で、 停 車駅 に12組 置 き・1日
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に3,500座 席、15日 前か ら予 約 を行 な う とい う もので ス タ ー トし始 め た。

と こ ろが この運 用結 果 が非 常 に 好評 で、 機械 の稼 働 率 も99%を こ え、非

常 に 良 好 で あ った。 そ の後 幾 分 の 経 験 を得 て、 全 国 的 な座 席 予 約 の集 中 管理

方式 の着 手 に か か り、 全 国系 のMARSシ ス テ ムが で きあ がb、 昭和39年

2月 か ら運 用 を 開 始 した。 これにMARS-101と 名 前 をつ け、 これか ら全

国 系の ソフ トウエア ーを も とに した 座 席予 約 シス テ ムがで き あが った 。 これ

は 中央 装置 にMARS-101と い う もの を置 き、 端 局装 置 を83台 、 全 国

の主 要 駅 や 交 通公 社 の 営 業 所 に設 置 し、 使用 を 始 め た。 取b扱 い 座 席 は1日

に3万5,000座 席 で あ る。 又 従来 の15日 前 か ら の予約 と い うの も、いろい

ろ な経 験 か ら8日 前 か らの 予 約 とい う こ とで 開始 した。

そ の 後 の需 要 も どん どん 伸 び、 昭 和40年10月 に 麗ARS-102と い う

の を つ く り、 新幹 線 も これ に収 容 して い くことに な った。 更 に294組 の 端

局 装 置 を追 加 し、467台 の 端 局装 置 を 持 って取 り扱 い を 開始 し、 現 在 に至

っ てい るが 、467台 の端 局 装置 で大体1日 に13万 座 席か ら15万 座 席 を

扱 っ てい る。

こ の10月 に ダ イ ヤ改 正 が あ るが、 この と きに大 幅 に優等 列 車 もふ え、 地

方 に も端局 装 置 を増 加 し、 「み どbの 窓 口」370ヵ 所 の他 に、 さ らに地 方

の販 売 セ ン ター とい う もの も加 えて、852台 の端 末 装 置 を 設置 した。 中央

装 置 には101、102の ほ か に103と い う もの を設 置 して 、 大体1・000

本 の 列車 で33万 座 席 を扱 う シス テ ムに な ろ うと し てい る。

こ こで予 約 が ど うい うふ うに行 なわ れ るか と い う ことを簡 単 に説 明 す る と・

た と えば 「み ど りの窓 口」 に、11月3Hの 「ひか り」 の20号 の1等 で 新

大 阪 か ら東 京 ま で お とな1人 を欲 しい と い うお客 さん が来 た と す る と、 現 在

の装 置 で は、 まず係 員 が 列車 の活 字棒 と、 それ と新 大 阪 と東 京 とい う停 車 駅

名 の 入 った 活字 を 取 り出 して、 端局装 置 に セ ッ トす る。 あ と 「ひか り」 の

20号 とい う20の 数字 とか、3日 の3と い うと ころ とか、1等 とい う、ボ タ

ン とか、 お と な1枚 とい う条 件 は 全部 押 しボ タンで セ ッ トす る。 全部 条件 が
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そ ろ うと準備 完 了 とい うラ ンプ が つ くの で、 そ こで発 信 キ ーを 倒 す と これ ら

の 注文 の内容 が 電 信 符 号 に 変換 され て、 国鉄 の マ イク ロ ・ウ ェー ブの 回線 を

通 って東 京 の秋 葉原 に あ る 中央 の セ ン タ]に 入 り、 そ こで 中央 装 置 のMARS

-101か 、102か 、103か に列 車 名 に よ って交 換 器 が 自動 的 に 振b分 け

る。 た と えば これ が103と い うの に入 って い る とす る と、103の コン ピ

ュー ター につ な ぐわ け で あ る。一 方、 コン ピュー ター の ほ うで は 係員 の思 い

違 い がな いか ど うか とか 、 電 送 中 の 誤 りが あ るか ど うか とい うよ うな こと を

チ ェ ック して、 あ と磁 気 ドラ ムに 記 録 され て い る 「ひ か り」20号 の台 帳 を

さが して、11月3日 の1等 に1座 席 あ きを さが し、 そ れ が見 つ か るとその

座 席 を割 り当 て て、 発 売 済 み とい うふ うに変 更す る。 料 金 も計 算 して、 先 ほ

どの通 信 回線 を今度 は 逆 に 通 って 端末 機 に答 え を返 してや る。 中央 装置 で は

コン ピ ュー ター がデ ュ ア ル ・オ ペ レー シ ョンを して お り、 同一 の 注 文 を並 列

で動 作 させ、 それ の 突 き合 わ せ を して、 ク ロス ・チ ェ ックを や っ て、2つ の

結果 が一 致 して い る とい うこ とを 確 認 した上 で 回 答 す る とい うこ とをや って

い る。 また 注文 の 内容 や 回 答 の 内 容 は すべ て ジャー ナル テニプ に と り、 記 録

して おい.てい ろん な あ との トラ ブ ル とか統 計 類 の処 理 に使 う。 端 末 装置 で は、

送 られた 回答 を 直接 印刷 機 で 特 急 券 の 形式 に 印刷 す るの で あ る。(図3-2)

発 信 キ ーを押 し てか ら回 答 が 戻 って くる まで の 間 の応 答時 間 は4な い し5

秒、 印刷 に8秒 ぐらい か か る。 お客 さん と料金 の や りとbも ふ くめ て、 結 局

1人 の お 客 さんに 普 通 は 大 体30秒 ぐらい で取 り扱 え る とい うふ うに な って

い る。 こん なか っ こ うで10月 か ら大体1,000Ptの 列車 の 座 席 とか寝 台 に

つ い て33万 座 席が 自動 化 さ れ る。 こ れ が 大体 全指定 席 の95%に 当 たb、

まだ100%自 動 化 と い うと ころ ま では至 ってい ない。
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2 シ ス テ ム の 設 計

国鉄 の座 席 予 約 の 特質 は座 席位 置 を指定 す る、 発 売個 所 が非 常 に 多い 、 前

売 り制 度 で あ る とい う3つ の特 徴 が あ る。

航空 機 の よ うな場 合 だ と数 量管 理 をや って い る よ うで あ るが、 国 鉄 の列 車

は非常 に長 くて、 大 体2～300メ ー トル あ る。 そ こで 旅 客 の誘 導 が 数量 管

理 だ けだ と非 常 にむ ず か しい とい う点 もあ り、 また1つ の 列 車 の定 員 に し て

も600名 か ら1,000名 とい う非常 に 大単 位 の もの を扱 うた めに 、 座 席位

置 指 定制 を と ってい る。 しか もそ の1座 席を た とえば 東京 か ら熱 海 まで 乗せ

れば 、 熱 海 か ら先 を また 次 の お 客 さん を乗 せ る とい うふ うに、1つ の座 席 を

分 割 して使 用 す る とい う こ とで 、 座 席 ご との管 理 をや って い る。

次 に 、発 売 個所 が非 常 に 多 い と い うの は、 駅 の数 が 全国 で5,000ほ ど 志

り、 交 通公 社 が700ぐ ら いの 営 業 所 を持 って い る が、 そ こで 予約 の 受 付、

切 符 の販 売 が行 なわ れ るが、 端 局 装 置 は限 定 して置 か な けれ ば な らな い。 全

部 そ う い うと こ ろに置 くわ け に い か な い の で、 端局 装 置 は限 定す る けれ ど も、

全国 の 出先 か ら ど こか らで も予 約 で き る よ うに しな けれ ば い け な い と い う点

も1つ の特 色 で あ る。

第 三 に、 前売 り制 度、 予 約 とい って い るが、 実 は予約 で な く・ 予約 即 販売

で あ る。 そ う い う点 で はむ しろ料 金 の計 算 な ど も中央 で 集中 的 に取 り扱、うと

い う こ と もで き るの で、 便 利 な点 もあ る。

(1)要 求 され る機 能

どん な点 が座 席予 約 シ ス テ ムに つ い て要 求 され るか とい うと・ まず一 般

的 に は、 とに か く早 く結 果 が 出な け れば い けな い、 数秒 間 で予 約 が 行 な わ

れ なけ れ ば いけ な い とい うこ と、 それ か ら扱 い誤 りを防 止 しな けれ ば いけ

な い と い う ことで ある。 取 り扱 い者 が や って い る と、 これ は人 手 作業 の と

きか らそ うな の だ が 、 非 常 に 間違 いが 多 い。 この 間違 い をい か に して 減

らす か と い うこ とがた いへ ん な 問題 で あ り、 そのた め に 切符 を 自動 的に 印
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捌 し て し まい、 人 手 の 介 入 す る余 地 を な くす と い う方 式 を と ったわ けで あ

る。 又、 関 連 業 務 の近代 化 で窓 口の事 務 とか 審 査 業 務、 統 計業務 な ど もつ

いで に コン ピュ ー ター を用 い てや る こ と も考 慮 す る。 座 席予 約 制度 は途 中

で し ょ っち ゅう列 車 の 改廃 があ った りダ イ ヤの改 正 が あ った り、料 金 の改

正 が あ った り、 停車 駅 が変 わ った りす る。 そ う い う点 に も対 処 で き る よ う

に十 分柔 軟 性 を持 た せ な けれ ば い け な い。 しか もそ の取 り扱 いが容 易 で な

けれ ば いけ な い。 それ か ら、 昼 夜連 続運 転、24時 間に 近 い運 転 が行 なわ

・れ るの で
、 そ め間 確 実 に稼 働 しな けれ ば いけ な い とい う こと、 そ のた め に

並 列 運 転 と い う方 式 もと って い る。

も う1・っ、 これ は ま た重大 な こ とで、 あ と で また 説 明す るが、 発 展 性 を

ど うい うふ うに 考 え るか と い うこ とで ある。 予 約 業 務 が 今後 も増 大 して い

く、 そ して 端局 装 置 も中央 装 置 も、 機能 も数 量 も増 して い くこと に対 して

ど う考 え てい くか とい うこと も、 シス テ ム設 計 の基 本 の 条 件 にな ろ うか と

思 う。

具体 的 に 窓 口 サ ー ビスか ら どん な こ とが要 求 され るか とい うこ とを若 干

述 べ る。 窓 口 サ ー ビス に つ い ては まず駅 や 交 通 公 社 の す べ ての 窓 口 に端 末

装 置 を置 くわ けに は いか な い。 経 済 的 に 引 き合 わ な い とい う ことで、 あ る

基 準以 上 に販 売 実 績 の あ る窓 口に端 末 装 置 を置 き、 それ 以下 の 残 りの 中小

窓 口 は直 接 予 約 を 端 末装 置 か ら取 り出 さ ない で、 中 継 して設 置 し てあ ると

ころか らや って もら う、 電話 で依 頼 す るか っこ うにす るわ け で あ る。一 般

の駅 に置 か れ る端末 に は もち ろん 、 発売 と い う機 能 が必 要 で あ る。 これ は

お 客 さん の 希 望 す る 日時 の どの 列 車 の どの区 間 の何 等 の 座席 、 あ るい は寝

台が何 故 と い うふ うに 発 売で きな けれ ば い け な い。

又、 フ ァイ ルの 変 更 を要 しな い、 た だ聞 い て み ると い うだけ、 とい う照

会 とい う機 能 もつ け る必要 が あ る。 そ の場 合 に は残 りが どの くらいあ るか

とい う こ と も窓 口に 知 らせ る必要 が あ る。 又 た と えば新 大 阪 か ら東 京 まで

とい う よ うな場合 に は運賃 と指 定券 の 区 間が 一 致 す る ので 、 そ うい う場 合
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に は一 挙 動 で座 席 指定 料金 を含 め た切 符 を 買 え る動 作 とか、 あ る いは発 売

要 求 を して 答 え が ノー とな った場 合 に、 そ れ で は かわ りの列 車 が あ るか ど

うか、 そ うい った条 件 を 出す こ とも 必要 に な って くる。 そ れか ら先 ほ ど は

座 席 の個 々 の位 置 の 発 売 とい った け れ ど も、 列車 に よ って は定数 の発 売 、

数 の発 売 で い い場 合 も あ る。 そ うい う機 能 も持 た せ た い。 又 た とえ ば 東北

線 か ら北 海 道 へ 乗 り継 いで い くお客 さん とか 、 新 幹 線 か ら山 陽線 の特 急 に

乗 って い くと い う よ うな お 客 さん に対 して は 、一 挙 動 で 自動 的 に 販売 で き

る よ うな もの に した い。 そ うい った よ うな、一 口に 販売 とか 照会 とい って、

幾 つか の 変 形 操 作 や 特殊 な 操作 を 受 け請 わ せ た い とい う こと、 それ らが一

般 の駅 に 対 す る、 一 般 の形 に対 す る要 求 な の で あ る。

しか し、 中 継 を行 な う駅 では そ の ほか に 取 り 消 し とい う機 能 も必要 で あ

る。 取 り消 し と い う機 能 は、 指 定座 席 の発 売 に対 す る裏 返 しで あ り、 そ の

座 席 を取 り 消す とい う こ とにな るわ け で あ る が、 これ は 実 は あ とで述 べ る

が、 非 常 に や っか い な 誤 操 作が 入 って くる可 能 性 が あ り、 一般 の駅 では や

らせ て いな い。 号 車 指 定発 売 の 機能 とか 座 席指 定発売 の機 能 も、 中継 を行

な う駅 で は持 た せ て い る。

その ほ か セ ン タ ーで は座 席 が どん な ぐあ い に とれ て い るか とい うこ と を

表 示 す る ため に 座席 の位 置 を 図形 的にあ らわ す こ と もや って い る。 前 掲 図

3-2の(71頁)に あ る.のが一 般 の駅 に あ る端 末装 置 で あ る。 これ は 直

接 発 売 す る一 番 簡 単 な 形 態 の もの で、 印刷 機 と操作 盤 が 窓 口要 員 の と こ ろ

に あ り、 制 御 機 は ど こか 部屋 の片 す みに 置 い て あ る とい うよ うな か っ こ う

で あ る。(83頁)掲 載 の 図3-5が 中継 用 の端 末 で、 上 に変 な もの を し

ょって い る が、 こ こ の と ころに 座 席 の とお り に販 売 状況 を 図形 に あ らわ す。

す なわ ち 、1車 輌 の 形 態 の ま ま売 れ て い る座 席の と こ ろに ラン プ が つ く と

い ったか っ こう で表 示 され る。

こ うい った こ とが窓 口装 置に 要 求 され る こ とで あ り、 一 般 の予 約装 置 に

つ い て は、 そ の ほか に 中央 装置 の 座席 フ ァイル の 管理 とい うの があ るが、
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これ は列車 が休 み な く運 行 され て お り、 同 じ列 車 番 号 の もの が 翌 日また 走

る、 翌 々 日 もま た走 ると い うこ とで 、 フ ァイルの 発 生 ・消滅 が 絶 え ず繰 り

返 され て い るわ けで あ る。

又 、1週 間前 に 発売 す るわ けだ が、 発売 に先 立 ち 、 これ だ け 売れ る と い

うの を 中央 装 置 で カ レン ダ ーを更 新 し て、 座 席 の フ ァイル をつ く ってや ら

な け れば い け な い。 だ ん だ ん 売 れ て、1週 間 た って 全部 売 れ て しま うと、

また 新 た な列 車 の 座 席 を そ こに 書 き込 む とい うのが 毎 日の作 業 で、 これ が

座 席の フ ァイル の 管 理 に な る。 この作 業 は、 深夜 の 受 け付 け停 止 時 間 が若

干 あ るの で、 そ の 間 に や り、 翌 日の9時 か らの発 売 開 始 に備 え るわ けで あ

るo

そ のほか 増 結車 が あ る場 合 に、 増 結 の手 配 とか、 あ るい は一 部 の列車 を

や め る とか そ う い った こと が、 中央 で フ ァイル の管 理 が 自由 に で きな け れ

ば いけ な い。 こ う い うこ とが一 般 の座 席 予約 シス テ ムにつ い て の要 求 され

る事 項 に な る。

各 種 の統計 ・報 告類 だ が 、 座 席 フ ァイ ル の内容 が 刻 々変 化 して い くけれ

ど も、 そ れ は旅 客 の輸 送需 要 をそ の ま まあ らわ して い るわ け で、 そ こか ら

得 ら れ る情 報 を もと に して 販 売 面 ・輸送 面 の ア クシ ョンを と る こ とが 望 ま

しいわ け で あ る。 そ の 典 型 的 な例 が発 売通 知 書 とい い、 車掌 が そ の列 車の

座 席 の発 売状 況 を知 り、 車 内 で の活動 に役 立 て る とい うた め に 使 う。 列 車

が 発 車す る直 前 に な ると コ ン ピュー ター か ら紙 テープ の 形 で 取 り 出 し、 始

発駅 の ほ うに電 送 す る。 これ は 各座 席 の 区 間 ごとの 発売状 況 が し る され て

い る。 又 、 ワ リホ とい って、 発 売期 間 中 の発 売状 況 を 各主要 駅 に 通 報 す る、

そ して 販 売活 動 の た め の 資料 に す る。

そ の ほか い ろん な料 金 日報 、(そ の端末 で どれ だ け売 れ た か、 何故 売 れて

売上 金 額 が ど うだ った か と い う こ と)そ れ を支 社 毎 に ま とめ た料 金 月報 と

か、 ど の駅 で ど うい うふ うに 降 りた り乗 った りして い るか、(こ れ は 新幹 線

駅 に つ い てや って い るが)新 幹 線 の駅 別 乗 降 明細 表 と か、 こうい う もの は
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定 期 的に と ってい る。 そ の ほか端 末 の装 置 別 の 受 け付 け状 況 だ とか 、 列 車

別 の謝 絶 件数 、 これ は ノー と出 た 統計 で 、 潜在 需要 を 示 す もの だ が、 こ う

い う もの は手 作 業 で と ろ うと す る とた いへ ん な ことに な るが、 ジャ ー ナ ル

テ ープ か らと る と比較 的簡 単 に とれ る。 そ の ほ か区 間別 ・列 車 別 の 発 売効

率 とか 、端 局 の 呼 数 の分 布 とか い ろん な もの を と るよ うにで きて い る。

(2)シ ス テム設 計 上・と くに考 慮 す べ き点

この シス テ ムの 設 計上 特 に考 慮 す べ き点 に つ いて は、 まず 信 頼 性 の面 で

あ る。 信頼 性 には2つ の 面 が あ り、 稼 働 率 と して評価 され る 面 と、 誤 り率

とい う面 があ る。

MARSは 毎 日4時30分 か ら23時50分 ま で約20時 間に わ た って

連 続 運 転 す る が、 そ の 間 夜行 列 車 に乗 る直 前 の お客 さん もい る し、 とに か

くとめ て は非 常 に迷 惑 す る人 が た く さん 出 る。 そ こで稼 働率 は厳 格 に 目標

が 定 め られ て い る。 た と えば これ を99.99%に す る と、8日 間で1分 ぐ

らい の ダ ウン しか 許 され な い と い う こと にな る。 この実績 は 図3-3に 示

す よ うに、 稼 働 率 は99.9%近 くい って い る。101の ほ うが 先 に で き た

の で ど うし て も稼 働 率 が 落 ち て い るが、 い ろ んな 信頼 度 向上 策 を や り、 や

は り102の ほ うが で き・が よ くな って、99..9%以 上 に な って い る。

もう1つ の 面 は誤 り率 と い う ことだ が、 リアル タ イムの処 理 で 、一 た ん

誤 った処 理 を して し ま う と、 あ とで 気 が つ いて も フ ァイル を もと の状 態 に

直 す と い うこ とが非 常 に む ず か し い。 そ こでMARSシ ス テ ムで は初 め は

10万 件 に1件 くらい の 誤 り率 を 当 初の 目標 に した が、 シ ス テ ム全 体 を考

え る と適 当 に それ ぞ れ の信 頼 度 配分 を経 済 的 に考 えな けれ ば いけ ない。

こ こで は 中央 装 置 が一 番 重 大 な 影 響 を及 ぼ す の で、 中央 装 置 に つ いて 若干

述 べ る。

中央 装 置の 信頼度 を 上 げ るに は 素子 とし て長 寿 命の もの を使 う こ とと か、

安定 した 回路 設 計を す る とい う こと もあ る が、 も う1つ は 冗 長 度 を適 当 に

持 た せ、 全体 の 信頼 度 を高 め る とい う方法 であ る。MARSで もそ うい う
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点 が よ く考 え られ て お り、 中央 装 置 の主要 部分 を二 重化 して、 常時 並 列 運

転 す るデ ュア ル 方 式 を採 用 して い る。 この デ ュ アル 方式 は2台 が別 の 仕事

をす るい わ ゆ るデ ュー プ レ ック ス方式 と は、 計 算 の上 では2台 が 同 時に故

障 す る確 率 は ほ とん ど差 異 がな い か も しれ ない が 、 デ ュアル 方 式 の場 合 に

は両 方 の処 理 結 果 を つ き合 わ せ て ク ロス ・「チ ェ ックが で き る と い うこ と と、

フ ァ イル も二 重 に 持 って い て、 片 っ方 が や られ て も片 っ万 が 生 き てい る。

し た が って 回復 も容 易 で あ るし、 切 りか え も早 い と い った点 で非 常 に す ぐ

れ た 点 が あ ろ うか と思 う。

稼 働 率 向 上 の た めの 方式 とし て は、 故 障 の停 止 時 間 を極 力短 くす るこ と

で あ り、 回 復 措 置 の 自動化 もず い ぶ ん考 え られ て い る。 又 、 シ ス テ ムの1

部 が故 障 にな って も全体 の シス テ ム を ダ ウン させ な い と い う こと で、 いわ

ゆ る フ ェ イ ル ソ フ トと い う考 え 方 も取 り入 れ て い る。 具体 的 に は座 席 フ ァ

イル に収 容 され て い る磁 気 ドラ ムの1台 が故 障 に な って も、 そ の フ ァイ ル

だ け がだ め に な って、 ほか の 列 車 の もの は生 き てい る とい うか っ こ うに 構

成 され て い る。'

故 障 の修 理 のた めに、 あ るい は運 用上 のた め にデ ュ ア ル運 転 を して い て

も、 単 独 運 転 を 強制 され る とい う機会 が相 当 あ り、 こ うい う場 合 に も信 頼

性 を確 保 す る た めに い ろ いろ くふ うを して い る。1つ は蛍 独 運 転 時 に も コ

ン ピュ ー ター と し て は1台 しか 使 えな いが、 座席 フ ァイ ルだけ は並 列 に 接

続 して、 同 じ よ うに更 新 して つ き合 わ せ、 ス ルー プ ッ トが低 下 す る とい う

こと を避 け る。 も う1つ の方 法 は、 同 じ処 理 を2回 繰 り返 して 前後 の 処 理

結 果 を比 較 す る。 これ で、 中央 装置 の一 時 的 な故 障 は検 出 され るわ けだ が、

2度 や ってみ る と違 った 結 果 が 出て くる の で、 イ ン ター ミ ッテ ン トの エ ラ

ー は そ うい う もの に よ って摘 出 され る。

磁 気 ドラ ムに記 憶 され て い る座 席 フ ァイ ルの バ ック ア ップ と し て、 定期

的 に磁 気 ドラ ム の内 容 を磁気 テ ープ に ダ ンプ し て、 あ る時 点で 磁 気 ドラ ム

の表 面 が何 か の か げ んで 乱 され て しま った と い う と きに は、 前 に ダ ンプ し
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た と きの状 態 を まず復 元 し て、 そ れ か ら ジ ャナ ル テ ープ を 利 用 して そ の後

の 受 け付 け を も う1回 再 現 し てみ る、 そ して事 故 の 直 前の 状 態 に まで持 っ

て い くとい うや り方 で 自動 回復 プ ロ グ ラ ムを開 発 してお り、 こ れ を アルプ

ス と い う名 前 を つ け て呼 ん でい る。

特 に考 慮 す ぺ き 点の 第2は 入 間 と機 械 とい う ことで あ る。 人 間 と機 械 が

接触 す る部 面 は端 末装 置 と中 央装 置 で、 プ ログ ラ マーや 操 作員 な どが あ る

が、 特 に端 末 で は十 分 入 間工 学 的 な検 討 を 加 え る必要 があ る。 た と えば 、

申 し込 み を す る とき に必要 な ボ タン を押 し て、 日付 の32日 とい う よ うな

明確 な誤 りは な るべ くボ タン で 排 除 し、 押 せ ない よ うにす る。 それ か らや

や 複雑 な 論 理 の矛 盾、 た と えば 停 車 しな い駅 の と ころを要 求 してみ た り、

寝 台 車 がつ い て い ない の に寝 台 を要 求 して み た り とい った もの に 対 し て は

・再 考 とい うラ ンプ で表 示 して、 中央 装 置 で チ ェ ッ クし、 もう1回 要 求 し直

し させ る と い う こ とをや って い る。 途 中の電 送 上 の パ リテ ィ エラー は再 送

ラ ンプ を つ け て、 も う1回 発 信 させ る。

次 に シス テ ムの 融通 ・拡 大性 だ が、 これ は案 外 大 事 な ことで あ る。 蛍 純

に考 え ると、 中央装 置 で も非常 に余 裕 の あ る もの を先 に置 い てお けば よ い

とい うこ とに な るか もしれ な いが 、 そ うす る と当初 はむ だ に な ると い うこ

と とか、 質 的な 拡 大、 あ るい は業 務量 の量 的な 拡 大 と い う もの の先行 き の

見通 しが非 常 に 困 難で あ る。 又 、 現 在 の予 算 に も制 約 され る。 現 在 の 技術

的な 限界 も あ る。 将 来 は も っと うま くい きそ うだ とか、 い ろん な ことが あ

るo

MARSシ ステ ムは これ ら を手 戻 りな く拡張 で き る よ うに考 え、 電 信 交

換機 で振 り分け て 中央 装 置 を選 ん で い く..中 央 装置 は8個 まで 接 続 が で き

る と い うふ うに して お り、端 末 装 置 もそ れ に 伴 っ て拡 大 で き るシ ス テ ム を

考 え た わ け であ る。 こ うい った よ うな シス テ ムの拡 張 性 は どんな 設 備 につ

いて も一 応 十 分考 えて お く必要 が あ ろ うか と思 う。
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3 シ ス テ ム の 構 成

それ で は次 に、 シス テ ムが ど うい うふ うに 構成 され て い るか とい うこ とで

あ るが、 端 末 装置 は 先 ほ ど説 明 した よ うに、 全 国 の どこ の 出札 窓 口 に も置 く

わ け に い か な いの で、 大 体200枚 以 上発 売 す る よ うな場 所 に置 け ば どの く

ら い カバ ーす るだ ろ うか とい う こ とを考 える と、90%以 上 が そ れ で確 保 さ

れ る。 小 さ な駅 は数 は 多 くて もほ とん ど主 要 な と ころ で発 売 され て しま うと

い う こと で、 端 末 装 置 の配 置 を考 えた。 そ の結 果 と して 図3-4の よ うな個

所 に全 国 で852台 の 端 末装 置 が 配 置 され て い る。

端 末 の 形 態 と して は一 般 の駅 や 交通 公 社 で た くさん発売 す る形 の もの と し

て 前掲 図3-2(71頁)に あ るA型 の座 席 予約 端 局 装 置 とい う もの を置 い

て い る。 同 図左 手 に あ るの が 印 刷機 で、 切 符 を 印刷 す る もの で あ る。 真 中 の

が操 作 盤 で、 きわ め て 必要 な もの だ け の ボタン が並 ん でい る。 日付 と、 大 人

何 故 、 子 供何 枚 と い うよ うな こ と と、 予約 で あ るか照 会 で あ るか 、 それ だけ

が ここ に ボ タンが あ り、 上 の ほ うに イ エス とか ノー とか、 も う1回 送 れ とか

い うラ ンプ が つ く。

又 、 これ は一 番 数 が 多 くて一 番 単 純 な もの だ が、 これ に、 取 り消 し とか 号

車 指 定 とか座 席 の個 々の 指 定、 彼 女 の そば にす わ りた い とい うと きに 座 席 を

指 定 しな けれ ば いけ な い が 、何 号車 の 何 座 席 の ど こを 指 定 した い と い うふ う

な こ とを や らせ る機 能 をつ け 加 え た の がB型 で、A型 と同 じ よ うな もの で、

もう ち ょっと ボ タン の数 が 多 くな って い る。
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図3-5C.D型 操 作 盤
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中継 用 と い うの が図3-5に 示 し た も ので あ るが、 これ は切 符 を 直 接 印刷

しな い で、 電 話 に よ って中継 す る方 式 で、A・B型 で は列車 名 、 駅 名 を 活 字

棒 で セ ッ トす るが、C型 で は そ れ らを ピン を差 す こ とで行 う。 ピン を差 す と

ころは マ ス クが本 の よ うに ペ ー ジで め くれ る よ うに な ってお り、 ち ょ うど時

間 表 をめ く ってい る よ うな か っ こ うに な る。 それ で何 ペ ー ジを 開 けば 、 一 番

角 の と ころ が東 京 駅 とか、 何 ペ ー ジな ら同 じ ピン の位 置 が大阪 駅 だ とか、 ワ

クの と ころ に い ろい ろ書 いて あ り、 何 ペ ー ジめ く った と きの位 置 で あ ると い

うこ とを マイ ク ロス イ ッチ で判 別 して 列車 名 とか 駅 名 を表 示 す る。 こ の よ う

な 各種 様式 の端 末機 をつ くって 適 当 な数 を組 合 わ せ て 配置 して い る わ け で あ

るo

先 ほ ど の操 作 の説 明 を 少 し追 加 す るが、 一 般 に は前掲A型 の座 席 予 約 の端

局 装置 に つ い て 説明 す る『と、 印 刷機 の まん 中 の上 の と ころにち ょ っと黒 い も

の があ るが 、 こ こに穴 が あい て お り、 印刷 の 活 字 棒 を差 し込 む。

図3-6の 活字 棒 とい うのが そ れ で、 本体 は普 通 の名 前 や何 か の 活 字 と同

じよ うな判 で、 た だ そ の横 に穴 を あけ て あ って、 駅 名活 字 は12ビ ッ トの穴

を あけ て お き、 この穴 の組 み 合 わ せ で駅 名 を 読み取 る方式 に な って い る。

列 車名 に つい て も同 じ よ うに横 に穴 が あ いて お り、列 車名 活字棒 、 駅 名活 字

棒 を穴 に差 し込 ん で セ ッ トし、 又 必要 な ボ タン を セ ッ トした 後 発 信 キ ーを 押

す と、 これ を読 み込 ん で 中央 装 置 に 伝 達 され る。

中央 の中継 用 の もの は図3-5に 示 す よ うな もの で、 盤 面下 部 に あ るのが

A型 と同 じよ うな ボ タ ンで ある。 そ の上 に 本 の よ うにな って い る の が、 ピン

を差 す と こ ろで、 この横 長 に黒 く見 え る と ころ に穴 が あい てお り、 そ こか ら

ピン を差 す。 何 ペ ー ジめ くった か とい うこと は、 本 の背 の と ころに マ イク ロ

ス イ ッチ を つけ てお き 、 何 ペ ー ジを 開 い て い るか とい うこと を読 み と る。

た と えば、 東 海 道 本線 で あれ ば東 海 道 本 線 の と ころ をめ くる と、 ペ ー ジの左

側 に列 車 番 号が 並 ん で い る。 右 側 に は停 車 駅 が並 ん で い る。 適 当 な と ころに

ピンを 刺 す と、 ち ょ うど活字捧 を刺 した の と 同 じ よ うなか っ こ つに な って・
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全体で560組

端局装置

端局装置

端局装置 ∩

ー

oo

ゆ

1端 局装置

端局装置

端局装置

集

線

装

置

送受信制御
装 置

32/64

時 刻 表
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電

信

交

換

機

鑛
議

時
計
三
主

磁気テープ
制御 装 置

128/160

磁気テープ
装 置 3

ノ

288/288

座 席 台帳
計 算

帳

ム

台

ラ

席座

ド

制 御 卓

4

入出力装置×2

圭計算機

時 刻 表
計 算 機

時 刻 表

ド ラ ム

座席 台帳
計 算

磁気テープ
制御 装 置

座 席 台 帳1

ド ラ ム

磁 気 テ ープ1

装'置

4

3

※

MARS-101中 央 装 置

時 刻 表
ド ラ ム

時 刻 表
計 算 機

主計算機

MARS-102中 央 装 置

磁気テープ
制 御 装

※実装/容 量

1磁 気 テー

装
×2

座 席 台帳
計 算 機

送受信制御
装 置

96/96※

1座 席 台 帳

ド ラ ム

制 御 卓

12

主計算機

時 刻 表
計 算 機

時 刻 表

ド ラ ム

入出力装置×2

座席 台帳
計 算 機

1座 席 台 帳

ド ラ ム

入出力
装 置

磁気テー
制 御 装

1
計算機

磁気テー ×2磁気テープ
制御装 装 置

L-一 ー オフ。イ。計ww _」

3

×1磁 気 テ ー プ2

置

図3-7MARS構 成 図
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図3-8にMARS103の 構 成 が書 い て あ るが、'オ ン ラ イン の コン ピュー

ター の デ ュア ル オ ペ レー シ ョン をや って い る ので、2系 統 同 じ もの が あ る。

そ のほ か に102、103の 時 か らは オ フ ラ イ ンの コン ピュー ター を持 ち、

・結局 パ ッチ処 理 な ど は オ フ ライ ンの コ ン ピュー ター でや らせ る よ うに変 え た
。

このMARSの 計 算 機 の特 色 で は、 中央 処 理装 置 を 中心 として 送 受 信 制 御

装 置、 テ ーブ ル フ ァイル制 御 装 置、 座 席 フ ァイ ル制 御 装 置 が く っつ いて お り、

そ れ らは い ず れ も独 立 の制 御 部 分 と記 憶 部 分 を持 った 一種 の ハー ドウ ェアの

コ ン ピ ュー タ ーで あ り、 各 々2系 統 持 ち、 全 く同 じ処 理 を2系 統 でや って い

くか っこ うに な つ て い る。

オ ンラ イン系 と オ フ ライ ン系 の 間 とか、 あ るい は 中央 装置 間 のデ ー タのや

り と りはミ101と102は 同 じコ ン ピュー ター だ が、103はIC化 され

たHITAC8400で あ る。 そ こ でデ ー タ ・コ ンバー トの 必要 が で て くる。

デ ー タ通 信 網 に つ いて だ が、MARSの デ ー タ通 信 回 線 は ほ とん どす べ て

国 鉄 の 自営 の通 信 網 を使 って お り、 しか も専 用 に これ に当 てて い る。 そ して

端 末 装 置 に も集 線 機 能 をつ け て、 同 じ窓 口に あ る何 個 か の端末 を集 線 して ど

こか に 集 め て い る。 また ある個 所に は集 線装 置 を設 け、 何 段 か集 線 した あ げ

くに コ ン ピュー ター につ ない で い るが 、 この 方式 に よ りか な り回線 効率 を上

げ てい る。

通 信 方 式 も6単 位 か5単 位 の調 歩 式 を と らな いで、 図3-9に あ る よ うな

符 号方 式 を と り、 局 選 択符号 、 これ は列 車 番 号 か ら くるわ けだ が、 端局 番号

とか 操 作 種 別 とか い うの を4単 位 に あ らわ して 、 そ れ に パ リテ ィー`ビ ッ ト

をつ け、 これ を1べ ん に送 って し ま う。 叉 、 多単 位調 歩式 とい うか 、70ビ

ッ トとか140ビ ッ トごと に ス ター ト ・ス トップ を入 れ て伝 送 効率 を上 げ る

と い う方 式 を と っ て い る。 通 信 速度 は50ボ ー の半 二 重通 信 で あ る。 先 ほ ど

述 べ た 集 線 装 置 を 通 り、 集 源 待 ち合 わ せ 方 式 で 中央 につ な が ってい くか っこ

うにな る。
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じ

18日 発 、 ひ か り17号 東 京 一 新 大 阪2等 大 人1枚 の 要 求 符 号

内 容 項 番 8 4 2 1 ㊧1
P

記 事

局選択符号 0 0 1 0 0 0
接続される中央装置を示す

4=MARS-102

予備符号 1 0 0 1 0 0
端局形式を示す

2=X形

端 局番 号A桁

〃B"

〃C〃

2

3

4

0'

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

1

0
}

端局番号を示す(2進)
257=東 京駅の装置

操作種別 5.

、

・ol
0 0 1 0 1=発 売(予 約)

A-・

等 級 6 0 0 0 1 0 1=2等 座 席

割引種別 7 0 0 0 0 1 0=割 引な し

座席数

列車群番号A桁

〃B〃

8

⑰2
0

9

0

0

0

1

1

1

0

0

0

0

1

0

0

1

0

4・=大 人1人

v獅_
5417=ひ か り17号

ノ

列車番号10位 桁
〃 単位桁

10

11

0

0

O

l

0

1

1

1

0

0

乗車駅100位 桁
〃10位 〃

〃 単 位 〃

12

13

14

・

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

0 }
乗車駅 を示す

1=東 京駅

降 車駅100位 桁
〃10位 〃

〃 単 位 〃

15

16

17

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

1

0

1

1

0
}

降車駅を示す

34=新 大阪

日 付10位 〃

〃 単 位 〃

18

19

0

1

0

0

0

0

1

0

0

0

H

⊃・

日付 を示 す

18=18日

㊧1.奇 数 パ リ テ ィ

㊧2.局 選 択 符 号 を 再 送 出 す る 。

送 出順 序 は、 項 番0の8→4→2-→1→P、 項番1の8→4-、2→1→P… …

'項 番19の8→4→2→1→Pで
、 計算 機 に は1～19の95ビ ッ トが 送 り込 まれ る。

図3-9送 受 信 符 号 構 成 例
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ひか り17号 の 要求 に 対す る 中央 装 置 か らの 回答(受 信)符 号

内 容 項 番 8 4 2 1 P 記 事

予備符号 1 0 0 0 0 1

P
■

回答種別 2 0 1 0 0 0 4=予 約YES(料 金1種)

号車 番号10位 桁

〃 単位 〃

3

4

0

0

0

0

0

0

A

1

1

0

0

号 車番 号 を示 す

} 11=11号 車一

ブ・ック番 号10位 桁

〃 単 位 〃

ち

6

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

,

ブ ロ ッ ク番 号 を 示 す

} 1=1ブ ロ ッ ク

座席位置 若番

〃 老番

7

8

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

座 席 位置 を示す

> 8=A席

料 金A10,000位 桁

"A100"

"A10"

9

10

11

0

0

0

0

1

0

0

1

0

1

0

0

0

1

1

料 金 を示 す

160=1β00円

予 約 番 号100〃

〃10〃

〃 単 〃

12

13

14

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

0

1

1

0

、

予約番号を示す

「638=予 約鶴638

受信順 序は 項番1の8→4→2→1→P、 項番2の8→4→2-→1→P… … …項 番

14の8→4→2→1→P

電 源無 停 電装 置 と空 調 に つ い ては 省 略 す るが・MARS101・102・

103と 全部 で き る と、 秋 葉 原 の8階 建 の ビルに 機 械 が一 ぱい に な って しま

うの で、 集 中制 御 監 視 盤 と い うも の をお き、能 率 よ く使 う・ あ る い は要 員 を

節 約 す る とい うこ とをや って い る。
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4 中 央 装 置 の ハ ー ド ウ エ ア ー

中央 装 置 のハ ー ドウ ェア は、 端 局 か ら呼び が入 って くる と、 電 信交 換 機 を

経 て送 受 信制 御 装 置 に入 る。 こ こで要 求 され る機 能 と い うの は、 まず 回線 を

監 視 し て起 動 がか か った とい う ことを 判断 す る と、 受 信 の 準備 を行 な い、 端'

末 か ら先 ほ どの き め られ た順 序 に従 って情 報 が 入 って くる。 送 受 信 制 御装 置

で は ビ ッ ト単 位 で入 って くる ものを1バ イ トず つ に ま とめ て 中央 装 置 に送 り

込 み 、 異 常状 態 の検 出 をす る。 そ の受 信 が終 わ ると、 送 受 信 制 御装 置 は 中央

の処 理 装 置 の ほ うに制 御 を まか す。

中央 の コン ピュー ター、(103で い うとHITAC8400、 記 憶 装 置 は131

キ ロバ イ ト)は こ の情 報 を 受け 取 ると正当 性 の検 討 を し て、要 求 に応 じて テ

ー ブ ル フ ァ イル装 置 と い うほ うに くだす 命令 を作成 す る。 テー ブ ル フ ァイル

装 置 は ハー ドウェ アの コ ン ピュー ター に な って お り、 ドラ ムを た くさん持 っ

て い る。 こ の ア ク セ ス タ イ ムが10ミ リ秒 で2メ ガ ビ ッ トと い う容量 の テー

ブル フ ァ イル ・ ドラ ムを4組 制 御す る のが テー ブ ル フ ァイル ・コン トロー ル

で あ る。 この中 に は列車 に 関す る 必要 な情 報 が全部 入 って お り、 運転 日 とか

車 輌 編 成 とか、 停車 駅 とか、 粁程 とか、 停 車 駅 の発 車 時刻 とか 、 あ る いは列

車 の座 席 フ ァイル 上 で の ア ドレス な ど が記 録 され て お り、 中央 の処 理 コン ピ

ュー ターか らの コ マ ン ドに よ り関係 列車 の情 報 を取 り出 し、 中央 処 理 装 置 の

主記 憶 装 置 に 書 き込 む 。 次 に これ らの情 報 を 編集 し て要 求情 報 の論 理 矛 盾 を

チ ェ ック し、 座 席 フ ァイ ル制 御 装 置 に行 な わ せ る次 の命 令 を 作成 す る。 座 席

フ ァ イル ・ドラ ムと い うの は座 席 の 条件 が 全部 記 録 され て い る ドラ ムで、 座

席 フ ァイル ・コン トロー ル と い うの はそ の ドラ ム装 置 を12組 接 続 させ て い

る。 この シー ト ・フ ァイ ル ・ドラ ム と い うの もや は り同 じ よ うな ドラ ムで、

ア ク セ ス時 間 がや は り10msで 容量 が2メ ガ ビ ッ トとい う ドラ ムを使 って い

る。 そ の ドラ ムの 中 は5ト ラ ックで 座 席 の状 況 を し る し、2ト ラ ックの リフ
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ア レンス バ ン ドの ビ ッ トに よ ってデ ー タ ・バ ン ドの読 み 出 しとか 書 き込 みを

その コ ン トロー ル が制 御 して い るわ け だが、 指 示 され た座 席 デ ー タ を レ ジス

ター に 読み 込 ん で、 こ こで 指 示 に従 った 座 席 の サー チ を行 な い、 予約 す るな

らば それ を更 新 し、 更新 を行 な ったデ ー タを もと の位置 に戻 す 。 こ うい うこ

とを シ ー ト・フ ァイル ・コン トロー ルの 固 定プ ログ ラ ムに よ って行 な ってい

る。

中央 装 置 に お け るハ ー ドウェア と リアル タ イム処 理 の流 れ は以 上 の よ うだ

が、 ハ ー ドウェ アに 対 して要 求 され ること は まず 多 重 処理 を行 な うため に優

先 割 り込 みの機 能 を持 って い る こ と。 これ は処理 能 率 を上 げ るた めば か りで

な く、 異 常時 に は 緊急 の割 り込 み をか け て とめ る こと も必要 に な る。又 、 多

重 プ ロ グラ ムを や って い る関 係 で 、 他 の プ ロ グ ラムが 破壊 され ると い う危 険

性 に 対 して保 護 を行 う。 又 、 故 障 の と き の診断 を しや す くし、 故 障 に ょ る停

止 時間 を短 くす る。 す なわ ち、 早 く故 障 診 断す る ため に 、 ど うい う状 況 で故

障 が 出 て い るか とい うこ とがわ か る よ うに す るζ と が望 ま し い。

そ の他 大容 量 ラ ンダ ムア ク セス記 憶 は欠 くこと の 出来 な い構成 要 素 で あ り、

シ ステ ム コン ソー ル に は運 転 モ ー ド(並 列 運転 、 単独 運 転 等)を 指 定 で き る

機 能 や、 回線 閉塞 ・電 源 制御 の機 能 な ど も要 求 ぎれ る。

5 ソ フ ト ウ エ ア

MARS-103 、の 使用 開始 時 のプ ログラ ム は、 約11万 命 令 に 及 び 、 そ の

うちオ ン ラ イ ンで動 作 す る も のは 約6万7千 命 令 で あ る。

窓 口 か らの要 求 に 対す る処 理 の 流れ は 既 に概 要 を述 べ た の で、MARSシ

ス テ ム のプ ・グ ラ ムの種 類 につ いて 若干 補 足す る。

プ ログラ ムラ イ ブ ラ リー は大 き く分 け て運 転 制御 プ ログ ラ ム、 実 時 間処 理

プ ログ ラ ム、 非 実 時 間処 理 プ ログ ラム の三 つ に 分 け られ る。

運転 制御 プ ロ グラ ムは、一 般 の 電 子 計 算機 に 共 通 な運 転 に 関す る も の と、
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制御卓 か ら行 わ れ るデ ー タ の読 込、 運 転 等 実 時間 業 務へ の補 助 的作 業 を行 う

もの等 で あ り、 入 出力 プ ログ ラ ム ・テ ー ブル コ ン ピュー ター 、 座 席 フ ァイ ル

コン トロー ルへ の ロー デ ィン グプ ロ グ ラム ・外部 装置 の 制御 プ ログラ ム ・主

記憶 装 置 の 誤 りの処 理 プ ログ ラム ・電源 異 常 時 の処 理 プ ログ ラ ム ・割 込処 理

プ ロ グラ ム等 が あ る。

実 時 間処 理プ ロ グラ ム に は、 送 受 信制 御装 置、 テ ー ブル コ ン トロー ル、 磁

気 テー プ装 置等 か らの処 理 要 求 信 号 に よ って割込 み が成 立 す るプ ・グ ラ ム と、

プ ロ グラ ムで 優先 順 位 を 割 当 て たプ ・ グラ ムが 含 まれ て い る。 各 プ ・ グラ ム

に は端 局装 置 か ら入 って く る情 報 に 直 接 関与 し、 これ を処 理 す る機 能 と、 情

報 の内 容 に 関係 がな く、 同時 に 平 行 して処 理 され て い るい くつ か の呼 の相 互

間 の 関係 を 調 整 して い く機 能 とが あ る。 実時 間処 理 プ ログ ラ ム の制御 機 能 の

第1は 呼 を シー ケン ス に従 って次 々に 移 して い く こと で、 第2の 制 御機 能 は

割込 優先 順 位 の制御 で あ る。 現在 同時 に8件 まで の呼 を 中央 処 理装 置 内で処

理 で き る よ う・に な って い る。

非 実時 間処 理 プ ログ ラ ムに は実 時間 処 理 の合 間 に行 わ れ る もの と オ フラ イ

ン の処理 の プ ロ グラ ム とが あ る。 各種 報告、 統計 を 作成 す る もの が主 で 、 日

常 の運 用、 保 守 両 面 に 活 用 され て い る。

6.MARSシ ス テ ムの 発 展 の 経緯 と反 省

(1)MARS-1出 現 まで の研 究

MARS-1は 前 述 した よ うに昭 和34年 にで き あが った が、 そ れ に 至

る まで には 昭 和31年'ご ろか らい ろ ん な研 究 を始 め て、 昭和32.3年 ごろ

に い ろい ろ 電子 計 算機 に 関す る委 員会 を設 け検 討 してき た が、 昭和33年

に さ っきの 構 想 を立 てた 。 これ はち ょうど鉄道 の技 術 研 究 所 に 穂坂 さん と

い う方 と大 野 さん とい う方 が お られ 、 そ の方 た ち の優 れ た研 究 を基 に構 想

が 固 ま った わ け で あ る。 そ の基 本 設 計 に基 づ いて 日立 製 作所 で つ くって い
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た だ いたわ け だ が、 こ う して昭和34年 にMARS-1が 完 成 し た。 この完 成

した 昭 和34年 と い うと、 もち ろ ん新 幹 線 もな い し、 現在 の よ うな コン ピュ

ー ター とい うもの が 何 で あ るか とい う ことが全 然 わ か らな か った時 代 で、 一

般 的 に はそ んな こ とが で き るの か と い うよ うな不 信 時 代 と い うよ りも、 む し

ろ コン ピュー ター 無 知 時代 で あ った。 そ の中 で も一 部 の使 用者 に非 常 に 要 望

が あ った り、 あ る トップ に非 常 に理解 が あ った とい うよ うな こ とに さ さ えら

れ て、 まず1号 機 が で きた。

これ は 技術 課 題 と い う ことで研 究 が 開 始 され た。 初 め の技 術 課 題 で5,000

万 円の 支 出が 認め られ 、MARS-1が で き あが ったわ け で あ る。

(2)MARS-1実 現 に よ り得 た経 験

MARS-1は ハ ー ドウ ェアで 、 とにか く電 子計 算 機 な る もの で、 予 約 が人

手 で な く出来 るん だ と い う ことを 実証 した段 階 で、12台 の端 末 で対 象 も4

個列 車 で は あ った が 、 非 常 に うま く動 い た とい う こ とで 、 そ の後 の発 展 を 容

易 に し て くれ た。 だ が、 この よ うに 大 きな システ ムを つ くる場 合 に は、 まず

小 さな規 模 で 実 現 して み るとい う こと が非 常 に大 切 な ことに な るの で は な い

か と思 う。 特 に コン ピュー ター で 何か を や ろ うと い う場合 に は、 い ままで の

人 手 の仕 事 は、 鉄 道 で い えば100年 もか か って経 験 に経 験 を積 ん だ結 果 の

シス テ ムが で き あ が って い るわ け で、 コン ピュー ターを 利 用 して 仕事 のや り

方 が組 み 変 わ って し ま うと い うこと に な る と、 ま る っき り経験 の な い と こ ろ

に仕 事を 打 ち 立 て るか っ こうに な るので 、非 常に 困 難 な こ とが い ろ い ろ伴 っ

て くる。 そ うい うと きに 小 さな規 模 で 実 現 してみ る とい うこ とが いか に大 事

か とい うこ とを、 思 い 知 ら され たわ けで あ る。

まだ機 械 の不 信 時代 に これ が で きた と い うの は、 一 部 で とに か くお客 さん

を待 た せ てい たの で は 困 る、 待 つ時 間 をぜ ひ短 縮 した い、 しか し、 列 車 本 数

が ふ え てい った ら人 手 で は と て もで きな い と い うこ とがわ か って き た。 よし

んば 入 で や った に して も、 相 当 な 要 員 を かか え、 うま くい か なか った だ ろ う

と思 う。 も う1つ は 、 機 械化 をや っ てで も、 予 約 と い うこと を や ってい か な
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い と立 ち お くれ る、 予約 は営 業 上 必須 の条 件 だ と い う要 望 が非 常 に 強か っ

た。 こ うい う業務 の急 増 とか 必須 の条 件 が あ らわれ て きた とい う こと のほ

か に・ 座 席 予 約 業 務 が 旅客 事務 の部 分 シス テ ム と して取 り出 しや す か った

と い う点 もあ った か と思 う。 あ とは 関係 者 の 非 常 に 緊 密 な協 力 が あ った と

い う こ とで あ る。

鉄 道 の よ うに 非 常 に大 きな 組織 で い ろん な と こ ろで仕事 を分 割 してや っ

て い る と、 な か な か緊 密 な 協 力が 得 がた い もの だ が、 この場 合 、 研 究 所 の

方 とか 電 気局 の 関 係 の 人 と か旅 客 局 の 人 とか、 一 部 の非 常 に 熱 心 な 入 の協

力 に さ さえ られ てで きあ が った と思 う。

当 初・ わ れ わ れ とす れ ば 非 常 に うま くい った と思 って いたわ け だ が、 実

際使 用 開始 して み る と、 ま ず第一 の 反 響 は 誤 りが 多 いと い うこ とで あ っ た。

そ の と きは 機 械 は も うだめ だと い うよ うな悪 評 が一 部 使 って い る入 か ら 出

た。 なぜ そ うな るのか 、 よ く考 え てみ る と、 入 手 で や って い る と き は 自か

ら 目で チ ェ ックを い う ん な と ころで や って い るわ け だが、 気 の つ い た と こ

ろ は直 して し ま う、 漏れ た と ころは 気 がつ か な い で済 ん で しま う。 だか ら

気 がつ か な か った と ころ は大体 正 し い、 常 に 正 当 な 仕事 を して い るとみ な

され て い た。 と ころが 機械 で これを や って み る と、 そ うい う人 間 の 欠点 を

洗 い ざら い 出 し て しま う し、 人 間か らい えば機 械 に 対 して100点 を 要 求

して い る。 ち ょ っとで も間 違 え た ら困 るの だ と い う ことを要 求 して くる の

で、 機 械 に 対 す る要 求 は 非 常 に きび しい もの が 出 て くる。 叉 、 自分 の 職場

が 荒 らされ る と い うこ と もそ の時代 に は あ'って 、 反 対 者 も若干 出 た。 人 手

で や って い る と・ ど うして も人手 でや って い るの が一番 へ い、 電 子 計 算 機

でや った場 合 は ど うな ん だ と い うこと と比較 し ない もの だ か ら、 入手 でや

って い る とき は ひ と り よが りに 思 って い る。 しか し、実 際 誤 りを よ く調 べ .

て み ると、 そ の誤 りは ほ と ん ど入 間 側 に あ る とい う こ とが わ か って き た。

機 械 化 し て余 計 誤 りが あ る よ うに な った か と い う と、決 し てそ う じ ゃな い。

機 械 化 した と きに あ たか も誤 りがわ っと出 て き た か の よ うに とられ る と い
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う こと で あ る。

ど こに この シ ステ ムの誤 りが一 番 多 く出 たか とい うと、 や は り解 約 時の

誤 操 作 と電 話 の や り とり。 た と えば、MARS-1の と きは 切 符 を 印 刷 しな

い。 表 示 だけ 出 し て 予約OKと な る。 す な わ ち、 何座 席 の何 号 を 売 り なさ

い とい う表 示 だ け 返 し、 表 示 が 出 てか ら切 符に 書 き写 す の だ が・ そ の とき

に 間違 える。 又、 端 末 機 の数 が 少 な い もの だ か ら、駅 と端末 機 の 間 で電 話

の や り と りをす る とき にAとDを 間違 え るとか、1と8を 間違 える。 これ

がか な りあ る。 こ の よ うな間 違 い は人 間 の シ ス テ ムの とき に も当 然 あ った

もの だ が、 隠 れて い た。 機 械 化 す る と こ うい う間違 いが一 時 に あた か も う

みを 出す よ うに 出 て くる。 又 、 間違 って解 約 す る と解 約 され た処 を 又 売 る

ので二 重 売 りの 原 因 と な るが 、 これ がか な り起 こ った。 こ う い う こと も考

え て、 入 間 も含 めた 系 の 信頼 性 を 考 え なけ れ ば い けな い とい うこと で、

MARS-101の 開 発 が始 ま った。

(3)MARS-101の 開発

MARS-101の 開発 で一 番重 点 を置 いた のは、 大 き く分 けて 、端 末機

の開発 と、 基礎 づ く りで あ った。

まず 端末 機 の 開発 か ら述 べ る と、 これ は人 間 と機械 の接 合 点 で あ り・ こ

れ に つ い て はMARS-1を つ くってか ら も何 回 も技術 課 題 で 試 作 を重 ね た。

要 す るに便 利 で 安 くて 強 い もの が あ れ ば い いわ け だ が、 そ うい う もの が な

カ、な カ、な いo

リアル タイ ムの シス テ ムが成 功 す るか ど うか と い うこ とは、1つ に は端

末 機 に か か って い る と も言 え る ぐらい重要 で はな いか と思 うが・ 特 に この

シス テ ムが成 功 した一 因 は 、 端 末機 の 印刷機 構 の 開発 が 成功 した ことで あ

ろ うか と思 う。 前述 した よ うに 、 この 方式 は非 常 に 特色 を 持 って い る。

乗 車券 発 売機 とか い う もの も い ろい ろ あ る が、40円 区 間 とか50円 区間

とか 蛍純 な もの で も相 当 大 きな もの に な る。 そ れ を ど こか らど こ まで と い

ろ ん な タ イプ を 印刷 さ せ る切 符 を 発 行 させ よ うとす る と、 どん なに して も
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非 常 に大 きい ものに な って しま う。 と ころ が、MARSシ ステ ムで は端局

装 置 はA型 だ と盤 面 が30cm平 方位 で、 印刷 機(マ メタ ン クと言 って い る

が)も これ も30cm立 方 ぐらい の 大 き さで あ る。 そ んな もの で形 を まと め

あ げ た とい うこ とが非 常 に 成 功 し た こ との一 因 に な って い るか と 思 う。

通 常の 切 符 印刷 機 は値 段 も高 い し、 ず う体 も大 きい。 なぜ そ うな るか と

い うと、 一 番 問題 は漢 字 の 印刷 で あ る。 す な わ ち、漢 字 を 印刷 す る箇 所 に

持 って く ると い うこ とが技 術 的 に非 常 に 困難 で あ る。 そ の ため一 番 高 く、

機 械 的 に や りに くい と ころ は人 間 がや る こ とにす る。 例 えば 、 「東 京 駅 」

と 印刷 した い と ころは 「東 京駅 」 とい う判 を 差 す こ とに した。 そ の結 果 ・

大 変小 さな簡 蛍 な もの に な った。 これ が非 常 に成 功 した わ け で あ る。

そ の当 時 は ま だ か な文 字 が認 識 され て お らず、切 符 の表 面 は ど うして も

漢 字 で な ければ いけ な い とか い ろ ん な制約 が あ り、 ほ と ん ど不可 能 か と思

わ れ て い た の だが、 この アイ.デアか ら端 末 装 置 が でき た。 これ が な か った

な らばMARSと い う もの もお そ ら く窓 口か ら改造 して いか な けれ ば な ら

ず、 金 も高 くな って 、 とて も今 日の よ うな ものに は な らなか った ので は な

い か と思 うo

も う1つ は印刷機 構 で 、 活 字棒 の ほ か、 数 字 の何 月何 日の 何等 とか 、何

列車 の何 番 とか、 こ うい う数字 の 印刷 を ど うす る か とい うこ とだ が ・ 普通

の 印刷 機 を 使 うと高 くな るの で、 ア ドッ クスの 単純 に 足 した り引 いた りす

る簡 単 な 計算 機 の 印刷 機 構 を 使 い、 印刷 機 の中 に は め込 み、 それ に マ グ ネ

ッ トを つ け た が、 これ も簡 単 化 した1つ の特 徴 に な って い る。

も う1つ は 、 端末 機 の 扱 いを非 常 に や さし くす るの と 同時 に 、 間 違 いを

な くす とい う ことで 自照 式 の押 し ボ タン、 エ レベ ー ター の 中 の ボ タンを 押

す とラ ンプ がつ く、 あれ と 同 じも ので 間違 い をな くす よ うに した。 実 は、

MARS_1の ときは 、 ラ ンプ表 示 ボ タン もそ うだ が、押 した か ど うか よ く

わ か らない 。 ラ ン プが つ い て もそ れ が何 だかわ か ら ない とい うこ とで・ 非

常 に 間 違 い や す か った わ け だ が、 自照式 の押 し ボ タンを使 って 間 違 い も相
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当 に 減 った。

そ れ か ら も う1つ の特 色 は、 前掲 図3-5(83頁)に あ るペ ー ジ式 の

符 号 板 で、 これ は 前述 した よ うに 本 の形 に な ってお り、 何 ペ ー ジで もめ く

れ る。 もし全 国 の列 車 とか 駅 名 を1つ の盤 に入 れ る と、 ピンを どん なに 小

さな ものに して も盤 は非 常 に 大 きな もの に な っ て し ま う。 これ を何 とか ま

とめ る た めに 考 え た もの が、 ベ ー ジ式 符 号板 だ が、 ち ょ うど時間 表 を ひ く

よ うに何 々線 と い うと ころ を開 けば、 穴 が そ この ペ ー ジを あ らわ した 表に

な って い る。 こ の よ うに 随所 に 各種 ア イデ ィア を取 り入 れ た ことが非 常 に

成 功 した一 因 で な いか と思 う。

端 末装 置 と い う もの は 非 常 に大 切 な もの だ が、 前 の話 に も あ った地域 間

急 行 に つい て も端 末 装 置 を 開発 中で あ り、 ま たMARS-200系 と い う団

体 予 約装 置 に つ い て も、 いろん な 端末 装 置 が 開発 され てい る。

も う1つ は基 礎 づ く りと い う こと だ が、 ち ょ うど これ は建 物 を建 て る場

合 の、 基 礎 を ど う置 くか と い う こと と、建 て 増 し との関 係 の よ うな ものだ

ろ う と思 う。 リア ル タ イ ム ・シス テ ムは一 た ん動 き だす と大幅 な変 更 が困

難 に な って くる。 特 に 座席 予約 み た いに24時 間使 って い る、 しか も数 日

間に わ た って フ ァイル を持 って い ると い う もの が、1つ の シス テ ムで動 き

だ し てか ら次 に そ の コ ン ピュー ターで また 次 の シス テム に移 しか える とい

う こと は、 移 行 の プ ・ グラ ムを考 え て、 そ れ ら のデ バ ック も十 分 や れば で

き る こ と とは思 うが、 冒険 で あ る し、 そ ん な こ とは不 可 能 に近 いん じゃな

いか と思 う。 途 中 で そ うい う ことを す る と初 め か らつ くる よ りも も
っと困

難 に な った り、 手 戻 りが生 じる ことに な ると思 う。 そ こでMARS-101

をつ くる場 合 に一 番考 え た こ と は、MARSの シス テ ム仕様 書 を将来 どこ

まで 考 えて つ くる か とい う ことで あ り、 これ に つ い て相 当議 論 した。 そ し

てMARSの 全 国 ネ ッ トワー クを構成 す る、 デ ー タ伝送 系 を 考 えた。 時 刻

改 正 とか制 度 改 正 は ス ム ーズ に い くよ うに ソ フ トウェア で考 え る。 前掲 図

3-9(89頁)の 送 受 信 符号 構 成 例 で 示 した よ うな 符 号構 成 に き め た と
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い う ことはMARSの 仕 様 書を 決 め る基 本 要 素 とな った が、 反 面 これ が

MARSの 範 ち ゅ うを きめ る制 約条 件 に もな って い る。 しか し、 一 応 この

MARSシ ス テ ム仕様 書の 範 囲 で 現在 まで 発 展 して、 ネ ッ トワー クを構成

し、 コ ン ピュー ターは8台 まで 交換 機 を 通 してつ なげ る。 これ によ り コン

ピュー ター と し て も大 き い容 量 の機 能 の いい もの に拡 大す る こ とが可 能 で

あ る。 シス テ ム と して 容 易 に拡 大 が可能 に な る とい うことで あ る。 この符

号 構成 を 決 め た こ とで一 番 押 え られ るの は端末 の ボ タ ンや 何 か だ が、 符号

の構 成 で も し足 りな くな って もいろ い ろ くふ うをす る ことに よ り、 け っこ

うこれ だ け の ボ タン で不 都 合 な・く現在 までき て い る。

こ うい う基 礎 を は っき りつ くり、 そ の 中で 建 て増 しして い くか っこ うに

な った。 あ くまで もMARSの 、 コ ン ピュー ター と して の基 本 はMARS

-1に あ らわ れ て お り
、 それ を基 礎 に してMARS-101を つ く ったわ け

で あ る。 これ がHITAC3030の 基 本 に な っ た。

このMARS-101の ソフ トウェ アは、 前 述 の よ うに ハ ー ドウ ェアを 巧

み に隼 か した ソ フ トウェ アで あ る。 なぜ そ うな っ たか とい う と、9時 に一

斉 に全 国 か ら トラ フ ィ ックが押 し寄 せ る ので 非 常 に 短 い時 間で処 理 を や ら

な け れば い け ない。 そ う い うことか ら並行 処 理 と い うか 、 流 れ作 業 方式 と

い うか 、 受 け付 け て どん どん ハー ドウェアの ほ うに 流 して し ま う。 それ が

終 わ る と また ソ フ トウェ アに持 って きて仕事 を続 け る と い う方式 に し ない

と、 処理 時 間上 間に 合 わ なか った か らで あ り、 その よ うな こ とを ソフ トウ

ェアで や らせ る。 さ らに専 用 ネ ッ トワー クと専 用端 末 機 で能率 を あ げ て い

く。

切 符 に 印刷発 行機 能 を つ け加 え た ことは、 す ぐ売 れ ると い う ことの ほか

に、 間違 い を防 ぐと い う ことが非 常 に大 きな 目的 で あ った。MARS-101

で 始 め て 全 国系 と い うの が完 備 した。

オ ン ラ イン ・ リア ル タ イ ム ・シス テ ム とい うの は 予想 以 上 に隠 れ た苦 労

が 多 く、1つ の 機 能 を 果 たす た め にそ れ 以外 に 例 外 とか異 常な 場 合 の措 置
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を 全部 洗 って、 それ らの処 置 対策 を と って おか な い と、 い ろん な こ とが起

き て くる。 そ の た び に何 年 もか か って デバ ックをや る と い うか っこ うに な

りが ち なの で、 非 常 に苦 労 の 多い もの で あ る。 ど こで ダ ウン した とき に ど

うす るか とい うこ と も全部処 置 を と った わ け で あ る。

(4)MARS-102の 設 置

この よ うに してMARS-101と い う もの が で きた の が昭和39年1月

で、3万 座 席 を扱 った。 つ い で102を 設 置 したの が 昭 和40年9月 。

MARS-101の と きは まだ コン ピュー ター 啓蒙 時代 と い うか、 宣 伝 が行

き届 い て お らず、 新幹 線 に も採用 にな らな か った とい う時代 で、 人 手 作業

で や るので は とて もで きな い。 早 く電 子 計 算機 で や らな い と八 重 洲 口に 非

常に 人垣 が で き、行 列 の解 消 が で きな い と い う ことで、 急 に で き た のが

102で 、 これ は 昭 和40年9月 か ら使 用 開 始 して467台 の端 末 が つ い

た。10万 座 席扱 え る もの で あ るが、 この ときに は101に 比べ て座 席数

の 拡 大を した と い うこ との ほ か に団体 扱 い、 い ま まで4入 までの 扱 い しか

や らなか った の を 、1車 両 まで扱 え る よ うな機 能 を つ け加 え ると か、 あ る

いは1週 間 前 まで の予 約 しか し なか った もの を、一 部3週 間 前の 予 約 を 始

め ると か、 新幹 線 の よ うに 料金 の区 間 と運 賃 の区 間 が一 致 して い る もの は

運 賃 加算 機能 で、 っ まり切 符 と座席 指 定 券 が1枚 に な った もの が 一挙 動で

とれ る と い う よ うな もの、 それ か ら前述 した よ うに 乗 り継 ぎの機 能、 た と

えば 新幹 線 に乗 って 山陽 線 に乗 り換 え る、 そ うい うの を1回 の 操 作 で 行 う。

そ れ か らオ フ ラ イ ンの コン ピュ ー ター を採 用 して バ ッ チ処 理 を そ ち らに移

した とい う こと。 そ の ほか 単 独運 転 時 の 信頼度 の 向 上 とい う よ うな こと も

その ときや った わ け で あ る。

101が こわ れ た と きに101が ど うい う状 況 で あ るか とか、 あ と何 分

で 回 復す るか と い、う ことは102の ほ うに 聞 い て み る。102が こわ れ た

と きは101に 聞 いて み る と い う、 回復 見 込通 告 プ ロ グ ラム と い う もの も

そ のと き つ く った。
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今年 の10.月 か らMARS-103が 稼 働 を は じめ るが、 これ は昭 和43

年10月 を 期 して一 せ いに ダ イヤ改 正 を行 な い、 特急 に つ いて は90本 の

増 発 をや り、24万 座 席 の 指 定席 が35万 座 席 に な る。 これ に 対応 す るた

め に 開発 され た もの で、1日20万 座 席を 扱 う。 これ に は前 述 の運賃 加 算

機 能 に、 今 度 は 粁 程 も読 ませ、 運賃 加 算機 能 を拡 大す る。 前 後列 車 の代 案

を 出す と い うこ と も今 度 始 め る。 す な わち 、 同 じ条 件で 前 あ る いは後 の列

車 に空席 が あ る か とい うよ うな こ とを、 ラ ンプ で表 示 す る よ うに な って い

る。 さ らに発 車 時 刻の 自動 印字 とか い ろ んな こ とをつ け加 え、103を 始

め るわ け で あ る。 この よ うにMARSシ ス テ ムの範 囲 で だ ん だん機 能 が追

加 され 発展 して き た わ け で あ る。

7.団 体 予 約 系MARS-201

MARS-'100系 統 の ほか に、今 度 団 体 予 約系 の201と い う計算機 が 来

る4月 に稼 働 す る。 そ の 取 扱規 模 が図3-10に 出て い るが、 指定 席列 車

1,000本 と い う非 常 に た くさ んの本 数 を扱 う。

指 定席 列車1.000本15万 座 席/日5ケ 月 間

自由席 列 車

急 行 列 車600本 .5ケ 月 間

普 通 列車5,000本'5ケ 月 間

そ の他 鉄 道 連絡 船 、 国 鉄 自動 車 も収容 す る予 定。 、、

図3-10MARS201取 扱 規 模

図3-11に 予 約 期 間 が 書 い て あ るが、 い ま まで の 予約 と違 い、 非常 に 早

くか ら予 約 を受 け 付 け る。 指 定小 口 と い って25人 以 上 の 団体(こ れ は割 引

に な る)を5ヵ 月 前 か ら仮 引 受 けす る、 す なわ ち数 量 管理 を す るわ けで あ る。
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この場 合 に は まだ料 金 を と らない で仮 引受 を し、2ヵ 月 前 か ら本 引 受 に す る。

そ の と きに座 席 番 号 を確 定 して料金 もいた だ くとい う ことに な る。2ヵ 月前

か ら即 時 に 引受 け る こと もでき るが、小 単位 の グルー プ(4人 以 上)に つ い

て も同 じ よ うな こ とを や り、10日 前 に な ると この状 況 をMARS100系 の

ほ うに移 しか える。10日 前か ら5カ.月 前 まで の 分 をMARS-200系 統で

団体 予約 を や る こと に な る。

■
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図3-11MARS200予 約 期 間

図3-12に201の 構 成 図 が 書い て あ るが、200系 統 で は発 車寸 前 の

お 客 さん とい うこ とで も な い し、 夜行 列 車 で 夜 中 に窓 口 を 訪 れ る とい う人 も

い な い、 昼 間 だけ の 受 付 で 済 み そ うだ とい うこと とか、 直接 窓 口に お 客 さん

が来 な い で、 交 通 公社 とか い ろん な業 者 がか ん で い るため に稼 働 条件 も さほ

ど シ ビアー で な い の で、 蛍 独 運 転 方式 を行 い、MARS100系 の よ うに リア

ル運 転 方 式で ク ロ ス ・チ ェ ックを や る と い うよ うな こ とは 行 って い ない
。

どん な ことを や るか と い うと、 図3-13に 端 局装 置 の概 観 図 が あ るが、
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.こ れ もMARSの 考 え がそ の まま 出て い る。 す な わ ち、主 操 作 盤 と副 操 作盤

は、C型 の端 局 と同 じよ うな もの で、 こ こに ペー ジ式 の バ ナ ナ ・チ ップを 差

す 穴 と、 ボ タンが並 ん でお り、 操 作盤 で要 求 す る とそ れ に対 して答 え が 印刷

機 で 出て くる と い うか っこ うで あ る。

図3-14に 示 したの が そ の 印刷 様 式 だ が、 これ に つい て説 明 す る。

お 客 さん が来 る と、 い ま まで の もの は1列 車 だ け の 予約 で あ った わ け だ が、

団体 系の200系 統 で は旅 行 を売 る と い う ことで 、 日に ち も何 日間か にわ た

る、 数 個 列車 に つ い て 予約 す る形 に な る。 予約 の ボ タンは 図3-15に ボ タ

ンの 配 列 が あ るが、 いろ ん な こ と をや らせ るの で非 常 に やや こ し くな って き

て い る。 操 作 ミス が少 な くて大 量 の取 り扱 いに耐 え る とい う ことをね ら い、

専 用の操 作盤 をつ くったわ けだが、操作種別 とか団体種別 とかそ うい った も

の は押 し ボ タ ンで や る。 列 車名 とか駅 名 とか は 前 述 の ペー ジ式 の バ ナ ナ'チ

ップ で 差 す系 統 で や る。 人 数 とか乗 重 巳と か引 受番 号 な どは右下 に あ る テ ン

キー で 番号 を打 ち込 む 。 そ の上 に テン キー ・ リー ドが あ り、.乗 車 日 な ら乗 車

日で何 日と い うふ うに打 つわ けで あ る。 この 構成 で足 りない 部分 は 副操 作盤

の ほ うに あ るペー ジを 使 うとか 、 あ る いは 乗車 駅 につ い ては ダ イヤ ル で乗 車

駅 を示 す と い うよ うな こ とを や り、 とに か くい ろ ん な情 報 が入 る よ うに操 作

盤 がつ くられ て い る。

次 頁の 図3-14本 引 受予約 印字 例 につ いて ち ょっと予約 の状 況 を 説 明す る

と、 まず お 客 さ まの要 望 に基 づ き主 操 作 盤 をた た いて、 た とえば1行 目の 予

約 で4月3日 目の 「ひ か り」17号 で東 京 か ら京都 に行 く2等 の座 席 で お と

な が29人 ・こど もが18人 。 そ の他 とい うの は付 添人 か何 か で 、 た だ な の

だ そ うだが、 そ うい うの が1人 。 そ うい うこ とを 申し込み 、 これ は本 引 受で

あ るか仮 引 受 で あ るか と い うこ と も打 ち込 み 、 指 定小 口 とか グル ープ と い う

よ うな こと も打 ち込 む。 そ うす る と引 受番 号 が こ こに返 って くる。 予 約 期 間

の5ヵ 月 の間 に は相 当変 更 もあ るだ ろ う し、 そ の 間の 変更 と い った もの は 引

受 番 号 を キ ー に して、 フ ァ イルか ら さ が して き て訂 正 す る。 訂 正 した 場合 に
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注1.本 引受時の記事欄 印字内容は料金計算対象人員を示す.

注2.L欄,料 金の合計金額を印字する.
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問 い合 わ せ て結 局 ど っち にす るか とい うこ とを きめ る機 能 な どがつ いて い る。

順次 次 の列 車次 の列 車 とい うふ うに予 約 して い くわ け だ が、 ノー と出 ると、

た とえば 座席 が離 れ れ ば 予 約 で き る とい う ことが あ る と、 こ こに は 多 山数 と

い う欄 に3と 書 いて あ る のは 座席 が3つ に分 か れ る とい う こ とだ が・ そ れで

もよけれ ば予 約 と い う こと を表 示 す る と予約 が とれ る。 その 結果 何 号車 の何

番 のAと かBと か い う こと か ら、 何 番 の ど こ まで と れ て い る とか・ 粁 程 が ど

うとか、 普通 急行 券 が 何 故、 特 急 券 が何枚 、 ネ寝 台 が何 枚 、 と い った 記 事 が

こ こに 印刷 され て 出て く る。 何行 か打 って終わ りに な る と・ 次 に 特急 料金 が

こ こに3万 円と か 、 普 通 急行 料 金 が2万 円で 指 定 料金 が4.300円 、 寝 台 料

金 が2万1,000円 で 料 金 の 合計 は7万5.800円 に な り、 その 内訳 は 特急

料金 はお とな が29人 、 こ どもが18人 分、 普 通急 行 券 は い ろん な列 車 に な

るか ら、大 人 が85人 分、 こ どもが51人 分 とい うふ うに 内訳 が 出て くる。

これ は本 引受 の 例 だ が、 こ うい うふ うに この 操 作 盤 を通 じて コン ピュー ター

と会 話 を や り、 この列 車 をY約 す る とか いろ い ろ きめ て、1つ の グルー プ の

旅行 が完成 す る。 この例 は4月30日 か ら5月2日 にわ た る山 陰 の旅 行 が、

こ こで一 ま とめ に な って 予約 で き る とい うか っ こ うに な るわ け で あ る。 これ

は仮 引受 もで き る し本 引 受 もで き る。 ・

8.旅 客 総 合 情 報 シ ス テ ム

今 まで述 べて き た よ うに、MARSと い うもの が1号 機 か ら始 ま って201

まで発 展 して き た わ け だが、 これ で と まっ てい るべ き もの で も ない し・ わ れ

わ れ は い ま また 鉄 道 以 外 の輸 送 機 関 と の関連 の 情 報 を入 れ る とか ・ 旅 館 の手

配 の機能 を加 え て い く とか 、 あ るい は他 の 情 報処 理 シス テ ム との 関連 を つ け

て い くとか、 旅 客 に 対す る案 内 業 務 を充 実 し て い くとか、 内部 的 に は 予約 状

況と か い ろ んな情 報 の 提供 を す る、 いろ ん な計 画 に役 立 つ よ うな 管 理情 報 を

提 供 して い くとか 、 顧 客 名簿 を つ く って い くと か い ろんな こ とを考 え て・ こ
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れ を もとに して 旅 客 の総 合 情 報 シ ス テ ムを つ く りた い と、 い ま鋭 意 研 究 中で

あ る。 し か し、 い まの と こ ろはMARS-101、102、to3と い うもの と

こ のMARS-201が 稼 働す れば 相 当な と こ ろ までは や って いけ るん じ ゃな

いか と考'え て い る。
■

MARS-1が 、わ が 国 で初 め て生 ぶ 声を あげ て か ら満9年 の間 に、 どん な

ふ うに い ろ ん な機 能 の拡 大 や列 車本 数 の拡 大 と い うもの が要 求 され 、 それ が

また ど うい うふ うに処 理 され て き たか、 それ か ら どん な点 が リア ル タ イ ム ・

シス テ ムで問 題 に な るか と い う こ とを 若干 説 明 した が、 御 参考 に なれ ば 幸 い

だ と思 う。 ・

十

一
内

9

↓
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IiV要 員q教 育体 制 とコンピュー タ化 の将来展望

■

国鉄 本 社 コ ン ピュ ータ部 次長

関 根 昇 一
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1.各 シ ス テ ム の 展 望

「要 員 の教 育 体 制 とコ ン ピ ュー タ化 の将 来 展望 」 とい うテ ーマ につ い て説

明す るわ け で あ るが、 これは 題が 逆 で あ っ て、 要 員 の教 育体 制 を考 え る とき

は コ ン ピ ュー タ化 の 将来 ビジ ョ ンを描 い て、 そ れ に 到達 す る た め には 要 員 を

ど う裏 づ け て い った らよい か とい う発 想 で な げ れ ばな らない。 そ こで、 国 鉄

では 将 来 の 展望 を大 体10年 先 ぐ らい と し、 昭 和52、3年 ご ろに1つ の 目

標 を置 い てい る。 そ れ か ら昭 和46年 度 ぐ らい に中 間 段階 を1つ 置 い て、 ビ

ジ ョン を描 い てみ る とい うこ と を、 昨 年 の8月 ごろ に 計画 し、 そ の 後 の 情勢

の 変 化 そ の 他 を考 慮 して、 現 在 そ の計 画 を さ らに リフ ァイ ン して い る段階 で

ある。 な お、 この ビジ ョンそ の ものは 部 内 で公 や け に認 め られ た もの では な

く、 以 下 は素 案 とい うこ とで読 ん で も らい たい と思 う。

図4.1の 上 に年度 を入 れ てみ る と、 大 体 図の 一番 左 側 の欄 が43年 度 現

在 の 状況、 次 の欄 が44年 度、3番 目の 欄 が45年 度、 そ して一 番 右 側 の欄

が46年 度 とい うよ うにな る。 そ れで、 各 職 員、 厚 生、経 理、 資 材 等 の 個別

シス テ ムが 今 後46年 度 時 点 あた りま で どの よ うに発 展 して い くか とい うお

お よそ の 見 当 がつ く もの と思 う。

職 員 関係 の 給 与 計 算 につ い ては、 来 年 一 ぱ い ぐ らい には 全 職 員 に 及 ぼ した

い。 給与 計算 が 完成 す れ ば、 い ろ い ろ な職員 統 計 が 出 しやす くな り、 さ らに

要 員 計画 もた て や す くな る。 要 員 計画 は46年 度 あた りに考 えて い るが、 同

時 に履 歴 管 理 とい うこ と もそ の こ ろには 手 をつ け る予 定 で あ る。 この や り方

は 非 常 に むず か しい と思 う し、 デ ー タ量 もや り方 に よって非 常 に大 きな もの

に な る可 能 性が あ る の で、 シ ス テ ムの つ く り方 につ い ては相 当 慎 重 に と りか

か る必 要 が あ る と思 う。 しか し、 い ず れ に して もそ の辺 で この問 題 に取 り組

む 予 定 でい る。
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図4.1各 シ ス テ ム の 展 望
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厚 生関係 では年金、 定 期健康診断 等が現 在 コンピュータに入 ってい るが、

大体 この10月 ごろには貯金 の プ ログ ラムのテス トを行な う予定でいる。 そ

の次 に共済組合 の貸付 とか物資 関係 とか宿 舎関係 の システム等 を手がけてい

きたい と思って いるが、 本番 に入 るのは来年度 と考えてい る。.それに関連 し

て病院の システムに も取 り組ん でい く予定 であ る。

経理 関係は、 現在は決算関係 のほ とん ど全部 と原価計算の半分 ぐ らいが機

械化 されている。 決算分析の問題 には来年 度取 り組 みたい と思って い る。 さ

らに予算 システ ムに も取 り組む予定で ある。 現在経理部門では、勘定 科 目の

近代化 とい うテ ーマの もとに、 予 算システ ムに取 り組んでお り、予 算 決 算ご

原価計算 とい うもの を通 じての全体 の勘定科 目の近代化 を図ろ うとしてい る。

全国的に機械 化が実施 で きるまで には困難 が伴 うと思 うが、大体来年 度には

本格 的な段階ま でい くのでは ないか と思 う。 そ れで予算 ・決算の見込 み とい

うものをコンピュータか ら打 ち出し、 さ らにその後の予算執行上 の参考 にで

きる ような使い方 に持 ってい きたい と思 う。そ れが さ らに発展すれば、 予 算

の差 し引 き等 もコンピュー タでで き、 同時 に現金 の資金管理、 固定 資産管 理

な ども45年 度 ぐ らいまでに考 えてい きたい と思 う。

資材は この10月 か ら、 第2貯 蔵品 と言 って現場 で貯蔵 している品物 を全

部 コン ピュータの 中に入 れると同時に、 資材部 門に資材 を要求する準備要求

とい う仕事 もコン ピュータで行な う予定で、現在 ほ とん どの システ ム設 計及

び プログ ラミングが完成 してい る。 この シス テムをさ らに発展 させて、次は

資材 の準備 計画 その ものを コンピ ュー タで行ない、 あるいは契 約購入 の際 の

予定価格 の積算をコン ピュー タで行 な う予定で ある。 も う1つ は、 契約 した

品物が入って きた場合 の検査 管理、 これ を どう行 な うかは 相 当システ ム的 に

問題が あるが、 この問題に45年 度 ぐらい か ら取 り組ん でい きたい と思って

い る。

旅 客関係 では現在一 番左側の欄 にあ る ような仕 事 を行な ってい るが、将来

座席予約 シズテ ムをさ らに発展 させ て、 そ こには コースプ ラン と書い て ある
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が、 も っ と総合 的 な 旅客 サ ー ビス ・シ ステ ム を 確立 した い と思 って い る。 国

鉄 と しては レール 上 の座 席 だ け売 っ て い た の では、 も う旅 客の 満 足 を得 る こ

とが で きない の で、 旅行 の 出発 か ら到着 ま で の 全 コ ースに わ た って、 各 種 の

サ ー ビス をす る とい うこ とを しな け れば、 サ ー ビス と して完 全 で は ない の で

は な い か とい う反 省 の も とに、 総 合 的 な旅 行 サ ー ビス ・シス テ ム とい うもの

を とれ か ら考 え て い こ うとい うこ とで あ る。 も ちろん そ の中 では、 た とえ ば

旅 客 あ っせ ん業 者 が行 な っ てい る旅 館予 約 と い うよ うな もの とか、 そ の 他 の

業務 を 適 当 に分 け て、 総合 的 に結 び合 わ せ た システ ム にす る とい う考 え方 で

ま とめ て い る。 そ れか らこれ も将 来 の プ ラン で あるが、 た とえ ば駅 に対 す る

電話 に よ るい ろい ろな旅 行 の照 会 な ど も、 現 在は 人 間 が さ ばい てい る が、 将

来は 自動 的 に コ ン ピ ュ ータが音 声 装 置 を用 い て 答 え る、 とい うよ うな こ とも

これ か らの サ ー ビス の方 向 と して検 討 すべ き では ない か とい う気が す る。 一

方 現 在、 乗 車券 の 売 上 げ か らい ろい ろ な統 計 をつ くって い るが、 さ らに そ の

シス テ ムを発 展 させ て連 絡 清 算、 乗 車券 の 出納、 乗 車券 の 審 査 とい うよ うな

こ と もコ ン ピュー タ にや らせ た い。 他 に外 国 では一 部 や って い る し、 日本 で

も私 鉄 で 一部 や っ て い るが、 自動 改 札 も もちろ ん取 り入 れ てい かな けれ ばな

らない と考 え てい る。 そ の よ うな方 向 に も44年 度 か ら進 め たい。 次 に も う

1つ は、 旅 客 の需 要 予 測 な どの 方 向 に もコン ピ ュ ー タを活 用す る 計画 で あ る。

貨 物 に つ い ては 地 域 間急 行貨 物 列 車あ 予 約 シ ステ ム を逐 次発 展 さ せ て、 将

来 は ヤ ー ドを経 由 しな い 直通 の 貨 物 列 車 全体 の 管 理 に もっ てい くが 、 これは

47年 ごろ にな る予 定 で あ る。 そ れ か ら、50年 時 点 ぐ らいでは ヤ ー ドにか

か る列 車 も全部 コ ン ピュ ー タで コ ン トロ ールす る ように し、 コ ン ピュ ー タを

全 貨 物 列 車 に応 用 したい とい う計画 を持 って い る。 そ れ か らヤ ー ド内 の管 理

につ い ては、 こ と しの10月 か ら郡 山ヤ ー ドで コン ピ ュータ に よるヤ ー ド管

理が 実施 され るが、 こ の事例 を他 の大 きな ヤ ー ドに逐 次 及 ぼ してゆ きた い と

思 う。

運 転 関係 につ い ては現 在 の ところ、 蒸 気 機 関 車の運 転 の統 計 とか、 貨 車が
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どの ぐ らい走 った か とい う貨車キ ロの月報な どを作 ってい るが、 本来の仕事

は コンピ ュー タを使 って列車 ダイヤをつ くる ことに ある。 これは 日豊線 な ど

で現在試験的に行 な っているが、 さ らにそのシス テムを本格的 に検討 ・修正

して完 全な もの にしたい と考 えている。 同時 に機関車 とか乗務員 な どの運用

関係 も、 コ ンピュータで処理す る予定で ある。 あるいは45年 ぐらいには運

転指令 の新 しい 自動化 の システ ムの開発に取 り組む計画で ある。

そ れか ら設備 関係 については、 現在踏切が3万7,000ほ どあるが、 この

踏切管理 に コンピュータを使 い、踏切の交通量で あるとか、 見通 しである と

かいろいろな条件 と、 事故 との相関関係 をいろいろ分析 して いるが、 本命 と

しては やは り線路 の補 修の計画その ものを コン ピュータか らつ く り出してい

きたい と考 えてい る。 このために現在委員 会がつ く られてい るが、 この問題

につい ては44年 度 に本格的 に取 り組ん でい きたい。 現在福知 山の局 とか千

葉の局、 あ るいは 四国の支社な どの4カ 所で システ ムの試行 をい ろい ろ行 な

っているが、 そ うい う実例 も参照 しな が ら新 しい保線管理 システムをつ くっ

てい く予定である。

次に工事関 係につい ては、 これは主管の建設 局に研究会 が あって、 コ ンピ

ュー タ部 もそ こに入 って研究 を進めてい る。 工事事務 には予算 決 算、工事

に伴 う資材事務、 あ るいは 財産管理 が含 まれてい る。そ れか ら設計、 積算、

全体 の工事 工程管理な どについ ても来年度か らコンピュー タで本格的 に取 り

組む予定で ある。

車 両関係 については、現 在16万 両の貨車 を全部 コンピ ュータに入 れてい

るが、 従来 は、 たまたま 同 じ貨車番号の貨 車が2車 ある(2車 現存 とい う)

ことも絶無 ではなか った。現 在はそ うい うこともな く、 又新 しく貨車 をつ く

る計画 とか、 あるいは古 くなった貨 車を廃車す る計画 とい うよ うなものに使

っているが、 さ らに貨車以外の全部 の機関車か ら気動 車、 電車な どの全部の

車両履歴の管理 を行 ない、 それか らさ らに履歴だけ でな く、 修繕 計画等 も含

めた車両管 理に45年 度 頃か ら実用化 したい と考 えて いる。
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車両 の修繕 工場 の 関係 では、 現 在は 工場 の修 繕 人 工、 あ るいは原 価 の 集 計

な どを一 部行 在 っ てい る。 そ れ か ら車 両 の 保守 材料 の 出納 の 月報 処 理 な どを

全 国 の工場 につ い て行 な って い るが、 これ か らは図4.1に 書 いて あ る よ う

に工場 の 資材 管 理、 あ るいは 工場 の経 理 管 理 か ら修 繕 工程 そ の ものの 管 理 を

コン ピュー タ でや ろ う とい うわ けで、 工 作局 と コ ン ピュ ー タ部 との 共 同 研究

を進 めて い る。

以上 説 明 の通 り、 各 個 別 シ ステ ムに は 多 少部 分 的 な面 は あ るが、 一 応 上記

の計画 で個 別 シス テ ムの コ ン ピュ ータ化 を推 進 す る予 定 で ある。 そ して各 シ

ス テ ム間の 調 整 を逐 次 と ってい か な け ればな らない と思 っ てい る。 原 始 項 目

にさか のぼ っ て みれ ば、 両 方 の シス テ ムで ダ ブ っ てい る こ と も あ るの で、 重

複 を調 整 しつつ 全 体 と してむ だ の ない シス テ ム に しな け れ ば な らな い。 そ し

て この よ うな シ ス テ ム を 進め る と きは、 やは り試行 か ら本 行 とい う2段 ス テ

ップに し、 部 分 か ら全体 にい くとい う段取 りを とる こ とが 必 要 では な いか と

思 う。

2 総 合 シ ス テ ム

総 合 シス テ ムが いつ で き あが るか とい うことは非 常 に問 題 で あるが、 総 合

シス テ ムの体 系は 図4.2の よ うに な る予 定 で あ る。 大 体 国鉄 の旅 客 ・貨物

シス テ ム とい うの は 一 般 企業 の販 売 関係 の シス テ ム に あた り、 運 転 シス テ ム

は生産 関係 シス テ ム に あた ってい る。 設 備 シス テ ムも車 両 シ ス テ ムも広 い意

味 では設 備 シス テ ムに 入 るが 、 設 備 シ ステ ムに は狭 い意 味 で線 路 の保 守 とか

電気設 備 の保 守 とか い うもの を含 め て、 車両 を別 に した わ け で あ る。 線路 で

ある とか そ の他 の 構造 物 に つ い ては 修繕 関係 の みな らず'新 し く工 事 を起 こ

して 新規 につ くる とい う よ うな場 合 の工 事 シ ステ ムが そ れ に関 連 し、 車 両 シ

ス テムに つ い ては 工 場 で の修繕 シ ステ ム とい うものが 関連 して くる とい うか

っ こ うにな る と思、う。
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そ して旅 客 。貨 物 ・運 転 そ れぞ れ に共通 す る シス テ ム として、 人 ・金 。物

とい う形 で職 員 ・経 理 。資 材 とい うものが 縦 に関 連 を して くるの では ない か

と思 う。 そ れ か ら職 員 シ ステ ムに関 連 して病 院 シ ステ ムが あ る。 こ れ、らを総

合 して、 必 要 な デ ー タ を蓄 積 し、 ま た 部外 情報 と兼 ねあわせて、全体 として経

営 計画 が で きあが る とい う構 想 で あ る。

国 鉄 ではMISと い うこ とばは極 力 使わ ない よ うに して い る。 とい うのは、

その意 味 が ま だ は っ き り定 義 づけ られ て お らず、 か え って 議論 が 混 乱す るお

そ れが あ ると思 わ れ るか らで あ る。
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3 設 備 計 画

昭和52、3年 の 時 点 で 全 国 的 に見 て現 場 と、 管理 局 な どの 中間 の管 理 段

階 と本社 中央 とで設 備 的 に どの よ うな 形 にな るか とい うと、 ま だ 決 定版 では

な いが、 大 ざっぱ に書 い て み る と、 図4.3の よ うにな る。 販 売 シ ステ ム に

お け る旅 客 情報 処 理 の コン ピ ュ ータが ある。 そ れ か ら同 じ く販 売 シス テ ム に

お け る貨物 情報 処 理 用 の コン ピ ュー タが あ る。 そ れか ら生 産 シ ス テ ム として

の運 転 情報 処 理 コ ン ピ ュー タ が あ る とい う よ うに な る。 こ れは1台 とい う意

味 では な くて、 この コン ピ ュ ー タに は それぞ れ 超 大型 あ るい は 大 型 コ ン ピ ュ

ー タが 何 台 か含 まれ る とい う意 味 で あ る。

そ れ か ら図4.3の 設 備 情報 処 理 とは、 線路 とか建 物 とか そ の 他 の構 造 物、

あ るい は車両 に 関す る情 報 を 処理 す る もの で、 中央 に設備 情報 処 理 コ ン ピ ュ

ータが設 置 さ れ る。 そ して、 駅 で あ る とか機 関 区 で あ る とか保 線 区 で あ る と

かい う現場 に端 末 機 が 設 置 さ れ、 デ ータは そ れ らの現 場 か ら集配 信 装置 で取

りま とめ られ て、 そ こか ら大 体 地 方 に設 置 され るデ ー タ交換 装置 を通 して 中

央 の デ ー タ交換 装 置 に 送 られ る。 現 在は ほ とん ど全 部50ボ ーで あるが、 将

来は 地 方 のデ ー タ交 換 装 置 ま では50な い し200ボ ー、 また 地 方 の デ ー タ

交換 装置 か らは1,200な い し2,400ボ ーで 中央 のデ ー タ交 換 装置 に入 っ

て くる よ うに したい。 そ して 中央 の デ ー タ交 換装 置 か らそ れぞ れの 処理 コ ン

ピュー タに分 か れ る。 これ らを統 括 して経 営 情報 処 理 の コ ン ピ ュ ータが置 か

れ る とい うよ うな こ とが 図4.3に 書い て あ るわ け で あ る。 それ か ら地 方 の

デ ー タ交換 装置 に管 理 局 の コ ン ピュ ータ とか工 場 の コ ン ピュ ータ、 あ るいは

ヤ ー ドの コン ピュ ー タ とい うもの がそ れぞ れ結 ば れ る。

この ほか に病院 とか 工 事 局 とい うものが あ り、 地 方 で 処理 で き る ものは こ

れ らの コン ピュ ータ で処 理 し、 中央 に集 め なけ れ ば い け な い も の だけ を中央

に回線 で集 め る よ うにす る。 図4.3に は書 い て な い が、 この ほか に技 術研

究 の た め の コ ン ピ ュ ー タが 必要 で あ り、 ま た教 育 用 コ ン ピュ ー タが 独 立 して
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図4.3設 備 計 画(コ ン ピ ュー タ、 伝 送綱、 端 末 機)
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置 か れ るか疑 問 で は あるが、 そ うい うも のが 別 個 に 考 られ るの では な い か と

思 う。 現 在41台 ほ どの コン ピ ュ ータが あ り、 さ らに これ に技 術 計算用 あ る

い は 工場 に設 置 され て い る プ ロセ ス制 御 用 の もの を含 め る と全体 で54台 ぐ

らにな る。 将 来 の構 想 と して どの く らい に な るか とい う と、 正 確 に は 計算 し

て い な いが、 少 な くと も能 力 的に現 在 の4倍 く らい に は な るの では な い か と

思、う。

4 投 資 と 効 果

さ て、 この 計 画 の実 施 には どの くらい の資 金 が か か る か とい うと、 お お ざ

っ ぱ に推 測 して コン ピ ュー タ関 係 だけ で も500億 く らい にな るので は ない

か と試 算 され てい る。 もちろ ん これ には デ ータ電送 の 金 や端 末 機 を含 ま な い

わ け で あ り、 デ ー タ電 送 や端 末機 の金 を含 め る と800億 前後 ぐ らい にな る

の では な い か と思 う。 しか し これ は あくま で 推計 で あ るの で、 相 当 な上 下 が

あ る と思わ れ る。 い ず れ に して も、 そ うい う大 規模 な投 資が 必要 で あ る こと

は 明 らか で あ る。 そ れ だげ大 規 模 の投 資 を して、 果 して どの程 度 の 効果 が あ

、るか とい うことで あ るが、 これは コ ン ピ ュ ー タの発 達、.処理 技 術 の 向上 等 々

の 問題 が か らむの で、 なか な かつ か み に くい の で あ るが、 国鉄 と しては 管 理

資 料 の高度 化 とか サ ー ビスの 向上 とい う よ うな もの を強 調 した い。 コ ン ピ ュ

ータ を使 うこ と に よって 管 理 資料 が 高 度化 し
、 計 画 の迅速 、 適 正化 がは か ら

れ、 そ れ に ょっ て経 営 全体 の 効率化 が 行 な わ れ る とい うよ うな こ とが大 きな

メ リッ トで は な いか と思 う。

ま た、 コン ピ ュ ー タの使 い 方 と して は、 「み ど りの窓 口 」と か地 域 間 急 行

シス テ ム とか い う よ うな営業 販 売 の第 一線 に使 って、 サ ー ビス 向上 に大 い に

役立 たせ るつ も りで あ る。 人 間 の増 員 を押 え る とい う目的 よ りは、 む しろ積

極 的 にサ ー ビス を改 善 す る こ とに コ ン ピ ュ ータ を使い、 販 売 の武 器 と して コ

ン ピュ ー タを生 か して い く とい う考 え方 に今 後 も大 い に力 を入 れて いか な げ
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れば な らな い と考 え てい る。 こ れか らは、 まず経 営 管理 の 高度化 とい う面 と、

サ ー ビス の 改 善 とい う積 極 的 な 面 の 両 面 に うま く使 い こな してい か な け れば

な らな い と考 えて い る。

図4.4投 資 効 果

(1)要 員 効果

(2)増 員抑 制

(3)端 数 人 員

(4)管 理資料 の 高 度 化 一 計画 の迅速、 適正

(5)サ ー ビス の 向上

人 間 の節 約 の 面に つ い ては、 要 員 が は た して どの程 度 少 な くで きる か、 そ

れ と同 時 にふ え るべ き人 間 を どの程 度 押 え る こ とが で きる か とい う点 が 問 題

にな る。 図4.4に 端 数人 員 と ある のは、1人 は ま るま る浮 かな いげ れ ど も、

0.3人 あ るいは0.2人 浮 く とい うよ うな効果 も あ るわけ で、 そ うい うも の を

総合 して考 え る必要 が あ る とい うこと であ る。 国 鉄 では 現 在 大 ざ っぱ に い っ

て 図4.5の 要員 一 覧 表 に あ る よ うに、 本 社 とか 支 社、 あ るいは 管 理 局、 資

材部、 そ れ か ら資材 事 務 所、 工 場、 工事 局 とい う よ うな と ころ に非 現 業 職 員

と して、 い わ ゆ るデ ス ク 。ワ ーク をや っ てい る人 が 約4万 人 近 くい る。 そ れ

か ら駅 とか 機関 区、 あ るいは 保 線 区 とい うよ う『な 所 に現業 で事 務 専 門 に働 い

てい る人 は 約2万 人 近 くい る。 さ らに現 業 で事 務 を兼 ね て い る人(事 務 兼務)

が、 全体 の47万 人 の うち約14万 人 近 くいる。 そ の他が現 業 で、 事務 以外

の仕 事 に専念 して い る と い うわ け で ある。

これ に どの程 度 の要 員 的 な 効 果 が あ るか とい うことが 問 題 に なるが 、 非 現

業 部 門 につ い て は相 当 な効果 が ある。 現 業 の事 務 専 門 につ い て も相 当 な効 果

が 期待 で き る。 現 業 ・事 務兼 務 に つい ては、 非 常 に少 ない パ ーセ ン トで の影

響 しか期 待 で きない の では な い か とい うこ とで あ る。 この点 に つい て、 ま だ

これ か らシ ステ ムの組 み 方 そ の他 を さ らに細 密 に検 討 して い か な い と出 て こ
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な い の で あ るが、 従来、 国 鉄 では大 体500万 円 ぐ らい の投 資 で1人 の要 員

効果 が あ る とい うこ とが、1つ の大 ざ っぱ なめ どに なっ てい る。 しか し、 コ

ン ピ ュー タにつ い ては、500万 円 よ り少な い投 資 で1人 の要 員 効果 が な け

れ ば な らな い と考 えて い る。 現 在 ま で の コ ン ピ ュー タ化 で浮 い た人 間 と対 比

して み る と、 大 体300万 円前 後 の め どが立 って い る。1人 当 り投 資額 を中

間 を とって400万 円 と した場合、800億 の 金 を か け れ ば2万 人 の人 間が

浮 け ば よい こ とに なる。 投 資 の結果、 これ らの 数 字 を上 まわ らな け れ ば ペ イ

しな い とい うこ とにな る。 大 ざっぱ な 計 算 をす る と以 上の よ うに な るが 、 い

ず れ に して もそ うい う経済 効 果 との 見合 い で投 資額 も逆 に きま る とい う相 関

関係 に な るの では な い か と思 う。

図4.5 要 員 一 覧 表

非 現 業 現業事務専門 合 計

本 社

支 社 局

資 材

工 場

工 事 局

計 37,000 20,000 57,000

ほかに現業事務兼務 140,000人

国 鉄が 最 近 特 に強 調 して い るの は、 こ こ2、3年 の うちに深 刻 な 労働 力不

足 の 時 代 に な っ て くる とい う ことで、 昭和24年 ごろ には270万 人 ぐ らい

生 ま れて い た新 生 児 が、 昭和28年 以 降は190万 人 か ら180万 人程 度 に

出生 率 が落 ちて い るわ け で あ り、 こ こ数年 、 年 々そ の影 響が 深刻 に な って き

てい る。 したが っ て事 務 の単 純 な集 計業 務 とか、 単 純 事務 に は なか なか 人が

集 め に くい とい う時 代 に な る と予想 され、 そ うい う点 か らも"機 械 で で きる

こ とは機 械 に まか せ ろ"と い うよ うな ことを強 調 して い るわ け で あ る。
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5 要 員 計 画

しか しこの膨 大 な総 合 的 な シス テ ム を推進 し て理 想 的 な管 理 体 系 に持 って

い くため には、 何 とい っ て も コ ン ピュー タ要 員 計画 が 中心 に な る こ とは、 各

企業 とも痛感 して い る と こ ろ では ない か と思 う。 国鉄 では 昭 和35年 か ら

「み ど りの 窓 口 」を 手 が け、 また コ ン ピ ュータ に よる事務 機械 化 に取 り組 ん

でか ら8年 を経過 してい る。 そ の 間要 員 の養 成 の 問題 につ い て も相 当 な考 慮

は払 って きた の では あ るが、 全 面 的 な コ ン ピ ュー タ リゼ ー シ ョン の時 代 を迎

え て、 質 のい い熟 練 した コ ン ピ ュー タ要 員 は 不足 して い る とい うのが深 刻 な

悩 み とな って い る。.

そ の解決 には ど うした ら よい か とい うこ とで あ るが、 国鉄 では 前 記 の よ う

に昭 和52、3年 に 目標 を置 い た長 期 ビジ ョン と、46年 に第1段 階 の 目標

を置 い た 中期 ビジ ョンを考 えて お り、 そ の時 点 に焦 点 を合 わ せ て要 員 計画 を

どの よ うに 決 定 した らよい か を検 討 して い る。 大 体現 状 と しては どの く らい

の人 員 がい るか、46年 時 点 には どの く らいの人 員が 要 るか とい うと、現 在

の要 員は 大 ざっぱ に計 算 す る と図4.6の よ うに 約147人k・ り、 これ らの

人 々が 中心 的存 在 とな っ てい る。 そ の ほか にオ ペ レ ー ター あ るい は1/0管

理そ の他 の もの を全 て含 め る と、 コ ン ビ=一 一タ専 門 と 目さ れ る要 員 が 約620

名 とな っ てい る。 そ れ か らコ ン ピ ュー タ専 門以外 で 主管 系統、 た と えば旅 客

系統、 貨 物 系統 あ る いは 施 設 系統 とい うよ うな それ ぞ れ主 管 の と ころ に約63

名 とい うこ とで、 合 計で683名 程 度 の人 員が い る。

同 じく先 ほ どδ 計画 を46年 度 時 点 で と らえて み る と、 シス テ ム別 に大 ざ

っぱ に積 み上 げ て み る と、2,500名 近い 要 員 が要 るの では な い か と思わ れ

る。 これ らの 数字 は 職員 シ ス テ ムが60名 で ある とか、 経 理 が60名 、 資 材

が60名 で あ る とい う積 み上 げ を して、 出 して みた わ け で あ る。 コン ピ ュー

タ専 門 関係 では46年 に は1,800名 必 要 で あ り、 これ は 昭和42年 度 の ほ

ぼ3倍 に 当 り、 また、 主 管 系統 で は670名 で、 約10倍 とい う計 算 を して、
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増員 す る必 要 が あ るの は コン ピュ ー タ専 門 並 び に主 管 系統 を通 して約1β00

名 とい う数字 を出 したわけ である。 主管 系統が若干 少 ない感 じがす るが、 こ

れは 一部 シ ステ ムが46年 度 ま で に完 成 す る こ とを見 越 して お り、 そ れ ぞれ

原 局、 元 所 属 に 戻 る とい う計算 も一 部 して い るの で この よ うに な っ てい る。

図4.6 要 員 の 量

＼ 42年 度 46年 度 増

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

専

門

プ ロ ジ ェク ト 147 736 (轍 蹴 鞠 竈鰍 ・)589

オ ペ レ ー タ ー 155 548 393

1/0管 理

そ の 他
318 526 208

計 620 1,810 1,190

主管 63 677 (嚢齢 袖響0・ 運転30・) 614

合計 683 2,487 1,804

図4.7の 要 員 の質 で は、 これ らの人 々が 技 術 的 に どの程 度 の ものが 必 要

か とい うこ とを考 え て み たわ け で ある。 これ も大 ざ っぱ な考 え方 で あるが、

か りに4級 に分 け た場 合 、4級 程 度 とい うの は 簡 単 な プ ロ グ ラムが組 め、 コ

ボル あ るい は シス テ ム設 計 入 門程 度 の 力 が あ る もの を い う。3級 は 若干 そ れ

よ りも複 雑 な プ ロ グ ラムが 組 め、 た とえ ばFortran、 アセ ン ブ ラ ーが で き

る、 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムが書 け る とい う程 度 としてい る。 少 し進

ん で2級 では シ ステ ム設 計 が で き る、 プ ログ ラ ミ ング も 自由に で き る、 そ れ

か ら進ん で リア ル タイ ム 。プ ログ ラ ミングが で きる、 オ ペ レ イテ ィン グ シス

テ ムが 取 り扱 え る程 度 と してい る。1級 に な る とさ らに 進ん で特 にむ ず か し

い システ ムの 開発 が で き るベ テ ラン中 のベ テ ラン と な る。 以 上 の4段 階 の 分

類 に つい ては、 ま だ検 討 の 余地 が大 い に ある と思 う。

次 に構成 の率 を どの程 度 にす るか とい う と、2級 の と ころ に10%と 書 い

て ある のは、1、2級 あわ せ て10%と 解 釈 して も らいた い。3級 は20%
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とな って い るが、 これは 少 な い よ うな 感 じもす る ので1案 と して1、2級 を

15%、3級 を25%に 上 げ る とい う考 え方 もあ り、 そ うな れ ば4級 が70

%か ら60%に 下 が る とい うこ とにな るわ け で あ る。 以 上 大 ざ っぱ に技 術 の

ラン ク を分 け て、 この程 度 の 腕 前の もの を養 成 す る とい う計 画 を立 て て みた

わ け であ る。

図4.7 要 員 の 質

ク ラ ス 率

1級 (特 に 難か しい システ ム ・プ ログ ラムの 開発 が で きる。)

2級 (シ ス テ ム設 計、 プ ロ グ ラ ミングが 自由に で きる。リア ル タイ ム プ ログ ラ ム、OS)
10%

3級 (複 雑 な プ ロ グ ラ ム が 組 め る 。Fortran、 ア セ ン ブ ラ ー、ア プ リケ ー シ ョン プ ロ グ ラ ム .一.一) 20%

4級 (簡 単 な プログ ラムが 組 め る。COBOI.、 システ ム設 計入 門) 70%

6 養 成 計 画

`

この1・800名 の要 員 を養 成 す る には、 繰 り返 し何 回 も教 育 しな け れ ば技

術 は上 達 しないの で、1人 の 入が ス テ ッ プに 応 じて何 回 も教育 を受 け る とい

う こと にな ろ う。 図4.8の よ うに、 全体 と して43年 か ら46年 ま で に約

4,600人 の教 育 を専 門 部 門 ・主 管 部 門 を通 じて行 な う予定 で あ り、 これ は

相 当 大規 模 な 養成 を しな け れ ばな らな いわ け で あ る。 いま や この コ ン ピ ュ ー

タ化 を進 め る と同 時 に、 他 方 では教 育 も並 行 して行 なわ なけ れ ばな らな い こ

とに な っ て きたわ けで あ り、この 際 根本 的 に養 成 体 系 を改 め、 全 面 的 に強 化 し

て い こ うとい う決 心 を した の で あ る。 教 育 には41年 度 頃 か ら力 を入 れ て お

り、 こ こ2年 く らい の 実 績 を反 省 して み る と、 不備 な点 が い ろ い ろ と 目につ

く。 国鉄 では 中央学 園 と い う学 校 を持 って い るが、 そ こでの教 育 を取 り上 げ

た の も41年 度頃 か らで あ る。 しか し、 そ れ も教 育 の組 織、 及 び体 制 全体 が
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非常に不備で あった。 た とえば従来教育養成の課程 には高等課程 と普通課程

が有 り、 いずれ も1カ 月程度 で コンピュー タ教育 を行 なっていたが、 高等課

程 と普通課程の区別 には、 高い給料の人は高等科 で安い 給料の人は普通科 と

い うよ うに給料の額 で分け ていた。やは り腕 前で高等課程 ・普通課程 を分け

るべき では ないか とい う考え方 に切 りかえたわ けである。

図4.8 養 成 計 画

43 44 45 46 計

専 門

主 管

合 計
|

520

838

1,358

590

660

1,250

530

420

950

610

410

1,020

2,250

2,328

4,578

それ か ら、 従 来 は コン ピ ュー タ部 門の教 育 は、 専 門部 分 だけ の教 育 を行 な

って 来 たが、 これ だ け では なか な か コン ピュ ー タ化 が 進 まな い。 や は り主 管

部 門の人 た ち を教 育 して、 この人 た ち と手 を組ん で 一 緒 に コ ン ピュ ー タ化 を

進 め左 け れ ばな らな い とい うことに気 づい て、 主管 部 門 の教 育 に 力 を入 れ る

とい うこ とにな っ たわ け で あ る。 従来 の コン ピ ュー タ部 門は、 悪 くい え ぱ変

に小 さ く固 ま って い た感 じがな きに しも あ らず で、 主 管 部 門 に働 きか け て も

な かな か理解 して も らえ な い とい うこ とか ら、 自分 の と ころ で 自由 にな る統

計 関係 を機 械 化 し よ う とい うよ うに、 狭 い カ ラに と じこ も って、 中 で もそ も

そ や っ て き た と い う感 じがな き に しも あ らず で あ っ たが、 そ れ では 全体 の

コ ン ピ ュ ー タ化 が 進 まな い。 そ こで 主管 部 門 に理 解 を もた せ、 彼 らと一 緒 に

二 人三 脚 で いか なけ れ ばな らな い とい うこ とで、 主 管部 門 で コ ン ピュ ー タの

理 解 を 深 め る よ うに した。 そ の 内容 は あ る程 度 の シス テ ム を考 え るこ とは も

ちろん、 プ ログ ラ ミ ン グま で で き る よ うな もの とな って い る。

そ れ か ら何 と言 っ て も管 理 者 層 が コン ピュ ー タ につ い て の理 解 を持 たな け

れ ば下 の も のが動 け な い の で、 管 理者 層 に コ ン ピ ュ ー タに対 す る理 解 を持 た

せ る よ う教 育 の機 会 を設 け てい る。 ま た、 若 い 人 た ち、 しか も将来 の 幹 部 に
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な る よ うな人 た ちに教 育 期 間 中 に コ ン ピ ュー タの教 育 を徹 底 的 にや ろ うとい

うこ とを 考え た わ け で あ る。

そ れ か ら従 来教 育 の 重 点が 地 方 に あ って本 社 に あ ま りなか っ た。 そ れ とい

うの は、 地 方 に号 令 をか け れ ば、 書 面一 本 で 出張旅 費 をつ け て地 方 の人 は 出

て くるの で、 教 育 が 非 常 に や りやす か っ た。 しか し本 社 の主 管 部門 の 人 を、

そ の本 来 の仕 事 か らあ る期 間 は ず して教育 す るの は、 なか な か むず か しい わ

け で ある。 とい う こ とか ら従 来 の教 育 は やす きに つ き、 地 方 の コ ン ピ ュー タ

部 門の 専 門家、 要 す るに地 方要 員 の教 育 に傾 い て い た わ け で、 これ を改 め な

け れ ばな らない。 こ の場 合、 シス テ ムの 基本 は 本 社 で 考 え るわ け で あ るか ら、

まず本 社 の人 間 が この コ ン ピ ュー タに つい て の教 育 を 受け な け れ ばな らない。

従来 の よ うに、 た だ号 令 をか けれ ばす ぐ集 ま っ て くる とい うよ うな こ とで教

育 を や っていた の で は い けな い とい うこと で あ る。

そ れ か ら、 従 来 の 教育 は机 上 での 教育 がお もで あ り、 ど う して も実 習は メ

ーカ ーの セ ン ターへ行 くとい うか た ちで、 時 間的 な ロス も ある し、 実 習 時 間

が十 分 とれ な い とい う う らみ も あった。 これ を解 消 す るた め には 教 育 用 の コ

ン ピ ュー タを学 園 に入 れ な け れ ば な らない とい うこ とを考 え たわ け で あ る。

コン ピュ ータに つ い ては、 特 に実 物 につ い て教 育 をす る とい うこ とが 必 要 で

はな い か とい うこ とを反 省 したわ け であ る。 実 習用 の コン ピ ュー タ をぜ ひ学

園 に置 い ても らい たい とい う こと を、 経 理 当局 な い し上 層幹 部 に強 力 に要 請

して、 これが 今 年 度 認 め られた わ けで あ る。 今年 度 の 限 られた予 算 で事務 処

理用 の コ ン ピ ュ ー タ をふ や す か教 育 用の コン ピ ュー タを ふ やす か とい う決断

に迫 られた場 合 に、 こ れは教 育 用 コン ピ ュ一一タ を こ とし1年 間k－ く らせ れば・

そ の影 響 は5年 ぐ らい 響 くだ ろ う とい うこ とを考 えて、 事 務 処 理 用 の コン ピ

ュー タの増 設 を あ き らめて教 育 用 の コン ピュー タ を置 くと い う決 意 を したわ

け で ある。'これ は こ としの12月 ごろ には 中 型機 が2台 入 る予 定kの で、 こ

れで実 践 的な教 育 を徹 底 的 に や りたい と考 え て い る。
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こ の間、 日本 情報 処 理 開発 セ ン ター を 中心 に した有 力者 に よ る教 育 使 節 団

が ア メ リカの コ ン ピュ ー タ教 育 を 見て きたが、 ア メ リカでは 教 育 に大学 あ る

い は 高等学 校 ま で、 非 常 に ふん だ んに コ ン ピ ュー タ を使 っ て教 育 して い る と

い う ことで あ る。 国 鉄 で も、 ぜ ひ そ うい う ことで実践 的 な教 育 を や って い き

たい とい うふ うに考 え て い る。

国鉄 では 「コ ン ピ ュー タを知 らな い 者は 管 理 局 長 に し左い 」 とい うこ とで

内部 に シ ョック を与 えて い るが、 これは 最 高幹 部 の1人 が コ ン ピュ ータ につ

い て 常務 会 の席 上 発 言 した言 葉 であ る。 わ れわ れ と して は、 あ らゆ るチ ャン

スに この 言葉 を引 用 して、 国 鉄 全体 の コン ピュ ー タ化 の機運 を盛上 げ る よ う

に努 力 して い る。 こ うい う上 の人 が 言 わ れ た こ とば を上 手 に利 用 し よ うとい

うので、 目下 これを は や りこ とば にす べ く努 力 し てい る。 わ が ほ うに有 利 な

こ とばは、100%活 用 す る とい う気 が ま え で お り、 た とえ ば 「本 社 課 長補

佐級 を1.5カ 月程 度学 園 に入 れて教 育 しろ 」とい う こ とも最 高幹 部 の こ とば

であ るが、 これ もぜ ひ これ か ら大 い に利 用 して い きた い と考 えて い る。

国 鉄 では 図4.9の よ うな教 育 課 程 の 再編 成 に取 組 ん でお り、 従来 は 給料

の高 い ものは高 等課 程 で1カ 月程 度 で あっ た も の を、 今 度 は高 等 課 程 コ ン ピ

ュ ータ科 は3カ 月、 普 通 課 程 の プ ロ グ ラ ミング科 は1・5カ 月、 さ らに初 級 の

コン ピュ ータ科は1.5カ 月 とい うこ とで、4級 ・3級 ・2級 を ね らって教 育

を して い こ うと考 え て い る。 そ れぞ れの教 育 の 間 には、 実 際 に コン ピ ュー タ

部 門 に 戻 って実 践 的 な 経験 を積 む こ とも考 え てい る。 な お、 そ れぞ れの科 の

中 では単 位 制 を とっ て、 教 育 の ダ ブ リを な くそ うとい う考 え方 を とって い る。

た とえ ば、 主 な 内容 とし ては、 プ ログ ラム入 門、 シス テ ム設 計入 門、 コ ボル、

フォ ー トラ ン、RPG、 アセ ンブ ラー、 オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム、 ス ケ ジ

ュー リン グ、 デ ー タ管 理 、 経 営 と電 子 計算機、 あ るい は他 企業 の シス テ ム、

リアル タイ ム ・シス テ ム、 そ れ か らORと コン ピ ュー タな どが あ り、 各 課 程

に応 じて 体系 的 に教 育 が受 け られ る よ うな 単位 制 を とる こと を考 え て い る。
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図4.9養 成 課 程 の 再編 成

(2級)高 等 課 程 コ ン ピ ュ ー タ科3ケ 月

(3級)普 通 課 程 プ ロ グ ラ ミング 科1.5ケ 月 単位 制

(4級)〃 コ ン ピ ュ ー タ科1.5ケ 月

(注)従 来は41年 度 より高等普通 とも1ケ 月

管理 者 と将 来 の幹 部 要 員 の 教 育 に つ い ては、41年 度 頃か らぼ つぼ つ 始 め

て い る。 本社 課 長級 につ い て は大 体2日 間 の 構 習 を去 年行 な っ た が、 そ の狙

いは 本 社 課 長 級 の 理解 を まず 深 め な け れ ば な ら力 い とい うこ とに あっ た。 こ

れは講 習 会形 式 で 図4.10の よ うに4日 にす る予 定 で ある。 本 社 補 佐 級 に

つい て は2日 程 度 で あ った の を、 最高 幹 部 の話 もあ ったの で、1.5カ 月 と大

巾 に延 長す る。 そ れ か ら研 究1科 、2科 とい うのは大 学 卒 業者 で 国 鉄 に入 っ

た もの で あ るが、 これは 従来20時 間 左 い し25時 間程 度 の教 育 で あ っ た も

の を約2倍 に して、40時 間 ～60時 間 とい うふ うに考 えて い る。 そ れか ら3

科 とい うのは 国立 工 専 を 出た もの で あ るが 、 これ もや は り25時 間程 度 の も

の を60時 間 にす る。 大学 課 程 とい うのは 、 高 等 学校 を出て 国鉄 で3カ 年 教

育を して、 大 体 大学 程 度 の学 力 をつ け る とい うこ とで特 別 に設 け て い る課 程

で あ るが、 これに は従 来40時 間程 度 で あ っ た もの を100時 間 に す る とい

うよ うな こ とで 徹底 的 に教 育 した い と考 え てい る。 この大学 課程 の ク ラス か

らコ ン ピ ュー タ部 で も計 画的 に 人 を とっ てお り、 この 人 た ちが 非 常 に 育 って

きて い る。 計画 的 に と る よ うに な った の は、 大 体39、40年 度 ぐ らい か ら

で あ るが、 そ れが1つ の 中心 に な りつ つ あ る。 そ の ほか講 習会 等 を逐 次 開 い

て い る。 これは、 た とえ ば 資材 関 係 の講 習会 とかテ ーマ を しぼ って、 特 に 主

管 系統 の 教 育 には講 習 会 を活 用 して い こ う とい うこ とで ある。 日本 人 が 免 状

に弱 い のは 通 弊 で あ るの で、 この 過程 を終 わ った人 には免 状 を多 少 乱発 して 、

で き るだげ シンパ を ふ や してい こ うとい う こ とを ね らってい る。
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図4.10管 理者及び将来 の幹 部要 員教育

本社課長級

本社補佐級

研究一科

三科

大学課程

40時 間

60

60

100

4日 間

1.5ケ 月

そ れか ら、 こ うい う部内の教育 だけ では なかなか足 りな いので、特 に本社

の職員は仕事 を離 れて教育 を受け るとい うことがな かなかむずか しいわ けで

あるか ら、 通信教育、 あ るいは 夜学 の コンピュータ専門学校に通 わせ てい る。

通信教 育 と夜学 に対す る学 費の全 額補助 をこ としの初めか ら実施 してい る。

通信教育 のほ うは本社 職員が60名 程 度、 電算機学 校夜学は10名 程 度であ

るが、希望 者は この数倍 あるわげ で、 コンピュー タを勉強 したい とい う意欲

は本社 の職員、 特に若 い層 に広が りつつ ある現 状である。

そのほかに一般啓蒙 教育を地方の 局長 あるいは部長、 課長、そ の他現場 長

あるいは係 長級等 も含 めて、 それぞ れの教育期 間中に、 あるいは それ とは離

れて 講 習会 形式 でそ れ ぞ れ実 施 してい る。

そ れ か ら、 これ か らは 先生 を養 成 して、 地 方 に あ る学 園 で も、4級 程 度 の

教 育 は で き る よ うに持 っ てい きた い と考 えてい る。

中央 学 園に は コ ン ピ ュ ー タの 導 入 を チ ャンス に、 そ の 準備 も含 めて コ ン ピ

ュ ー タ研 修 室 とい う特 別 の組 織 を つ くっ て、 教 科 書 の編 集 ある い は教 育の 具

体 的 な 計 画 を立 て る とい うこ とを始 め てい る。 教 育 の た めの 組 織 も、 この よ

うに 整備 しつ つ あ る とい う現 状 で あ る。
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コ ン ピュ ータ化 を進 め てい くた めに は、 何 とい って も最 高幹 部 の理 解 と指

導 が 必要 な ことは、 読 者 各 位 が 痛感 して い る ところ であ る。 国 鉄 で は一 応 こ

の コ ン ピュ ータ化 の計 画 の 基本 方 針 は業 務 刷 新 委 員会 とい う委 員会 に逐 次 出

して、 方 針 的 な了 承 を得 る とい うか っ こ うを とっ て、 強 力 な トップの バ ック

ア ッ プを お願 い す る とい う方 法 を とっ た。 これは業 務 刷新 委 員 会 で きま った

ん だ とい うこ とで、 主 管 局 を引 きず っ てい こ うと い う作戦 で あ る。 そ うい う

こ とで職員 ・厚 生 関係 の 方 針的 な もの は 昨年 の11月 に きめ た し、 資材 関係

は やは りこれ も近 々 に 方針 的 に き めて も ら うつ も りであ る。 そ の 次 には 工 作、

工場 の機 械 化 関 係 を 出 して い こ うとい うことで、 逐 次そ うい う トップの 会 議

に 出 して、 そ の バ ック ア ッ プを得 よ う とい う心づ も りでい る。

コ ン ピ ュー タ化 を進 め て い くた め に は、 主管 系 統幹 部の 理 解 と推 進 力 とい

うのが 問 題 でs主 管 系統 の幹 部が 理 解 して くれな け れ ば進ま な い こ とは、 体

験 して い る ところ だ と思 う。 い く らコ ン ピュ ー タ部 門の 専門 部 門 が さか 立 ち

して みた ところで、 な か な か 進ま ない。 主管 系統 の 理解 と推 進力 が左 右 す る

とい うこ とで あ る。 従 来 は この 点が 非 常に欠 けてい て、 コ ン ピ ュ ー タ部 門 だ

け で走 って い こ う とい う こ とを や った わ け で あ るが、 これ では進 む どころ か、

む しろ孤 立 して しま う とい う危 険 性 が あっ た。 そ こ で、 主管 局 の 長 を この コ

ン ピ ュー タ化 の 中心 に持 っ てい く形 を とって お り、 た とえ ば 国 鉄 で は い ろい

ろなチ ームが あるが、職 員 関係 を通称Aチ ー ム、 厚 生 関係 をBチ ー ム、 資材 チ

ー ム
、 地 域 間 急行 チ ー ム とい うのが あ り、 主管 局 の課 長 が長 に な って、 コン

ピュー タ部 の 次長 が 副 とい う形 で こ れを補 佐 す る よ うな 形 を とって い る。

それ か ら主 管 局 には も ち ろん 、担 当 の課 長 とか補 佐 とい う もの を きめて も

らって、 そ こを で きる だけ立 て てい こ うとい うこ と を考 え て い る。 具体 的 に

は プ ロ ジェ ク ト 。チ ー ム を つ く って、 シス テ ム の分 析 ・設 計 ・プ ログ ラ ミン

グを チ ームの形 でや っ てい く。 資材 チ ー ムは こ と しの2月 に本 社 の2階 に1

-133一



部 屋特 別 に部 屋 を借 りて、 そ こに 資材 局 の 人 間 と コン ピ ュー タ部 の 人 間 が 一

緒 にな っ て この仕 事 を す る とい うこ とに よ り、 非 常 に仕 事 が進 ん で来 た。

ま た、 地域 間急 行 に つい て も、 やは り これ は貨 物 局 と コン ピ ュー タ 部 と技

術研 究 所 と電 気局、 こ の4者 の 関係 者 を1室 に去 年 の7月 に 入 れ て作業 を さ

せ る こ とに よ って、 リアル タイ ム ・シス テ ム と しては 非 常 に早 い9カ 月程度

の期 間 で試 行 ま で こ ぎつ け る ことが で きた。これ も部 屋 の 問 題が 大 き く響 いて

い るの では な いか と思 う。 コ ン ピュ ータ化 の 要諦 は 部 屋 に あ りとい う こ とを

最 近 感 じて い るわ け で あ るが、 まず 部 屋 に主 管 局 で 手離 した が らない よ うな

優 秀 な人 を選 ん で も らっ て、1部 屋 に入 れ る。 部 屋 を見 つ けて そ こ に入 れる

こ とが で き れば、 コ ン ピュー タ化 の50%程 度 の 作業 は 済 ん だ とい う感 じが

す る。 す べ て が1部 屋 に入 れ る とい うわ け には い か ない の で、 そ うい うと き

は、 た とえ ば職 員 関係 のAチ ーム、 厚生 関 係 のBチ ーチ は、 定 期的 に集 ま っ

て シス テ ムの 進 捗 度合 いそ の他 に応 じて協 議 を しな が ら進 めて い く とい うか

た ちを とって いる が、 あ るい は研 究会 とい う形 を とる こ とも ある。 そ うい う

ふ うに全 く一 室 に 入 っ て 共 同 で作業 をす る場合、 あるい は 週 に1、2回 定 期

的 に会 合 を持 ちな が ら進 め てい く場 合、 そ れぞ れ 多 少 ニ ュア ンスは 違 うが、

主管 局 と共 同 で や って い こ うとい う姿 勢 には かわ り左 く、 作業 は ス ムース に

進 め られ る よ うで あ る。

そ れ か らコ ン ピュ ータを 進 め る上 では や は り金 が要 る こ とは 事 実 で あ る。

コン ピ ュー タ部 は 元 来 は 経 理 局 か ら分 か れ た組 織 で、 現 在 で も経 理 局 との 人

事 交 流 な どに よ り、 経 理 系 統 と結 びつ い てい る。 コ ンピ ュータ部 が幹 部 に直

結す る とい う形 では、 ま だ ま だ コ ン ピュ ー タ化 が 進 み に くい点 も あ り、 あ る

程度 実 力 を持 っ た局 と連 携 を しな が ら、 コ ン ピュー タ化 を進 め て い く とい う

こ とが現 状 では な お必 要 では ない か とい うふ うに考 え て い る。 そ れ か ら、 前

述 した兼務 制 度 を主 管 局 との 間 で活用 す る こ とが、 案 外 金が かか らず効 果 が

あ る方法 では な い か と考 え てい る。 や は リコン ピ ュ一 夕化 には ハ ー ドウエ ア

とソ フ トウェ ア、 そ の ほ か に ヒ ュー マン ・ウェア とい う ものが な けれ ば で き
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ない と言 わ れ て い るが、 微 妙 な ところ は 人間 が や る仕 事 で あ る の で、 そ うい

う微 妙 な配 慮 を して い くこ とが 必 要 では 左 かろ うか。

も ちろん、 主 管 局 との人 事 交 流 も相 当必 要 で あ り、 兼 務制 度 だ け では な く、

主 管 系統 か ら優 秀 な 人 に コン ピュ ータ部 門 に入 って も らって、 コ ン ピ ュータ

の勉 強 を して も らって、 ま た 主管 系統 に 帰 って も らうとい う循 環 す る人 事 が

必要 で あ ろ う とい う こ とが言 え る。 他方 、 やは リコ ン ピ ュ 一 夕部 門 専 門 で長

く通 す とい う人、 循環 しな い で 専門 的 に ゃ る人 を うま く区分 け して、 両 方の

人 事 を考 え てい か な け れ ば な らな い。 長 くや る人 の た め に はや は り専 門 的な

技 術 者 としての待 遇 を考 え て い かな け れ ば な ら左 い の では ない か と思 っ てい

る。 ど この部 門 の人 を兼 務 と し、 あ るい は、 主 管 局 と循環 させ、 ど この部 門

の入 を専 門的 に コ ン ピ ュー タ部 門 に置 い て お くか とい う区 別 は む ず か しいが、

いず れ に して もそ うい うい くつ か の グ ル ープ に分 け て考 え る 必要 が ある とい

う気 が す る。

そ れ か ら、 や は り主管 系 統 の、 特 に 中堅 層 の理 解 を得 る とい うの が きめ手

であ っ て、 この ク ラス の人 が実 際に主 管 局 の仕 事 の 実権 をに ぎっ て い るわ け

であ るか ら、 この辺 の人 を コ ン ピュー タ側 に 引 き込 む とい うこ とが 必要 では

=なし(カ・と、思 う。

最 近読 ん だ本 に、 幹 部 と して 一番 必要 な ことは拒 絶反応 を持 た ない こ とだ

と書 い て あ った が、 コ ン ピ ュー タに対 す る一種 の 拒 絶反 応 が ま だ 相 当根 強 く

残 っ てい る こ とは、 皆が 痛 感 し てい る ところ で は な いか と思 う。 拒 絶反応 を

な くす こ とは非 常 に むず か しい ことで あ るが、 これ を うま くや れば ぐっ とコ

ン ピ ュー タの ほ うを 向 い て く れ る。 これ には や は リコン ピ ュ一 夕部 門 に携 わ

る者 は、 謙譲 と忍耐 とが必 要 で は な か ろ うか とい う気 がす る。 と同 時 に最 後

ま で コン ピ ュー タ化 とい うもの は経 営 に とって、 とも か く絶対 の 条件 で あ る

とい うこ とを認 識 した上 で、 あ らゆ る障害 を乗 り越 えて蓮 進ず る とい う気 力

を私 どもは 持 た な け れば い けな い の では ない か と思 って い る。 た だ、 そ の気

力 を表 面 に あま り押 しつ け が ま しく出 さ ない で、 やは り主 管 系統 の 理解 と協
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力 を得 なが ら進め て い く とい う心 がま えが 必 要 では なか ろ うか。

コン ピ ュ ータ要 員 の教 育 ・配 置 とい う問 題 は 一 種 の先 行投 資 で あ り、 こ れ

をや らなけ れ ば あ との 仕事 が 進ま ず、 出 るべ き要 員 効果 も出な い とい うこ と

で あ るの で、 要員 を 握 っ て い る部 門の 人 に先行 投 資 と して の 理解 を持 っ て も

ら うとい うこ とが 必 要 で あ る。 国 鉄 の 中で も ま だそ うい う点が 十 分 認識 さ れ

てい る とは 思 わ ない が、 これ か らも努 力 を して そ うい う先 行投 資 と しての認

識 を持 っ て も らう よ うに し、 ここ で人 間 を教 育 し投 入 して も ら うこ とが 将来

何 倍 に もltっLL返.・D。"(く 一石ん〔だ とe伝うこ とを、 そ うい う所 管の 人 た ちに よ く

理解 して も ら うとい う努 力 を しな け れ ばな らな い と思 っ てい る。

了

卜
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